


[image: ]










最下位アイドルの私が、世界中でモテまくる石油王子にガチ推しされる理由がわかりません！
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第一章　みんなヒョウヒョウってなんなの












「最近、顔、劣化したよな」

「リーダーっていうより、プリンセスたちの継母？」

「クールで売ってるつもりなんだろうけど、クール通り越してサイボーグなんだが」

　これは全て、アイドルグループ『プリンセス組』リーダーの中谷なかたに舞桜まおに向けられた言葉だ。

　ハラスメントという言葉が生まれ、面と向かってひとを傷つけるような言動を見かけなくなった昨今だというのに、芸能人相手だと急にタガが外れてしまう。ＳＮＳや雑誌など、本人の目に触れるところで日々、誹謗中傷がたくさん書き込まれているのだ。

　芸能人にも心があるとは思わないのだろうか。

　舞桜は芸能人になりたいというより、俳優になりたくてこの世界に入った。

　だが今、彼女は女性アイドルグループ『プリンセス組』のリーダーとして、歌や踊りをメインにタレント活動をしている。ただし、リーダーといっても年齢がひとりだけ飛びぬけて上の二十五歳。人気は一番下だ。

　舞桜は切れ長の目できりっとした顔立ちで、クールビューティー担当ということになっていて、髪型も肩より少し短めの黒髪ストレートだ。

　スポット的にドラマに出て演技をすることはあっても、あてがわれる役といえば、怖い教師やヒロインをいじめる姉など端役なので、彼女が俳優だとは誰も思っていないだろう。

　そして、今また舞桜に厳しい現実が突きつけられようとしていた。

　ひとり暮らしの高層マンションの十六階で、コタツに入った舞桜はスマホをタップし、事務所からのメッセージを開く。

　そこにはプリンセス組メンバー六人の人気ランキングの中間集計が載っていた。個別握手会参加権付きシングルＣＤ『もっといっしょにいたい』を買って、参加希望メンバー名にエントリーすることが、実質、プリンセス組の人気投票となっているのだ。

　一位になればセンターを張れるので、強火のファンは推しをセンターにしようとひとりで複数枚買うことになる。

　――前回より五位との得票差が広がってる……。

　ネットで、『中谷舞桜、圧倒的最下位！』と、鬼の首を取ったように書き込まれるのが目に浮かぶようだ。

　――最近はエゴサしていちいち傷つく気力もないから平気だし！

　舞桜は、ごろんと後ろに倒れて腕を左右に広げた。コタツの下には猫の毛のようなふかふかの敷物があり、寝転がると気持ちがいい。

　事務所が用意してくれた部屋は無垢材のフローリングでおしゃれカフェみたいな内装なのだが、落ち着かないので、リビングの真ん中にコタツをどーんと置いていた。

　壁には大好きな映画『ホワイトタワー』の俳優、大地だいち悦子えつこのモノクロ写真のポスターが飾ってある。

　舞桜はこんな存在感のある俳優になりたかった。

　――石油王がＣＤ買い占めて私にエントリーしてくれないかな～。

　そうしたらＣＤの売り上げで、自分を採用してくれた事務所に恩返しができるし、映画の出演依頼だって来るかもしれない。

　そんな現実逃避をしていたら、コタツの上でスマホが鳴った。

　のろのろと起き上がってスマホをタップしたら、チーフマネージャーの堀田ほった貴則たかのりからだった。

　メッセージには『今日、サンシャインホールの楽屋に十三時集合だけど、その前に俺の控室まで来て』とある。

　――ついに来た……。

　とうとう引導を渡されるのだろうか。〝卒業〟なんて前向きな言葉に置き換えて美辞麗句を並び立てられたとしても、結局、追い出されることに変わりはない。

　となると、考えないといけないのは今後の身の振り方である。

　人気グループにいてもゲスト出演的な仕事しか来なかったのだから、今後、俳優として生計を立てられる気が全くしない。

　プリンセス組のオーディションに受かる前は劇団員をやっていたが、持ち出しが多く、バイトの掛け持ちで生計を立てていた。

　当時は十代だったからなんとかなったが、二十五歳であの生活は無理だ。









　二時間後、サンシャインホール内にある控室で舞桜は、堀田とテーブルを挟んで向き合っていた。堀田は四十代前半という若さで、いくつものアイドルグループを成功させてきた経歴を持つ遣り手マネージャーである。

　テーブルに置かれたタブレットの画面には、先日放送されたバラエティ番組『笑激☆パレード』が映っていた。舞桜は体のラインがわかるような衣装に身を包んでいるのだが、その衣装がヒョウ柄なものだから、芸人たちにいじられまくっていた。

『タイガースファンかよ』と芸人にツッコまれ、舞桜が『タイガーちゃうねん、ヒョウやねん』と答えると、スタジオに乾いた笑いが起こる。堀田が画面をタップし、映像が止まった。

　舞桜は、堀田の機嫌の悪さを察してうなだれる。

　案の定、堀田がメガネのメタルフレームをくいっと上げた。不満があるとき、こうするのは彼の癖だ。

「クールビューティー担当だろう？　セクシーな衣装なのに全然セクシーじゃないし、発言がおもしろいっていうより無理している感じが痛々しくて笑われるって、どうなの？」

「番組を盛り上げようとしたつもりなんですが……」

　彼の表情はむっつりしたままだ。

「あくまでアイドルなんだし、舞桜以外のメンバーは全員十代なんだから、お姉さん系の色気を出してもらわないと」

　ぎょっとして舞桜は顔を上げる。

「いっ色気？　私がですか？」

　――前は、バラエティでのノリをよくしろって言ってたくせに～！

「最年長とはいえ、おばさん化は早すぎる。顔立ちはいいんだから、若い子と違う魅力を出すには、お色気しかない」

「はあ」

　舞桜としては納得いかないので、気の抜けた返事になってしまった。

「で、これだ」

　堀田が得意げな表情になり、タブレットをタップすると、画面を舞桜のほうに向ける。

　画面は企画書に切り替わっていて、『映画　銀座の天辺で愛を叫ぶ』とあった。

「そんな舞桜のお姉さん的な魅力を引き出せる役、取ってきた。銀座の伝説のホステスの話で、主役だぞ」

「しゅ、主役ですか!?」

　驚きのあまり大きい声を出してしまった。

「ああ。俺の売り込み手腕に恐れ入ったか」

「ありがとうございます！　私……もともと女優になりたくてこの世界に入ったんです！」

　堀田が、ぷっと噴き出した。

「だよな？　舞桜は〝根性〟が評価されてうちの事務所に入ったからな」

　舞桜が、アイドルグループをいくつも抱えるスパークルプロダクションに入ったのは二十一歳のとき。すでにアイドルとはいえない年齢だったが、十六歳のときから毎回オーディションに応募してきた根性を社長に見込まれ、新しいアイドルグループであるプリンセス組をまとめるリーダーとして入所させてもらえたのだ。

　とはいえ、思春期真っただ中のメンバーたちが、自分より人気のない舞桜の言うことを聞くわけもなく、うまく取りまとめられているとは言いがたい。

「この仕事で恩返ししたいです！　で、どんな役柄なんです？」

　舞桜はタブレットをスクロールして企画書に目を通しながら尋ねた。

「高卒で銀座のホステスになった美優みゆが、政財界の大物を虜にし、高級クラブのママにのし上がるサクセスストーリー。陰謀あり、色恋あり……で、舞桜の新たな魅力が引き出されると思うんだ」

「すごい！　大地悦子さんが『ホワイトタワー』でホステス役をやってらしたでしょう？　ずっとこういう役、憧れだったんです！」

　舞桜が興奮のあまり早口になると、堀田が急にチベットスナギツネみたいな目つきになった。

「その『ホワイトタワー』、一九七〇年代の映画だろう？　俺でさえ生まれてないし！　おまえ、絶対五十歳サバ読んでるだろ」

　彼がそう言うのも無理はない。舞桜は祖母に育てられ、往年の名作映画ばかり観て育ったのだ。

「でも、名作中の名作だから、この映画のプロデューサーはきっとご存じのはずですよ。私が第二の大地悦子になるって見抜かれたってことですかね～」

　喜びのあまり、舞桜がにやつきながらそう言うと、堀田が鼻で笑った。

「プロデューサーに、どうしてまた舞桜にこんな色っぽい役をって聞いたら、ヒョウ柄のあの衣装を着ても色気が出ない舞桜がこの役で色っぽくなったら話題になるってさ！」

　――そんな理由で!?

「それで前振りとしてあの番組を見せたんですね」

「でないと舞い上がって戻ってこなくなりそうだからな」

　堀田がデコピンしてくる。

「問題は……どうやったら、私に大地悦子さんのような色気が醸し出せるか、ということですよね」

　――彼氏いない歴＝イコール年齢の私に……！

「はあ？　何言っているんだ。〝根性〟枠のくせに。何が何でも色気、出・す・ん・だ・よ」

　舞桜はとたんに、すん……となった。

「頑張ります……」









　集合時間が近づいたので、舞桜が楽屋に入ると、ほかのメンバー五人はすでに鏡台の前に座っていた。芸能界は時間厳守なので、集合時間前に揃うのはいつものことだ。

　最年少の矢部やべなるみが笑顔を向けてきた。まだあどけなさを残した十六歳の笑みは天真爛漫で、プリンセス組で最も人気があるのも頷ける。

　なるみが開口一番こんなことを言ってくる。

「リーダー、先週の『笑激☆パレード』爆笑しました！　私にはあの衣装は無理です～」

　可愛い顔とは裏腹に、自分が一番でないと気が済まない、気の強い性格である。

　金髪の十七歳、小柴こしば結愛ゆあがこんなフォローを入れてくる。

「バラエティまで活躍の幅を広げられたんですね」

　結愛は一見気の強そうなギャルだが、ヤンキーの習性として年上に礼儀正しい。

　ふわふわヘアのファッションリーダー、十九歳の篠田しのだ有紗ありさがぽってりした唇をすぼませ、頬の左右に手を置くキュートなポーズを取った。

「ヒョウ柄似合いすぎですぅ～」

　ちなみにプリンセス組のあとのふたり、巨乳が売りの十八歳、森下もりした麗美れみは、鏡を見ながら真剣な表情で横乳にパッドを詰めていて、個性派の十八歳、浜辺はまべ芽衣めいはヘアメイク担当に髪をいじられながらスマホをスクロールし、芸能界の情報収集に余念がない。

　芽衣は舞桜の次に人気がないが、プリンセス組には彼女が作詞した歌があり、そういうクリエイティブな面が一部の女性から熱狂的に支持されている。

　皆が皆、キャラが立ちすぎていて舞桜が担う役割が残されていないのである。

　あるとしたら、ひとりだけ二十代で顔立ちがクールということだが、お色気担当はもう麗美がいるし、バラエティに活路を見出そうと思ったとたん堀田に否定され……つまり舞桜はただの年増だ。

　――いや。私はもともと女優志望なんだから。

　そうだ。まだ〝演技派〟枠が残されている。

　そう納得したところで、舞桜は鏡台の前に座りながらこう答えた。

「痛々しくてバラエティに向いてないって堀田さんにしぼられてたんだよね～」

　どっと笑いが起こったところで、なるみが「あっ」と驚きの声を上げ、スマホに目を落とす。とたん、蕩けるような笑みを浮かべた。

　舞桜は目が釘付けになった。

　その瞬間、なるみに、今までにないすごい色気が生まれたからだ。

　――十六歳のほうがよほど色気があるってどういうことよ～！

　結愛がなるみに含意のある眼差しを向けている。なるみは最近共演した俳優とちょくちょく連絡を取り合っているようだ。そういう結愛は地元のヤンキー彼氏と今も続いている。

　ふたりとも、彼氏と連絡するときは、いつもと顔つきが変わるからわかる。

　――私がまだ知らない感情……。

　舞桜は彼氏がいたことも、セックスをしたこともないのだ。

　そのとき急に、ホステス役の色気問題が舞桜の頭をよぎった。

　――私、馬鹿正直すぎた。

　事務所に入るまでは夢に向かってまっしぐらで恋愛どころではなかったし、事務所に入ったら入ったで恋愛禁止と言われたのを真に受け、男性タレントにアカウントを交換しようと言われてもすごい勢いで断ってきたのだ。それなのに、今、色気がないとチーフマネージャーに批判されている。

　ただ、色気がなかろうと人気がなかろうと、人気アイドルグループの一員というだけで、『笑激☆パレード』のような人気お笑い番組の仕事が来るわけで、そういう意味では舞桜は恵まれていた。

　だが、ファンというのは推しを上げようとするあまり、ほかのメンバーにはときに残酷で、最も人気のないメンバーは標的になりがちだ。

　特にネットはひどいもので、舞桜は『母娘グループになりつつないか』、『笑顔が嘘くさくてサイボーグっぽい』などと叩かれまくっている。

　舞桜は鏡に顔を向ける。

　肌にも、瞳にも、十代の娘こたちが持つ輝きがなかった。

　確かに、そろそろ大人の色気か何か、新たな魅力が必要である。

　――彼氏ができなくても……せめて、せめて……一回くらい体験しとかないと！









　ヘアメイクが済んで着替えると、いよいよ本番。本番前には必ずメンバー全員で円陣を組んでかけ声を上げる。

「プリンセスはみんなが一番！　みんなで一番！　仲間とともに輝くぞ！」

　事務所はこんなかけ声を作っておいて、常にメンバーに順列をつけて競わせているのだ。

　ステージで何曲か歌ったあと、ＭＣの時間になる。

　リハーサルのときに、今日のお題は『笑激☆パレード』での舞桜の衣装についてにしようということになっていた。

　――人気最下位の私としては、ネタを提供できただけでも幸いです。

　いじられるうちが花、みたいな境地に達している。

　演技派俳優を目指していたところから、えらい遠くに来てしまったものだ。

　一番人気のなるみがセンターに立っていて、顔を傾かしげるようにして舞桜に視線を向けてくる。観客から一番可愛く見える角度だ。

「皆さーん、『笑激☆パレード』観てくれました？　リーダーのヒョウ柄、かっこよかったんですよ！」

　客席からどっと笑いが起こった。

　舞桜がなるみに半眼を向け、「なっちゃん、全然かっこいいって思ってない顔してるよ？」と言うと、なるみが怯えたような表情になる。

「そ、そんなことないですぅ」

　なるみは楽屋では、舞桜を怖がるどころか言いたい放題なので、これはパフォーマンスだ。

　――今晩もまた私、ネットで叩かれそうだな～。

　案の定、なるみのファンから、こんな声が飛んできた。

「ヒョウ柄って大阪のおばはんか～！」

「なっちゃんに当たるなよ！」

「リーダー！　もう、お笑いに行けー！」

　こういうとき、リーダーでよかったと思う。

「はいはい、私のネタなんかもういいから、次、次ぃ！『キラキラの向こう』で盛り上がろー！」

　と、この場を仕切れるからだ。

　観客は舞桜のバラエティ番組ネタなど一瞬で忘れ、サイリウムを振り上げて雄たけびを上げている。

　笑顔でポーズを取りながら、舞桜はこう決意していた。

　――いつか私の色気で驚かせてやるんだから……見てろよ～！









　舞桜がメガネとマスクをして会場から出たときには、もう辺りは暗くなっていた。いつもなら用意してもらったタクシーに乗って直帰し、今日のステージの録画を観ながらビールを飲んでひとり反省会を行うところだ。

　だが、今日は違う。

　――そんなことをしているから、色気が出ないんだ！

　舞桜はそう心の中で叫ぶとスマホをタップし、以前教えてもらった、芸能人だけを顧客にしている秘密のバーの住所をクリックする。

　――六本木駅の近くか……。

　舞桜がごくりと唾を飲み込んだそのとき、小太りのアイドルおたくと思おぼしき三人の男に囲まれた。

「リーダー、もう少しなっちゃんに優しくしてくれませんかね？」

　早く会場から離れるべきだった。ここでは、メガネとマスクぐらいではすぐに正体を見破られてしまう。

　――年上の女は必ず可愛い十代をいじめるって思い込み、なんなの！

「むしろ、なっちゃんに優しくしてもらいたいぐらいなんですけど」

　そう言って、男たちの間を通り抜けようとしたら、わざと肩をぶつけてきて阻止される。

「痛ーっ！　ファンに攻撃やめてもらえますか？　今日、なっちゃん、泣きそうになっていましたよ？」

　――そのあと笑顔で歌ってたの、見てなかったんかーい！

「退どいてよ。急いでるんだから」

「こっわ～」

　――男三人と女ひとりで、怖いのはこっちだっつーの！

　舞桜がタクシーをつかまえようと大通りへ駆け出すと、腕をつかまれる。

「人気ないくせに、偉そうにすんなよ」

「触らないでよ！」

　舞桜は男の手を振りほどいたが、ほかの男ふたりに、片方ずつ腕をつかまれる。

「離して！」

「なんだよ。お高く止まって。ファン少ないのに」

　――だったら、何してもいいって？

　舞桜は人間扱いされていない。

　そうでなければ、誰もが見ようと思えば見えるところで、悪しざまに書かれることなんかない。〝舞桜〟は記号か何かで、血の通った人間だと思われていないのだ。

　今まで舞桜の心を傷つけてきた様々な言動が、次々と頭に浮かんできて押しつぶされそうになった。

　そのとき、「ぐえっ」と、男ふたりが同時に叫び、舞桜をつかんでいた手が離れた。

　舞桜が振り返ると、俳優でも滅多にいないような、彫りが深く、ガタイのいいイケメンが立っていて、涼しげな顔でふたりの男の腕を同時にひねっている。

「いやがっている女性にこんなことをしてはいけませんよ？」

　――え？　これ、ドッキリじゃないよね？

　さすがに昨今は、お笑い芸人しかドッキリを受けたりしないものだが、そんな考えが頭によぎるぐらい、あまりにも現実味のない光景だった。

「さ、今のうちに逃げましょう」

　しかも、そのイケメンが舞桜に手を差し出してくるではないか。

　その所作があまりにも紳士的で当然という感じだったので、舞桜は迷わず手を取った。

　すると、彼が手を力強く引っ張り、走り出す。

　舞桜が振り返ると、ファン三人は立ちすくんでいた。やたらと強そうな男に恐れをなしたようだ。

　――結局、弱い者いじめなんだよ。

　イケメンは何も話すことなく、舞桜の手を引いてビルの間をゆっくりと駆け抜ける。舞桜は女性にしては背が高く一六七センチあるのだが、その舞桜が見上げるのだから、彼は一八〇センチはゆうにありそうだ。

「あ、あの、追ってこないみたいなので、歩いても大丈夫かと」

　すると、彼は走るのをやめて徒歩になった。

「どこに行ったのかわからなくなるように、とりあえずあの角を曲がりましょう」

「はい」

　確かに、このひとと別れたあと、追われたり、家を突き止められたりしてはたまらない。

　歩きながら舞桜は話しかけた。

「さっき、すごかったですね。一気にふたりも倒して」

「イギリスの軍隊で訓練を受けたので一般人など敵ではありません」

「じ、自衛隊の方ですか？」

「それはないです」

　――傭兵か何か？

　どうもすごいひとに助けられたようだ。

　角を曲がると、イケメンが歩を止めた。

　見上げたら、ひょろひょろと高さだけはある古ぼけたビルがあった。

「ここまで来たら大丈夫でしょう……では」

　と、イケメンが去ろうとしたところで、気づけば舞桜は彼のロングコートを引っ張っていた。

　――何この手触り……厚手なのになめらか……。

　などと考えている場合ではない。

　振り向いた彼は身長差のため下目遣いになっていて、そのまつ毛の長さもあいまって、ものすごく耽美的だった。

　そのとき堀田のこのセリフが脳内にエコーした。

『何がなんでも色気、出・す・ん・だ・よ』

　――出します！　出してみせます！　堀田さん！

　彼なら好みどんぴしゃな外見だし、あと腐れがなさそうだ。

「あ、あの。追ってきたら怖いし、お礼をしたいので、ここ、ちょっと寄りませんか？」

　人生初ナンパである。

「ここ？」

　と、彼が不思議そうに舞桜の指さすほうに顔を向けた。

　ビルの壁面に『３Ｆ　ＣＲＡＦＴ ＢＥＥＲ酒場』と印字されたプレートがあった。

「クラフトビールですか」

〝ビール〟の発音に巻き舌が入っていて英語っぽく聞こえる。そういえば彼の外見には西欧の血筋が感じられた。

　――もしかしてイギリス帰りの日英ハーフ？

　舞桜はサングラスをしたままだったのを思い出し、慌ててサングラスを外した。

「は、はい。ごちそうさせてください」

「女性に奢っていただくわけにはいきませんよ」

　と即答される。

　さすがイギリス帰り、発言が紳士である。とはいえ、誘ったのは舞桜のほうだ。

「いえ、そういうわけには……えっと、そう、日本はおもてなしの国ですから」

　彼が困ったように小さく笑った。

「それなら、もてなされるとしましょう」

　エレベーターで三階に着くと、そこには『ＣＲＡＦＴ ＢＥＥＲ酒場』という木製プレートがあり、ビールが藍染めで描かれている白いのれんが垂れていた。和風テイストのおしゃれなバーである。

　――よかった。しょぼい居酒屋じゃなくて。

　彼は、のれんの先にある横開きの木戸を開けると、当たり前のように舞桜を先に入れ、ドアを閉めてあとに続く。

　さすがイギリス帰り。身のこなしが紳士である。

　こんな紳士な傭兵は、どんなふうに女を抱くのだろうか。

　――って、こういう発想、もう完全におやじでしょ！

　そんな邪よこしまな目で見られているなど知る由もなく、彼が店内を見渡す。

　すると、女性客がひとり、またひとりとこちらを向く。あるひとが隣の女性に耳打ちすると、その女性もこちらを見るやいなや、目を見開いて口に手を当てた。

　そのイケメンの隣には、マスクをしているとはいえ一応アイドルである舞桜がいるというのに、誰も気づきも驚きもしない。

　――ビジュアル格差！

　だが、彼は、そんな女性たちの反応が目に入っていないかのように、ウェイターに視線を遣り、当然のように自分と舞桜のコートを預け、空いている席へと案内させた。

　そこは、店内でも照明が暗めなふたり掛けのテーブルで、舞桜は奥の席に座ると、彼のほうにメニューを差し出す。

「助けてくれてありがとうございます。クラフトビールの店なので、まずはビールでいかがですか？」

「かしこまらなくていいですよ。当然のことをしただけなので。私はセゾンにするけど、あなたは？」

「あ、じゃあ私はこのホワイトっていうビールと、このおつまみセットにします」

　彼は小さく頷くと、ウェイターのほうを見た。すると、ウェイターが飛んでくる。

　――何この威厳というか……ひとを従わせる力というか……。

　彼がメニューを掲げながらウェイターに注文を告げるとき、ニットの袖口から、やたら高そうな腕時計が垣間見れた。

　――これ、絶対百万円以上するやつ！

　あの手触りのいいコートもカシミヤの高級品だ。彼にとって奢ってもらうことなど、なんのメリットもないだろう。

　だが、来てくれた。

　少しでも舞桜と飲みたいと思ってもらえたということだろうか。

　注文が終わり、ウェイターが去ると、イケメンが舞桜に顔を向け、心配げにこう聞いてくる。

「さっき、腕を引っ張られていましたが、大丈夫ですか？」

　――優しいー！

「はい。大丈夫です。本当に助かりました。あの、お名前は？」

「アラクです」

　――やっぱり日本人じゃない。

「私は舞桜といいます。日本語、どうしてこんなにお上手なんですか？」

「母が日英ハーフなものですから」

「そうでしたか」

　顔立ちの外国人っぽさに舞桜が納得したところで、ウェイターがテーブルにビールとおつまみを置いていったので、舞桜はマスクを取る。店内は暗いし、彼の大きな体の陰に隠れて、舞桜がここにいるとは誰も気づかないだろう。

　すると、彼がおつまみセットに向かって手と手を合わせている。背筋がぴんと伸びていることもあって、舞桜は何か神々しいものでも見るように目を細めた。

　――相当、育ちがいいのでは……。

　舞桜も真似して、目を瞑って手と手を合わせたあと、彼に顔を向ける。

　すると、アラクがハッとしたような表情になった。

　――しまった。

　イギリスから来たようなので、日本のアイドルなど知らないだろうと油断していた。

「会いたいと思っていたんだ」

　アラクが舞桜の手を取ってくる。

　――も、もしかして、数少ない私のファン!?

　自分に、こんな美形セレブファンがいるなんて意外にもほどがある。舞桜のファンといえば、大抵がＭっけのある気の弱そうな男性なのだ。

「あ、あの公共の場なので手は……」

「シャムシュル」

　熱い眼差しでそう言われ、舞桜は半眼になった。

　――誰それ。

　頭の中を検索してみても、そんな変な役名はひとつもヒットしない。

　舞桜は「離してください」と、手を振りほどいた。

「シャムシャムって……人違いです」

　彼は全く動じることなく、悲しげにこう言ってくる。

「シャムシュルは僕の最愛なんだ」

「だからって重ね合わせられても知りませんよ」

　彼が舞桜の顔を覗き込むように顔を近づけてくる。

　――今度は違う意味でやばい。

　この男は顔が良すぎる。

　瞳はきりっとして理知的なのに、妙な色気があった。この彫りの深さ、鼻の高さ、鼻翼の狭さは、日本人にはないものだ。しかも、大物俳優にしか備わっていないようなオーラがアラクにはあった。

　そのとき、なるみが俳優の彼氏からメッセージをもらったときの艶めいた顔が頭を掠めた。

　――やっぱり色気って、自分がかっこいいと思える男と付き合ってこそ出るものよね……。

　舞桜は、彼の真摯な眼差しを見て、ごくりと唾を飲み込んだ。

　――これ……チャンスでは？

「シャムシュルがいなくなってから何をしていても、ここが寂しくて」

　アラクが自身の胸に手を当て、少し目を伏せた。どうやら、別れた女性が忘れられないようだ。そして今、その女性ひとに似た舞桜と出逢った――。

　こんなチャンス、逃すわけにはいかない。

　――でも、さすがに行きずりの男は……。

　チラッと横目で見る。

　長いまつ毛が瞳にかかり、切なげなアラクの顔はとてつもなく色っぽかった。

　舞桜はカッと目を見開く。

　――行きずりでも……いい！

　というか、仮にも舞桜は芸能人なのだから、むしろ行きずりが望ましい。

　舞桜は、テーブルのビールグラスを手に取り、彼のグラスにカチンとぶつける。

「この出逢いに乾杯！」

「乾杯」

　彼もグラスに口をつけた。この調子だ。舞桜は底なしなので、彼のほうが先に酔いつぶれるだろう。

　舞桜はビールを一気に飲み干し、テーブルにダンッと勢いよくグラスを置くと、彼の背中をぱしっと叩いた。

「私をシャムシャムだと思って元気出してください！」









　朝、舞桜が起きると、ベッドの上で、見上げるといつもの天井があった。起き上がると全裸で、ずきんと頭と下腹が同時に痛んだ。

　舞桜は体育座りになって頭を抱え、昨晩イケメンとビールバーに入ってからのことを思い起こす。

　生ビールを五杯飲んでも彼が一向に酔わないものだから、ウイスキーをロックで注文して――そこからの記憶がない。

　助けてもらった恩返しのはずだったのに、あの酒代、自分はちゃんと払ったのだろうか。

　とりあえず、水を飲もうとベッドから出ると、姿見に映った自分の首から胸もとにかけてうっすらと赤い斑点がある。

　――何これ？

　思い当たることがあり、舞桜が振り向くと、シーツに赤い血痕を発見。再び胸もとに目を落とす。

　――こ、これは世にいうキスマークというやつでは……。

　そしてこの腹部の痛みに、シーツの血痕ときたら探偵でなくてもわかる。

　――私、処女、失ってない？

　酔いながらも目的を果たしたようだが、舞桜は物理的に失いたかったのではなく、名俳優になるべく、失う過程を知りたかっただけだ。

　――処女喪失、無駄打ちしたー！

　とりあえず服を着ようと、クローゼットに向かったところ、コタツの上にメモがあったので手に取る。

『また来る。アラク』

　とあった。

　急に昨晩のことが頭の中で再生される。

　男にからまれているところに颯爽と現れ、助けてくれたアラク。

　熱い眼差しで握ってきた手は骨張っていて大きかった――。

　それなのに、そのあと彼が口にしたのは知らない外国女性の名前だったのだ。

　――何がまた来る、よ。そもそも中に入れないっつーの！

　人気がなくても一応アイドル。ここはセキュリティの高いマンションなのである。

　もう会うこともない。

　そんな当たり前のことなのに、なぜか胸がずきんと痛んだ。

　コタツの上には、大根の漬物を入れたタッパーと湯呑、豆皿が置きっぱなしになっていて、漬物の減り具合からして、どうもアラクにふるまったようだ。漬物からどうやってベッドインに至ったのか、そこでの男女の駆け引きとやらを詳しく知りたくてたまらない。

　再び頭がズキッと痛んだ。上も下も痛くて満身創痍まんしんそういである。

　とりあえず、しじみ汁をすすって少し休んだら頭痛が軽くなった。

　十代と同じステージで踊らないといけないので、普段は早寝早起きを心掛けているのだが、普段と違うことをしようと思ったとたん、これだ。

　洗面台で鏡を見れば、いつもより疲れた顔の自分がいた。色気をつけるどころではない。

　だが、どうせ会場でヘアメイクをしてもらうのだからと、自宅ではスキンケアだけに留めてメガネとマスクをつけ、会場へと出かける。

　楽屋に入ると、周りのメンバーの視線が一斉に舞桜のほうに集まった。

　芽衣がスマホをスクロールしながら、こんなことを報告してくる。

「ネットの掲示板に、舞桜さんにちょっかいをかけたら彼氏にボコられたという書き込みがあって……結構拡散されています」

「男三人にからまれたところを通りがかったひとが助けてくれただけだよ？」

　麗美が少しショックを受けたような面持ちでこう尋ねてきた。

「その男のひととふたりで去っていったっていうのは本当ですか？」

　彼女はその豊満な体が売りなので、恋愛禁止を守っている。だから、リーダーである舞桜に彼氏がいるとなると心中しんちゅう穏やかではないのだろう。

「それはそのひとが、追いかけられないところまで連れていってくれただけで……そもそも、なっちゃんをいじめてるとか言ってからんできたんだから、私は被害者よ？」

　舞桜は今になって、なるみのファンにからまれたことを思い出し、ぞくっと背筋が寒くなる。

　そのあと色々ありすぎて、あの恐怖を忘れていた。

　――今日の帰りも、またあのひとたちが待ち伏せしてたら、どうしよう。

「私のせいってことですか？」

　なるみが不服そうに言ってきた。

「そういうわけじゃ……」

　舞桜が言いかけたところで、芽衣が「確かにこの投稿者のプロフィールに、推し：なっちゃんと書いてあります」

「えっと、舞桜さん」

　話題を変えようとしたのか、ヘアメイク担当の菊池きくちさつきが、舞桜の肩にポンッと触れた。

「そろそろ、メイクしましょうか」

「は……はい」

　――その通りがかりのひとと寝たのはまずかったと思うけど……。

　だが、ファンにからまれた件に関しては、舞桜は被害者だ。

　舞桜が椅子に座ってメイクをしてもらいながら、やりきれない想いで鏡を見つめていると、外から「今、入って大丈夫？」という堀田の声が聞こえてきて、菊池が答える。

「大丈夫ですよ。今、誰も着替えてませんから」

　ドアから、ひょこっと堀田が顔を出してきた。

「舞桜、花のスタンドがたくさん届いているんだけど？」

「え？　私に？　誰から？」

　会場にはファンやスポンサーから花のスタンドが届くのだが、ここらへんも人気商売の容赦ないところで、舞桜宛ては圧倒的に少ない。

「ファンじゃない……企業だ。しかも、エネアスとかコスモス石油とか全部エネルギー関連の大企業！　どこでこんなコネつかんだんだ？」

　全く思い当たることがない。

「人違いじゃないですか？」

　堀田の後ろから、事務所のスタッフの声が聞こえてくる。

「堀田さん、今、石油王みたいな方がいらして、舞桜さんあてに花は届いているかと聞かれたのですが？」

「せ、石油王？」

　と、堀田が驚きの声を上げてから、「……だから、エネルギー産業ってわけか」と、ひとりごち、真面目な表情でこんなことを聞いてくる。

「舞桜、石油王の知り合いは？」

「いるわけないじゃないですか！」

　――いたら、ＣＤをたくさん買ってもらってるし！

「舞桜、とにかくすごい花だから見てくれ」

　堀田がドアを少し開けたので、舞桜がその隙間から廊下のほうを見やると、今まで見たことのないような大きな花のスタンドがずらりと並んでいた。さらに驚いたのが、その花の向こう、入口近くに石油王のような恰好をした昨日のイケメンが立っていたことだ。

「あの石油王、知り合いか？」

　と、堀田が改めて聞いてくる。

　酔っぱらって家に連れ込んだのは確かだが、記憶が飛んでいてアラクという名前しか覚えていない。それより家に泊めたことがバレたら破滅だ。

　――ただでさえ掲示板にあらぬことを書かれているのに……。

「石油王に知り合いはいませんし、そもそもあれ、コスプレじゃないですか？」

　スタッフが神妙な顔つきでこう告げてくる。

「それが……リムジンで乗りつけて、えらい高級なスーツを着たお付きとボディガードみたいなひとを引き連れてやって来たんです。お付きによると、東南アジアの産油国ブルーロイの高貴なお方だそうで、今日になって舞桜さんの公演があることに気づいたものだから、ご自分で花を用意する時間がなくて取引先に頼んだとのことでした」

　アラクがイギリス人でも日本人でもなかったことに舞桜が驚いていると、堀田がこうつぶやいた。

「石油王の取引先は、やはりエネルギー産業ということか」

「本物の石油王ですよ！」

　興奮気味に声を上げるスタッフに堀田がこう問う。

「でもその石油王がなんでまた急に、舞桜の公演を観たいと思い立ったわけ？」

　――やばい！

　アラクは昨晩セックスした相手が何者なのか確かめに来たのだ。舞桜はそう思ったが、スタッフの次の言葉でいよいよ彼がわからなくなる。

「『笑激☆パレード』をご覧になって、舞桜さんを気に入られたそうです」

　――ん？　どういうこと？

　そもそもアラクは昨日、舞桜のことをほかの女性の名前で呼んだぐらいで、舞桜が芸能人という認識はなかった。酔っぱらって舞桜が自分から職業を明かしたのだろうか。

　それで舞桜の名で検索したら、無料配信サービスで観られる『笑激☆パレード』が引っかかった――？

　――よりによってヒョウ柄服の『笑激☆パレード』だなんて！

「こういうファンは大事にしないと。ＣＭ取れるかもしれないぞ」

　そう言いながら堀田は、舞桜の頭からヘアクリップを外すと、彼女を廊下に引っ張り出した。

「え、ちょっと」

　中に引っ込もうとしたところで、アラクと目が合ってしまう。

　彼がうれしそうに目を細めた。

　――くぅ……反則。

　アラクは黙っていたら精悍なくせに、笑うと犬みたいに人懐っこくて可愛い。

　舞桜はもう観念して、堀田に引っ張られるままアラクの前に出た。

　堀田がアラクに名刺を差し出す。

「スパークルプロダクションの堀田と申します。プリンセス組のチーフマネージャーです」

「初めまして。アラク・ラーマンと申します」

　名刺を出すことなくそう挨拶したあと、アラクが舞桜のほうに視線を移してきた。

　舞桜は急に下腹の痛みを意識して、顔を熱くしてしまう。

　――やばい！　ばらすな、ばらすな、ばらすなよ～！

　顔面表情筋を駆使してそう伝えたら、アラクの口もとに笑みが浮かんだような気がした。
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「まさかご本人に会えるとは思ってもおりませんでした。テレビよりずっとおきれいですね」

　彼が初対面のふりをしてくれたものだから、舞桜は急に緊張が解かれて、へたりこみそうになる。だが、足の裏に力を込めて、ぐっと踏ん張った。

「いえ。それほどでも……」

　昨晩、化粧崩れしていたときより、プロにメイクしてもらった今のほうがきれいという意味が含まれているのかもしれないが、それでもなんでもいい。昨晩のことを隠してくれさえすれば、あとはどうでもいい。

　――でないと、リーダーっていう唯一の存在価値がなくなっちゃう！

　堀田が、興味津々でこんな質問を投げかけた。

「あの……もしかして……石油王でいらっしゃいますか？」

「私の国、ブルーロイは産油国ですが、私は王ではありません」

「そうですか。とはいえ、こういった企業と関係がおありなわけですよね？」

　堀田が、贈られた花のスタンド群に目をやる。

　どれも、花屋に最も高価な花のスタンドを、とオーダーしたとしか思えない高級花ぞろいで、しかもどでかい。

　堀田が舞桜に耳打ちしてくる。

「すごい太いファンつかんだな、おまえ」

「え、ええ？」

　舞桜は、改めてアラクをまじまじと見つめる。昨晩飲んで、しかも家に連れ込み、行きずりでセックスした相手だ。それが、めちゃくちゃ顔がいいだけでなく、ど金持ちだったことが判明……今ココ状態である。

　アラクの笑顔があまりにまぶしくて、舞桜は目を瞬しばたかせた。

　――それにしても、ヒョウの衣装で皆に笑われているところを観られたなんて！









　その夜の公演では、堀田の取り計らいで、アラクは関係者席、つまりステージにかなり近い席に座ることになり、舞桜は気が気ではなかった。

　――これって公開処刑ってやつではー！

　弾ける若さの中で、ひとり隅っこで、かろうじてダンスについていっている状態。次、彼が再び花を贈るとしたら、ほかの娘こ宛てになっているに違いない。

　アラクはといえば、ＭＣのとき、なるみに「今日は石油王の方がいらっしゃるようでー？」と、いじられても堂々たるもので、余裕の笑みを浮かべていた。

　そこらの俳優より、よほど顔の造りがいいし、オーラがあるので、皆それ以上いじれなくなってしまう。

　ほかのメンバーたちは、ファンの手前、個人的な感情が顔に出ないようにしているが、長年、ともに過ごしてきた舞桜にはわかる。メンバーたちの目は今みんなハートになっている。

　案の定、楽屋ではアラクの話でもちきりだった。

　地元の彼氏一筋の結愛でさえも、「あの顔はヤバい」と興奮していたぐらいだ。

　メンバーたちが舞桜を見る目には、『なんでよりによって舞桜推しなんだ？』という疑問と、次からは自分のファンになるのではないかという期待が入り混じっていた。

　――昨晩私といたしたから見にきただけで、アイドルグループになんかすぐに興味なくすって。

　そう声をかけたかったが、これだけはリーダーとして明かすわけにはいかない。

　それにしてもアラクはどんなふうに舞桜を抱いたのだろうか。返す返すももったいないことをしたと悔やむ舞桜だった。

















第二章　石油の王子様












　舞桜は会場を出てタクシーに乗るなり、スマホで〝アラク・ラーマン〟を検索し、彼が産油国ブルーロイの第三王子だと知って白目を剥むきそうになった。石油王ならぬ、石油王子である。

　ブルーロイは国王にだけ一夫多妻が許されており、アラクの亡き実母以外にもふたり妃がいた。調べたところ、アラクの母親は日英ハーフだが日本育ち――つまり日本語のネイティブスピーカーだったのだ。

　――どうりで王子も日本語がうまいはずだわ。

　せっかく美形王子とセックスするという滅多にない体験をしたのに覚えていないなんて、芸の肥やしにも何にもならないではないか。

　そんな忸怩じくじたる想いを抱えながら、マンションのドアを開けると、明かりが点ついているし、暖かい。

　――え？　私、点けっぱなしで出た？

　リビングに入ると、アラクがコタツに入ってノートパソコンを開いており、舞桜を認めると、キーボードの手を止めた。

「おかえり」

　と、笑顔で言われ、舞桜も思わず「ただいま」と返したが、すぐに現実に立ち返った。

「ど、どうしてここに！」

　このマンションは集合玄関機にキーをかざさないと入れない仕組みなはずだ。

「『また来る』って、書いていただろう？」

「え、いや、でもこれ不法侵入ですし」

　いつの間にか、この部屋の鍵を持って帰ったのだろうか。

「連絡先がわからないから、事前に来ることを伝えられなくてさ？」

「なら、連絡先交換しましょうよ！　あと、鍵返してください」

「舞桜が寝てる間に同じものを作ったんだ。そのとき借りただけだよ」

「嘘。あれはかざしただけでロック解除できる鍵でそこらの合鍵屋では……」

　アラクが上品な笑みを浮かべてスマホを差し出してきた。

「日本人はＬＩＭＥ？　それともインステでＤＭ？」

　――こ、こいつ……すかさず話題変えてきた。

　一人称が〝僕〟なものだから油断していた。世の中、金があれば、なんでもできるのだろうか。

　そう思いつつ、舞桜もスマホを取り出す。連絡手段は持っておくに越したことはない。

「じゃ、ＬＩＭＥで」

「コタツって魔物だよね。出られなくなる」

　そう言って立ち上がったアラクは、仕立てのよさそうな長袖ニットにデニムパンツを穿はいていた。

　――さっきと全然、印象が違う……。

「あの長い頭巾みたいなのと民族衣装は？」

　彼が、そういえば、みたいな顔をして自身を見下ろした。

「式典のときにしか着ないんだけど、ああいうのに日本人は弱いだろう？　実際、あの姿で会場に行ったら簡単に舞桜に会わせてもらえたし」

　なんという確信犯。

　彼もスマホを取り出し、アカウント交換となった。素足で立った状態で向かい合い、彼を仰ぎ見る。

　――背、高い。

　アラクが当たり前のように舞桜を抱きしめてきた。舞桜の頭は彼の首くらいの位置なので、繭にでも包くるまれているようだ。見上げれば、その厚くも薄くもない端正な唇に目が行く。

　――この唇に唇を重ねたのよね……覚えてないけど。

　しかも、この唇は舞桜の体のあちこちに、キスマークを残していったのだ。

　そのとき、淡い快感が背中を駆け上っていった。

　――体だけが覚えているなんて……。

　アラクが顔を傾け、唇が重なる。

　――鼻が邪魔になるから顔を傾ける必要があるってわけね。

　そんなふうに観察していられたのはここまでだ。

　口内に、ぬめった肉厚なものが入り込んでくる。それなのに不快どころか、そのやわらかく温かな感触に、舞桜は陶然としてしまった。

　――キスってこんなに……エロいものだったんだ……。

　昨夜もしたかもしれないが、記憶の中ではこれが初めてになる。

　舞桜は気づけば彼の背に手を回し、舌をからめ合っていた。

　リビングに、くちゅくちゅという水音だけが響く。

　彼が唇を離すと、じっと見つめてきた。

「抱いて、いい？」

　――くぅぅう！

　ここが『やる』とか『する』ではなく、『抱く』という日本語になるのがたまらない。

「は、はい」

　その瞬間、彼の目つきが変わった。きっとヒョウが獲物を見つけたとき、こんな眼差しになるのではないだろうか。

　彼が舞桜を持ち上げて縦抱きにし、壁に押しつけてくる。

　――も、もしや……立ったままで？

　かなり鍛えているようなので、舞桜を抱き上げたままするのも平気なのかもしれない。

　――だが！

　舞桜はカッと目を見開いた。

　――初めてなのに、明るいところで壁ドンエッチはちょっと！

　とはいえ、そんなことを口にするわけにはいかない。初めては多分、昨夜隣室のベッドで行われたからだ。

　それなら、初めてをあのベッドでやり直せばいいのだ。

　首筋にくちづけられ、しかも彼の手が太ももを這い上がってくる。それにつれ、スカートがめくれ上がっていった。

「ちょ、ちょっと待って……ここは！」

　舞桜は彼の頬をむぎゅっと手で突っぱねた。

「何？」と、アラクが怪訝そうに見てくる。

　少し伏し目になって、それがまたセクシーだ。

「あ、あの……よかったらベッドに」

　彼が少し意地悪な表情になる。

「へえ、余裕だね？　昨日はコタツでもＯＫだったのに？」

　――嘘～！　聖なるコタツでエッチなことしたってこと？

「え、でも今日は酔ってないから……」

　舞桜がどもりどもりそう答えると、何か含意のある眼差しを向けられた。

　――なんか私、外した？

　舞桜を抱き上げたまま彼が歩き出したので、それは考えすぎだったようだ。

　長身でガタイのいい彼にこうされると、可憐な女の子にでもなった気分になる。

　だが、次の瞬間、ベッド周りの惨状を思い出して真っ青になった。服を脱ぎ散らかしてそのままになっているはずだ。

　――いや、電気を点けなければ、ばれない。

　そして彼が寝たあとに片づけるのだ。

　こういう行為はロマンチックなものだと思っていたが、現実はそうはいかない。次々と障害が立ちはだかってくる。

　――全部、叩きのめして進まないと。

　舞桜はぎゅっと固く拳を握った。

　――って、これから格闘技でもするんかい！

　こんな調子で色気が出るようになるのだろうか。経験ではなくキャラの問題のような気がしてきた。

　幸い、彼は急せいていて電気のスイッチを探すことなく寝室に入った。舞桜をベッドに仰向けにすると、左右に膝を突いて舞桜の頬を手で覆ってくる。

「まだ痛む？」

　このひと言で、昨晩、処女バレしていたことが判明。

　痛いと言ったら、育ちがいいだけにしてくれなくなるかもしれない。未来の大女優（自称）たるもの、この好機を逃してなるものか。

「……痛いけど、いいの。……来て？」

　来てもらったらどうなるのかよくわかっていないが、取りあえず来てもらわないと経験値が上がらないので、なけなしの色気を総動員して上目遣いで誘ってみたら、彼が耳もとで呻くように囁いてくる。

「舞桜……そんな表情かおで言われたら……」

　掠れた声がセクシーなうえに、耳もとに息がかかり、舞桜はぞくりと官能に侵食される。

　記憶はなくしても、感覚的なものだけは残るのだろうか、彼のエキゾチックな匂いには覚えがあった。

　耳たぶを口に含んで舐め回され、くすぐったいような、ぞくぞくするような感覚が湧き上がってくる。舌の感触で頭をいっぱいにしていると、彼が、襟付きワンピースのフロントボタンを片手で外し、胸もとを開はだけさせ、襟ぐりをつかんで下着ごといっしょくたに引き下げた。

　胸のふくらみが外気に触れた。

　ただそれだけで体全体が敏感になる。追い打ちをかけるかのように彼が乳房の輪郭をつかみ、揉み上げながらその頂点を指先でいじってくる。

「あっ……」

　全身を駆け抜けた甘い痺れに驚き、舞桜は声を上げてしまう。

「舞桜、可愛い」

　彼が観察するように舞桜の顔を見つめたまま、体の位置を下げ、触れていなかったほうの乳暈にしゃぶりついてくる。そうしながらも、もう片方の先端を指でいじくってくるものだから、たまらない。

「ふぁ……ぁあ……んっ」

　舌と指で、双ふたつの乳首を愛撫されていると、なぜか腹の奥が切なくなってくる。

　――何、これ……胸だけで……おかしくなっちゃいそう。

　アラクが膝を使って舞桜の両脚を押し広げ、その間に体を滑り込ませてきた。

　彼が、ちゅっと音を立てて胸から口を外すと、上体を起こして舞桜を見下ろしてくる。

　暗さに目が慣れてきたのか、表情が読み取れるようになっていて、舞桜はぞくっと快感に震えた。

　彼の瞳に情欲が宿っていたのだ。

　このとき舞桜はどうして昨晩、あっさりと彼に処女を捧げたのかがわかってしまった。

　いつも澄ました表情の彼にこんな目つきを見せられたら、どんな女性だって全てを投げ出してしまうだろう。

「アラク……もう、どうにでもして」

「舞桜……そんなの僕のセリフだ。僕をどうしようって……」

　切羽詰まった声でそうつぶやくと、アラクが舞桜の膝裏をつかんで掲げ、太ももにくちづけ、大事なところに向けて舌を這わせてくるものだから、舞桜は首を仰のけ反らせた。

　キスの位置が核心に近づいてくるにつれ、なぜか蜜口が何かを期待するかのようにひくつき始める。

　アラクがぐいっとショーツを横にずらし、蜜源からとろりと垂れた滴したたりが太ももを伝ったところで、秘所に唇を押しつけてくる。

　――嘘！　こういうのって、現実でもするものなの!?

　舞桜は何かにつかまらずにはいられなくなり、シーツをつかむ手に力を込めた。

「んっ……あ、あぁっ」

　その声に反応することなく、アラクが秘所をちゅくちゅくと舐めたり、じゅるりと啜ったりしてくる。卑猥な水音も相まって舞桜がいよいよ昂ったところで、秘所より少し上にある何か芽のようなものを指先でいじってきた。

「ああ！」

　――ここ、どうしてこんなに敏感なの？

　そのとき、中に舌を押し込まれ、舞桜は「ひゃぁ」と、腰を跳ねさせる。

　彼が少し顔を上げ、野生的な眼差しを向けてきた。

「昨日より、すごく……感じてるね？」

　舞桜にはもう昨晩の記憶をたぐりよせようなんて余裕は残されていない。濡れた秘所に彼の息がかかって、それがまた新たな快感を生んでいた。

　彼が再び、その美しい顔を、舞桜の脚の付け根に埋うずめ、秘芽を指で、秘裂を舌でもてあそんでくる。そうしながらも胸に手を伸ばし、その頂を指先で弾いてくるではないか。

「あ、アラクっ……」

　――頭、真っ白になっちゃう！

　舞桜はびくんと体を弓なりにし、そのまま達してしまう。何か快楽の繭にでもふわふわと包くるまれているような心地だった。

　そんな微睡まどろみの中、「僕たち、やっぱり相性いいよね？」というアラクの声が聞こえてきて、舞桜がゆっくりと目を開けると、彼が膝立ちで舞桜を見下ろしている。

　彼は、いつの間にか裸になっていた。

　――何この体……彫像みた……。

　舞桜はハッとして自身に目を遣る。

　ワンピースを着ている……といえるのだろうか。乳房は双つとも露わになっていて、しかも、スカートがめくれ上がっている。ショーツは脱がされていて、濡れた脚の付け根がスースーしていた。

　しかも、彼に視線を戻すと、暗がりの中、たくましい胸筋の下でブツがそそり立っている。

　――どうりで今朝からずっと痛かったはずよ～！

　昨晩、どうやって、こんなに大きいものを自分の中に入れたのだろうか。

『記憶がないから怖い』と言うわけにもいかず、舞桜が固まっていると、彼が舞桜の左右に手を突いて額に軽いキスを落としてきた。

　――こういう爽やかなキスもいい。

　なんてときめいたのも束の間、こんなセリフで現実に引き戻される。

「ちゃんとコンドームしてるから」

　生々しい言葉に一瞬固まったあと、安堵の気持ちが湧き上がった。

　ということは、昨日も避妊してくれたということだ。さすが王子、こういうところはぬかりない。ほっとしたところで、脚の付け根に弾力のあるものが押し当てられる。

　――つ、ついに……！

　舞桜は身構えてしまう。

「どうした？　今日は固いね」

　――今日も酒ひっかけてからにしたらよかったー！

　彼が小さく笑って、指先で舞桜の唇をたどっていく。

「舞桜はどこもかしこも可愛い」

　そういうキャラではないので、こんな言葉はむず痒く感じるだけで素直に呑み込めない。

　彼の指が口の中に沈んでいく。

　気づけば舞桜はその指をしゃぶりながら体をよじっていた。

　こんな自分は、知らない。

「舞桜……欲しがってくれているんだね？」

　彼が乳房の頂点を口に含んで強く吸ってくる。

「んぁっ」

　さっきの愛撫ですでに体が敏感になっていたのか、全身に甘い痺れが奔はしった。舞桜が顎を上げたことで、唇から指が外れる。

「僕は今日ずっと、舞桜の中に入り込みたいって、そればかり思っていたんだ」

　そう言い終わらないうちに、彼はその滾たぎったものを、舞桜の体を押し開くようにのめり込ませてくる。

「ああっ」

　想像と全然違った。

　――私の中に……アラクが入ってくる！

　舞桜は、何かにすがらずにはいられず、彼の背を掻き抱いた。

　自分の中にある路みちが彼の形へと変わっていく。その路は濡れそぼっていて滑らかに彼自身を呑み込んでいっていた。

「舞桜……ここ……ひくひくして……」

　舞桜にも自覚があった。彼自身をぎゅっと抱きしめるかのように中がうねり、少し間を置いては締めつけている。

　まるで体がアラクを引き留めようとしているかのようだ。

「アラク……嘘みたい」

「嘘じゃない……本当だ……」

　そう言ってアラクが、ぐぐっと最奥を抉ってくる。

「全部……僕のものだ」

　腹の奥まで彼でいっぱいになっただけでなく、剛直の根もとが脚の付け根に押しつけられていた。

　――本当にひとつになったみたい……。

「温かくてやわらかくて、僕を包み込んでくれている」

　感極まったようにそう言ったあと、アラクは腰を前後させ、舞桜を小刻みに中から揺さぶってくる。中がこすれて気持ちがいい。何も考えられなくなっていく。

「はぁ……あ……ふぁ……あぁ……んぁ……あ」

　舞桜の口からは絶えず、いつもより高い声が漏れ出ていた。

「どんどんきつくなってきている……そろそろだな？」

　最奥まで埋め尽くしているというのにさらに奥があるかのように、彼がぐっぐっと腰を押しつけてくる。そうしながらも双つの乳首を摘まんで強く引っ張ってきた。

「ああ！」

　胸の先を乱暴に扱われているというのに、優しく触られたときより感じている。

「少しきつくするのもいいみたいだ」

　案の定、バレている。乳首をぐりぐりと指先で押され、荒々しくいじくられ、舞桜は淫（みだ）らな熱に浮かされる。

　彼が腰を押しつけるのをやめ、ずるりと半ばまで退ひき、最奥まで勢いよく貫いたとき、舞桜は甘い稲妻に打たれたように境地へと達した。

　しばらくふわふわ浮かんでいたが、ようやく現実に舞い戻ったとき、舞桜は彼の腕の中にいて、髪を撫でられていた。

「舞桜、これからはずっといっしょだ……」

　――私もずっと……。

　美形のたくましい肢体を直じかに感じながら優しい声で囁かれて、うっかりそう答えそうになってしまった。

　――いや、待て。

　体験したいという打算があり、ここまで来た。だが、そもそも昨日、偶然会ったばかりなのに、どうしてこんなずっと愛し合っていたような状況になっているのだろうか。

　――ずっといっしょって、まさかここに居座るとでも？

　女にも賢者タイムがあるのか、舞桜の頭は急速に回転し始めていた。

　――そういえば、シャムシャムとかいう女に似ていると言ってた。

　忘れられない女性がいるからって、彼女と似ているひととセフレになるという解決法はどうかと思う。

　そう思って、舞桜が、アラクの胸板から顔を離して見上げると、彼は眉間に皺を寄せ、切なげな表情をしていた。

「……あの、堀田とかいう男、舞桜に馴れなれしいんだけど？」

　――嘘ー！　嫉妬してる？

　なんだか吹き出しそうになりつつ、舞桜は冷静に答えた。

「マネージャーの堀田さんにはデビュー当時からお世話になっていて、兄というか叔父さんみたいで、全然そういうのじゃないし」

　アラクが半眼になった。全く信じていない目だ。

「いくら積めば、マネージャーを女性に変更できるわけ？」

「つ、積む？　お金？　何言ってるの！　いくらお金持ちだからって……そんなお金があったらＣＤでも買ってよ！」

「ＣＤ？　このサブスクの時代に？」

　怪訝そうな眼差しを向けられ、舞桜はなんだか時代遅れの人間にでもなった気になる。

「こ、これは音楽を聴くっていうより投票権みたいなもので……でも、もう忘れて」

　ちょうど、石油王が買ってくれたら……と夢想していたものだから、うっかり口から出てしまった。

「興味深い商売だね」

「ね、むしろ新しいでしょ？」

　舞桜は作り笑いをした。とりあえず、マネージャーの話題から逸らすことには成功したようだ。

「舞桜……」

　アラクが舞桜の顎を取り、憂いのある瞳を向けてきたものだから、どきっと心臓が跳ねる。

「毎日、舞桜とこうしていたいけど、事業が軌道に乗って、それが父親に認められるまで……少し結婚は待ってほしい」

　――はあ？

　あまりにあまりな内容なので、理解するのに時間がかかってしまった。

「え？　昨日会ったばかりなのに、結婚？」

　すると彼が真剣な表情でこんなことを言ってくる。

「日本の女性がこの歳まで経験がないなんて、よほどのことだと思ったんだが……。それなら、どうして二十五年間も大事に守ってきた処女を僕に捧げたっていうんだ？」

　――年齢、調べてんじゃねー！

　ちゃぶ台があったらひっくり返していたところだ。

「処女処女言わないで！　これはこれ、それはそれ」

　すると彼が半ば目を伏せた。何か考えているような、企んでいるような顔だ。だが、彼ほど伏し目がセクシーな男はこの世にいないのではないだろうか。

　思案タイムが終わったようで、彼が舞桜を見つめてくる。

「昨日はあんなに僕のこと好き好き、結婚したいって言っていたのに？」

「えっ」

　顔から火を噴くかと思った。言い出したのが舞桜だったとは――。

　舞桜は彼の顔をちらっと見上げる。

　意志の強そうな凛とした双つの瞳の間には、筋の通った鼻があり、唇は何かを決意したかのようにきゅっと結ばれていた。

　――この顔を近づけられたら、告白のひとつやふたつしてもやむなし！

　酔っていて本音がそのまま出てしまったのだろう。だが、いくらなんでも不人気アイドルが王子と結婚なんてことはありえない。

　彼との恋愛にどっぷりはまったあと、振られたりしたら立ち直れなくなりそうだ。

　――Ｓランクのエッチを経験できただけでもう十分なんだから！

「昨日は酔っぱらっていただけだし……ひゃっ」

　アラクが耳を食はんでいた。

「でも今日は素面しらふだろう？　……」

　彼の高い鼻が傾き、唇を覆われると同時に、当たり前のように舌が入り込んでくる。口内を舌で蹂躙されているうちに、舞桜は何も考えられなくなっていく。

　しばらく六畳の寝室には、くちゅ、ちゅっというキスの音だけが響いていた。

　唇が離れると、アラクが酩酊したような表情になった。まるで舞桜に酔っているかのような――。

　頬に頬を重ねて、アラクが囁いてくる。

「僕のことしか考えられないようにしてやる」

　ずきゅんと舞桜の心臓は撃ち抜かれた。









　翌朝、舞桜はタクシーの中で呆けていた。

　あれは試合のゴングみたいなもので、二回戦へ……そして驚くべきことに三回戦まであったのだ。

　――エッチってあんなに気持ちいいものなんだ……。

　そんなわけで、舞桜は部屋をこっそり片づけるどころではなくなり、朝、散らかった部屋を見られた。

『ペットの部屋みたいで落ち着く』

　と、アラクは褒めているのか貶けなしているのか判断つきかねる言葉を吐いた。

　――東京のひとり暮らしで40平方メートルあれば、恵まれたほうなんだけど……。

　しかも、仕事があると言ったら、リムジンで送るとか言い出すのでどうしようかと思った。

　――支度があるからと言って、なんとか追い返したけど。

　本当に〝王子様〟は解せない。

　家が散らかっているような女は、日本の一般男性なら結婚対象にはならない。王子ともなると使用人がいて、妻に整理整頓能力を求めていないのだろうか。

　いや、そういう問題ではない。

　王子の場合、別の問題が出てくるはずだ。

　素性の知れないタレントとかではなく、家柄のいい、同じ国の令嬢と結婚するものではないだろうか。

　舞桜はスマホを取り出し、いろんなＳＮＳを開けて〝アラク・ラーマン〟で検索する。

　世界的にメジャーなＳＮＳであるインステに彼のアカウントを見つけたが、一年前で更新が止まっていた。使われている言語は英語だったが、翻訳機能で読んでみる。

　公式な場に出たときの軍服やタキシードなど、フォーマルな装いは王子というよりも、もうモデルの域だ。

　ブルーロイ国王が欧米を公式訪問するとき、通訳代わりで同行するものだから各国で注目を集め、フォロワーは４３６万人。コメント欄は世界中の女性たちの黄色い声でいっぱいだった。

　舞桜の全身から血の気が引いていく。

　どうも世界的にモテるひととエッチしてしまったらしい。

　――なんで日本では知られてないのよ～。

　そして、インステに最も頻繁に現れるのは、美女――ではなくヒョウだった。

　セレブあるあるである。皆、犬猫のような普通のペットでは飽き足らず、ライオンやらヒョウやら猛獣を飼うのだ。

　そして、驚くべきことに、そのヒョウの名は――シャムシュル。

　――シャムシャム……じゃなくてシャムシュルか。女じゃなくて雌ヒョウだったんだ！

　コケにされたような、人間の女でなくてほっとしたような複雑な気持ちになったのは一瞬だけだ。

　ヒョウを飼っていたからといって、ヒョウ柄の服を着た女に惚れるなんてこと、あり得るのだろうか。

　――いや、それより、時系列的に……。

　初めて会ったとき、マスクを取った舞桜の顔を見てシャムシュルと呼んできたということは、舞桜がなるみのファンにからまれたとき会場近くにいたのは偶然ではない。

　つまり、『笑激☆パレード』でヒョウ柄服の舞桜を見て興味を持ち、サンシャインホールに舞桜を見に行った帰りしな、男たちにからまれている舞桜に遭遇したということだ。

　――あのヒョウ柄をネタにしたＭＣまで聞かれていたってことー？

　どう考えても恋愛感情が生まれる余地がない。

　もし、そんな感情が生まれたのだとしたら、あの夜なのだが記憶がない。

　舞桜はもう頭を抱えることしかできなかった。









　そのころ、アラクはリムジンの中で侍従のライハンと並んで座っていた。ライハンは高級スーツに身を包んでネクタイをびしっと締めているが、アラクはデニムパンツを穿いたラフな格好である。

　ライハンは幼馴染で、イギリス留学時代の学友でもあるので、本音で接してくれる数少ないブルーロイ人のひとりだ。

　彼がブルーロイ語でこんなことを言ってくる。

【アラク様、ご機嫌でいらっしゃいますね】

　そういうライハンは不機嫌だったが、アラクは意に介さなかった。

【まあな。シャムシュルが繋いでくれた縁だから】

　――舞桜、やっと見つけた、僕の運命の女性マイデスティニー。

【アイドルグループの公演が観てみたい――まではよかったのですが、公演のあと見失ったので肝を冷やしましたよ。ＧＰＳ機能、今後は絶対に切らないでくださいね】

【昨夜は切らなかっただろう？】

【……それにしても二晩も日本のアイドルとお過ごしになるとは……】

　ライハンが、恨みがましい目をアラクに向けてきたが、そんなことはどうでもいい。

【舞桜は僕の愛が信じられないようだから、何か効果的なプレゼントをしたいと思っているんだ】

　ライハンが怪訝そうに横目で見てきた。

【まだお知り合いになったばかりでしょう？】

【知り合ってからの時間が長ければいいというものではない】

　そうだ。長く付き合っても、うんざりするやつはうんざりするやつのままだし、シャムシュルのように一目で気に入って、どんどん好きになれる相手だっている。

　――シャムシュル……。

　八歳のときから寝食をともにした相棒。黒と黄土色の斑点柄を身に纏った、しなやかで美しい雌ヒョウ――。

　シャムシュルは亡き母の贈り物だったこともあり、昨年死んだとき、何かひとつの時代を終えたような、そんな喪失感があった。だが、この悲しみを理解してくれないフォロワーが多すぎて、シャムシュルを亡くした一年前、アラクはインステの更新を止めた。

　――思い出して、またしても悲しくなってしまった。

【アラク様、またシャムシュル様のことを思い出していらっしゃるのですね】

【ああ。もう一年経つというのに……毎夜抱きしめて寝ていたから、彼女がいなくて寂しいんだ】

【舞桜様のことが気になってらっしゃるのは、最初ご覧になったとき、ヒョウ柄の服をお召しになっていたからでしょうか】

　ザッピングを止めたのは、確かにシャムシュルに似たヒョウ柄が目に入ったからだ。

【ライハン、ヒョウ柄なら誰でも好きになると誤解してないか？　舞桜は、番組で皆を楽しませようと無理しているところが気に入っただけだ】

【女性にモテすぎると、そういう価値観に至るものでしょうか】

　理解してもらえなかったようだ。

　だが、それでいい。

　舞桜のよさは、アラク自身がわかっていれば十分だ。

【女性の好みなんて、ひとそれぞれだろう？】

【ええ。それはそうですね】

　アラクがノートパソコンを開くとメールが溜まっていた。当分、舞桜のところに行くのは難しそうだ。

　――毎日抱きしめて寝たい……。

　そんな気持ちを振り切って、アラクはライハンを見据える。

【短い冬休みは終わりだ。明日から仕事に専念するぞ】

【はい！　殿下】

















第三章　ダントツ最下位を避けたいだけ












　彼とＬＩＭＥを交換してからというもの、舞桜はスマホが鳴るたびに、アラクかと思ってドキドキしたが、メッセージは別れた直後の朝に来た『また連絡する』だけで、夜になっても『今から行く』とかそういうメッセージが来ることはなかった。

　――また突然、私の部屋に現れて驚かせる気ね。

　そんなこともあろうかと、とりあえず床に置きっぱなしになっていた衣類は全てクローゼットに突っ込んでいる。

　というわけで舞桜はドキドキしながら自分のマンションのドアを開けたのだが、真っ暗だった。

　リビングの電気を点けるが、そこにもいなかった。

　舞桜はコタツの布団を持ち上げたが、中に誰もいないし、何もない。

　――べ、別に、いないふりをしてコタツから出てくるとか期待してないし！

　三日目ぐらいまで、こんなことを繰り返したが、さすがに連絡のない日が一週間も続くと、諦めの境地に達した。

　舞桜は帰宅し、コタツの中をチェックすることなく足を入れる。視線の先にあるのは大型テレビだ。

　――ここで、どうやってエッチになだれこんだんだろう。

　今はじっとしているから暖かくてちょうどいいが、こんなところでセックスなんかしたら、暑すぎるのではないだろうか。

　――寂しい……。

　突如としてそんな気持ちが心に生まれ、舞桜は自分に驚く。

　独ひとりが当たり前だったのに、寂しいと思うなんてどうかしている。

　――結婚を真に受けなくてよかった。

　とりあえず舞桜はキッチンに向かい、冷蔵庫から大根の漬物が入ったタッパーと缶ビールを取り出す。そういえば、アラクが初めて泊まった翌朝、漬物がかなり減っていた。

　家でもかなり飲んだようだ。

　キッチンの端に置いた段ボールが目に入る。ダークグレイのおしゃれなシステムキッチンにそぐわない『青森りんご』という筆文字とりんごの絵が入った段ボールだ。

　青森に住む母は、この段ボールに大根やらエンドウ豆やらを詰めて送ってくる。母はフルタイムで仕事をしつつ、家庭菜園を楽しんでいるのだ。

　――次の休みに、今、干してる大根を漬けて、新たな大根を干そう。

　ここは十六階。寒風吹きすさぶベランダに大根を干している。

　缶ビールのプルタブを開けたところで、メッセージが届いた。ビールを飲みながらテーブル上のスマホ画面を見たら、堀田の名前があったので手に取る。

『テレビ、ニュース番組つけろ！　王子様が出てる』

　――王子様？

　アニメか何かかと思って舞桜がそのスマホでテレビを点けると画面にいきなり、アラクのアップ、しかも流し目が映った。

　――嘘～！

　石油王みたいな恰好をしたアラクがホテルへと入っていく。彼の背後には黒塗りのリムジンが何台も停まっていた。

　――頭にかぶる布ってこんなにかっこいいアイテムだっけ？

　産油国ブルーロイの資本で作られたアニメスタジオ『ＢＪアニメプロダクション』設立レセプションについて報じるニュースだった。ブルーロイでは日本のアニメが人気で、第三王子が出席するほどの力の入れようであるとのこと。

　――これは日本の女どもが黙っているわけないよね。

　ＳＮＳを検索したら、『王子様でこのビジュアルってやばくない？』『二次元キャラみたいな顔して二次元スタジオを作るって？』『アニメ作るなら、アラク王子主人公で！』と大騒ぎである。

　再び、堀田からメッセージが来た。

『石油王じゃないって言ってたけど、石油王子じゃん！』

　とあるが、そもそも石油なんて国はないわけで、石油王って結局、どこかの国の王族なのではないだろうか。

　――いや、メディア王っていう言い方もあるぐらいだから、概念……？

　とりあえず舞桜は『雲の上のひとって感じですよね！』と返信した。

　わざわざ縁のなさをアピールしたのは、舞桜の心のどこかにその王子と寝てしまった後ろめたさがあるからだ。

　そんな舞桜の葛藤をよそに、堀田からこんなメッセージが届いた。

『王子様のファンがいる路線で売り出したらいけるんじゃね？　俺、考えるわ』

　舞桜はぎょっとして、すごい勢いでメッセージを打ち込んだ。

『あのとき物珍しさで来ただけで、絶対、私のファンじゃありませんから！』

　――ファンと寝たという最悪な芸能人になってしまう～！

『何のんきなこと言ってるんだ。このままだとＣＤの売上ダントツ最下位だぞ！　なんでも利用するんだよ！』

　急に過酷な現実に連れ戻された。

　ＣＤとは個別握手会参加権付きシングルＣＤ『もっといっしょにいたい』のことで、握手会希望者数が人気のバロメーターになっている。

　一位になればセンターを張れるが、舞桜は一位を目指すどころではなく、目下、最下位、六位なのだ。

　――もし私が最下位を脱出したら、芽衣が最下位になるってことか。

　十代の子が最下位になるなら、舞桜が最下位のほうがいいような気がしてくる。

　だが、売上に少しは貢献したいし、〝ダントツ〟最下位は避けたい。

　とはいえ、アラクを利用するのは違う。

　――落ちこぼれアイドルの、なけなしのプライドじゃー！









　王子からの連絡が途絶えて三週間が経った。

　やはり、あれは夢だった。

　夢なら、すぐに忘れて現実に戻れるはずなのに、どうして今、こんなに苦しいのだろう。

『ずっと私、ひとりだった。あなたと出会ってふたりになった。だから強くなれたはず。それなのに、ひとりのときの私、どうして前よりも弱く～』

　そのとき、新曲『もっといっしょにいたい』の歌詞のフレーズが頭に浮かんだ。

　そうだ。前はひとりで平気だった。だから、以前に戻っただけの話だ。ただ、一瞬とはいえひとりでなくなったと錯覚してしまったから、今、ひとりがとてつもなく辛くなっている。

　この歌詞は芽衣が書いた。彼女は恋愛になんか興味がないみたいな顔をしているが、何かしらこういう経験があるのではないだろうか。

　舞桜だって、今は苦しくても、アラクと出会ったことが活いきるときがくる。

　――そうだ。だから、乗り越えるんだ、舞桜。

　舞桜は自分にそう言い聞かせて今日の本読みに臨むことにした。映画の出演者が初めて顔を合わせて台本を読むのだから落ち込んでなんていられない。

　舞桜は映画の世界では新人なので、西宝の会議室に集合時間の一時間前に着くつもりが、一時間半前になってしまった。現場マネージャーの吉井よしい博美ひろみもまだ到着していない。

　とはいえ、会議室に入れてもらえたので、この時間を有効利用するのみだ。

　――映画に出演することってネタになるよね。

　舞桜は、ＳＮＳでウケそうなネタがあまり思いつかず、ほかのメンバーと比べると、人気ＳＮＳであるツブヤキの投稿回数もフォロワー数も少ないのだが、堀田からとにかく喜怒哀楽のわかりやすい顔の画像をアップしろと言われている。

　――ネットに、表情が乏しいとかサイボーグとかよく書かれてるからな。

　舞桜は台本を頬にくっつけて目を大きく見張らせ、口をニカッと開けてスマホで自撮りする。台本はタイトルが見えないくらいで見切れさせた。

　撮り終わったら文字入力だ。

『ある映画の初顔合わせ！　張り切りすぎて一番乗りになってしまいました。とにかくがんばるぞ～』

　ハートやら汗やらの絵文字を連打し、はい、投稿。

　反応をチェックしていると概おおむね好評で、ほっと胸を撫でおろす。

　今度は、いつもパトロールしているアカウントのチェックだ。

　どうしてもまず、アラクの会社である『ＢＪアニメプロダクション』のアカウントを見てしまう。アラクの活動が逐一アップされ、インタビュー記事など最新情報がチェックできるからだ。

　――連絡をもらえなくなったっていうのに、私、未練がましい。

　アラクは会社設立を発表して以来、イケメン王子として取材が殺到している。取材する美人アナウンサーも目をハートにしていた。舞桜のことなど、もう覚えていないだろう。

　そんなことを思いながら更新分を読み終わると次は芸能情報だ。芸能ニュースを読んでいたらひとの気配を感じたので、舞桜が見上げると、そこには共演の新条しんじょう翔かけるが立っていた。二十代後半にしてすでに渋い色気を醸し出している、人気も実力も兼ね備えた俳優だ。

　――このひととのキスシーンがあるんだよね……。

　そう思うと妙に意識してドキドキしてしまう。

「ＳＮＳに投稿ですか？　アイドルは大変ですね」

　舞桜は立ち上がってお辞儀をする。

「初めまして。アイドルといっても、グループ最年長なのでもう必死なんですよ。このたび新条さんと共演させていただけて光栄です」

「こちらこそ、光栄です」

　新条が目を細めて笑った。渋みが消えて屈託のない笑顔になる。幅広い年齢層に人気なのも頷ける。

「あまり経験がなくてご迷惑をおかけするかもしれませんが、ご指導お願いいたします！」

「指導なんて、俺には無理だよ」

　彼が言い終わるか終わらないかというときに、監督の猪瀬（いのせ）の声が聞こえてきた。

「では、皆さんお揃いなので、ご着席をお願いします」

　会議室には、長机をいくつか繋げて長方形が作られていて、お誕生日席の中央にプロデューサー、その左右に脚本家と監督が座っていた。三人とも映画業界のヒットメーカーである。

　――私が主演とか……本当に大丈夫なのかな。

　周りに座る俳優男女十二人も、歌番組やバラエティではあまり見かけない実力派揃いで、忙しいのか、本読み用の代役と思われるひとがふたりいた。

　――やばい、緊張してきた。

　猪瀬が立ち上がって周りを見渡す。

「皆さん、今日は初顔合わせになりますので、まずは自己紹介にしましょう。まずは主役の立花たちばな美優みゆ役、中谷舞桜さん、お願いいたします」

　――ひえっ、私が最初か。

「は、はい」

　舞桜は慌てて立ち上がる。

「あの、プリンセス組というグループに所属している中谷舞桜です。演技の経験が浅いのですが頑張りますので、ご指導どうかよろしくお願いいたします」

　ぺこりと大きく礼をして席に着くと拍手が起こる。

「次に、もうひとりの主役ともいえる、追川おいかわ武志たけし役、新条翔さん」

「新条です。また山田プロデューサーや猪瀬監督、そして……」

　新条が会議室を見渡す。

「今まで何度かごいっしょさせていただいた先輩方とお仕事できるのを楽しみにしています。よろしくお願いします」

　皆、拍手をしたが、「ここんとこ新条とばっかだよ」みたいな軽口をたたいたり、役者同士が笑って顔を見合わせていたりと、舞桜のときとは全然反応が違った。

　その後の自己紹介もそんな感じで仲良しトークが続いていく。

　――なんかアウェー感がすごい。

　プリンセス組はそういう意味ではホームだった。

　――ただ、私の人気がないだけで……。

　この現場を自分の居場所にするには、とにかくいい演技をすることだ。

　舞桜は、台本を渡されてからひと月近く、ひたすら読んで読んで読みまくってきたし、方言の指導も受けた。だから大丈夫だと自分に言い聞かせた。

　自己紹介が終わると、本読みへと入る。

　監督の猪瀬がナレーション部分を読むと、俳優たちが感情を込めて台本を読み始める。

　このストーリーの本筋は、舞桜演じる田舎から上京してきた十八歳の美優と、美優の幼馴染で、銀座の高級クラブで黒服をしている、新条演じる武志の両片思いのラブストーリーだ。

　武志は、東京でひと稼ぎしてから故郷に美優を迎えに行こうと思っていたのに、彼女が武志を追って銀座の高級クラブに押しかけ、ここで働かせてほしいと頼んでくる。

　武志の反対をよそに、美優はここでホステスを始めると、メキメキと頭角を現し、やがて日本の政治を左右するような女性になっていくというサクセスストーリーでもあり、切ないラブストーリーでもある。

　映画は、銀座の高級クラブでの武志とホステスたちとのやり取りで始まる。ここでの会話で、武志がママから信用され、一部のホステスから恋愛感情を抱かれている状況を観客に見せていく。

　舞桜は、皆の演技に圧倒されてしまう。

　殺風景な会議室だというのに、まるで高級クラブにいるかのようだ。

　アイドル映画とはわけが違う。そもそも舞桜はアイドル映画でさえも端役だったので、本読みに参加すること自体が初めてだった。

　――大地悦子になりたいんでしょう？

　これは呪文だ。自分の背中を押すための――。

　――次、私のセリフだ。

『武志、うち、お掃除でも皿洗いでもなんでもするんで、ここで働かせてくれへん？』

『美優、おまえ、なんでこんなところに？』

『あの、武志が東京で頑張ってるって聞いたから、うちも上京して頑張りたい思うてん。でも、就職先が倒産してしもうて給料の不払いもあって……このままやと家賃払えんねん』

『なら実家に帰れよ、今すぐ！』

　――すごい！

　ものすごく怖い顔をしているのに美優を心配して言っているのが伝わってくる。

　圧倒されて舞桜は間まを空けてしまった。

　新条に目配せされて、舞桜は慌ててセリフを読む。

『そ……そんな……怒らんでも……。なら、ええわ。武志に頼らんでもなんとかするわ』

　彼が切ない眼差しを舞桜に向けながらも、こう声を荒げる。

『待てよ！』

　――このひと、主役を食うので有名なの、わかる。

　このシーンでの美優はおどおどしているところだったので圧倒されていてもいいが、ほかのシーンでこうならないように気をつけないといけない。

　読み進むにつれて、そういう問題ではないことに、舞桜は気づく。

「中谷さん、今のところ、もう一回いいですか？」

　と、監督の猪瀬から何度も待ったがかかるのだ。

「あの、どこがよくなかったか教えていただけませんでしょうか」

　猪瀬が困惑したような顔になった。

「今の演技だと、岡田おかだ社長は美優の客にはならないよ。こういう店の客は疑似恋愛を楽しんでいるんだ。もしかしてこの娘こ、俺のこと好きなんじゃないかなって思わせないと、もう一度来店してくれないだろう？」

「は、はい。ありがとうございます」

　――私はこのひとが好き。このひとが好き。

　そう自分に思い込ませ、舞桜は、社長役の中年俳優を見つめる。

『私、まだ上京してきたばかりで、岡田様が初めてのお客様なんです』

　再び、猪瀬から待ったがかかった。

「舞桜さん、美優はここで客をつかまないと、好きな男である武志のそばにはいられないんだ。必死な感じを垣間見せつつ、こんな眼差しで見られたら岡田も舞桜が気になり始めると観客に思わせるように」

「すみません、もう一回お願いします」

　こんな調子で、本読みを何度も中断させてしまった。

　――ベテラン俳優の方たちの時間を私が奪うなんて……。

　夜、八時を回ったところで、ようやく本読みが終わった。

　猪瀬が立ち上がり、皆に礼をする。

「今日は皆さん、遅くまでありがとうございました」

　遅くなった原因が自分だと言われているようで舞桜の心は重くなった。

　皆が口々に「お疲れさまでした」と挨拶する中、猪瀬が舞桜に視線を移し、手招きしてくる。舞桜が慌てて近づくと、彼が丸めた台本を掲げながらこう言ってくる。

「美優は銀座の伝説のホステスになるんだから、成長ぶりを見せないと」

　舞桜は頭を下げた。

「皆さんの足を引っ張って申し訳ありませんでした」

「皆のことじゃなくて、君のことだよ。この作品をいいものにしたいって気概を持って臨んでくれ」

　――そう思ってるつもりだったのに……。

　舞桜は自分が歯がゆくて泣きそうになったが、なんとか堪えた。

　そこに、新条がやって来る。

「まあまあ、猪瀬さん、そのくらいにして。中谷さん、初めてなんだから」

　猪瀬が新条に含意のある眼差しを送った。

「いや、まあ……それだけ期待値が高かったってことで」

　厳しい表情だった猪瀬の顔が急に緩んだ。

　――新条さん、監督も気を遣う相手なんだ……。

　新条が舞桜のほうに顔を向ける。

「中谷さん、台詞、全然つっかからないし、相当練習したんでしょう？」

　今度は違う意味で泣きそうになった。

「は、はい。ありがとうございます。今度は感情表現を意識して読むよう頑張ります！」

「感情表現のほうが命だから……頼むよ」

　そう言って、猪瀬は新条と連れ立って去っていく。

　新条が顔だけ振り向かせて手をふりふりさせてくれた。

　――新条さん、優しい……。

　だが、新条が優しいのはこれが一回目だからだ。いつまでもこんなことでは、彼にだって呆れられてしまう。

　つくづく、自分は中途半端だと思う。

　アイドルグループにいるときは、人気がなくても本当は俳優になりたいから主戦場ではないと思っていたところがある。

　だが一旦、一流の俳優に囲まれてみたら、実力不足で戦うどころではない。

　――二十五なんだから、いいかげん自分の居場所を見つけないと。

　会議室はもうひとがまばらになっていた。

　マネージャーの吉井は次の予定があるとかで先に会議室を出ていた。舞桜は終わったことを彼女に伝えるために、パイプ椅子に腰を下ろし、スマホの電源を入れる。

　メッセージが一通届いていた。堀田からで、明日の仕事のスケジュール確認だったので、それに折り返す形で本読みが終わったことを知らせた。

　最後に『実力派ぞろいで、もっと演技頑張らないと、と思いました』と添えると、すぐに返信が来て『おまえ、根性だけが売りだろ！　死ぬ気でやれ』と、来た。

　――そうだ、根性だ。

　ダンスなんて得意じゃないのに、年増と言われながらも十代のアイドルたちの中で歌って踊っている。この映画のために色気をつけようと、処女喪失だって果たした。

　色気が欲しいからといって、王子とワンナイトに持ち込んだなんてすごいではないか。

　――おっと、投稿、忘れてる。

　とはいえ見渡せば、会議室に残った俳優は舞桜だけで、スタッフがペットボトルを回収し始めている。そろそろ出たほうがよさそうだ。

　舞桜はラウンジに行き、隅にあるソファーに座ってスマホを取り出す。

　とほほな顔を作って丸めた台本とともに自撮りし、『実力不足を感じて泣きそうだけど、頑張ります』と、泣いているような顔文字とともに投稿した。

　そのとき、「中谷さん」という声が聞こえて声のほうに目を遣やると、自販機の前で猪瀬と新条が缶コーヒーを片手に立っている。

　新条が不服そうに言う。

「麗奈れいなさんが降板になったのは仕方ないにしても、あんな素人あてがわなくてもいいでしょうに」

　――麗奈さんって……清水しみず麗奈!?

　清水麗奈は若くして数々の映画賞を受賞している演技派女優なのだが、最近、薬物スキャンダルを起こし、連日メディアやＳＮＳで叩かれている。

　――美優役って本当は清水麗奈だったんだ！

　舞桜に話が来たとき、本読みの日がすでに決まっていたので、薄々、予定の主演女優が降板して急遽、舞桜に声がかかったのだろうとは思っていた。だが、女優の名を聞くと意識してしまいそうで聞かないようにしていた。

　まさか清水麗奈のようなすごい女優だったとは――。

　猪瀬がこう返す。

「いや。中谷さんも前半の上京したてのところとかは結構はまってたように思うんだけど」

「そりゃ、俺の存在感に気圧けおされてただけで、そこ演技じゃないですから」

「言うね。なら、後半の色気と自信が出てくるところも、新条くんが引っ張ってくれよ」

「やですよ。追加のギャラもらいますよ」

　即答だったし、真顔で返していた。

　――みじめだ。

　新条が優しかったのは表面上だけで、内心、舞桜に失望していたのだ。

　そのとき、『舞桜は絶対、女優さんの才能あるわぁ』と、うれしそうに言ってくれた亡き祖母の顔が思い浮かんだ。

　孫が俳優に憧れているのだから、祖母は褒めるに決まっている。

　俳優を目指してここまで来たのに、自分に演技の才能がないのだとしたら――？

　突然自分の足もとが崩れ、奈落に転落していくような気持ちになった。

　そのとき、スマホにメッセージが届く。

　アラクからだ。

『今日の仕事、終わった？　もしかして今、銀座だったりする？』

　三週間ぶりだというのに、まるで昨日も会っていたかのようなノリだ。

『え？　なんでわかったの？　今、銀座の西宝っていう会社』

『ツブヤキを見たんだ。銀座って映画の会社、多いだろう？　もしかして同じ銀座にいたりするかなって』

　――また会ってくれるんだ。

　ニュース番組で見かけるようになって以来、彼のことを遠い存在に感じていたので喜びも一入ひとしおだ。

　――でも今、男と会っている場合？

　そんな疑問が頭をよぎるが、もう一度会いたい。でないとあの夜のことが現実だと思えない。

　それに今、家に戻って何回読んだって同じだ。新条だって、『相当練習したんでしょう』と言ったことだけは本音だったように思う。

　舞桜に必要なのは練習ではなく、現実世界で様々な感情を体験することだ。

　舞桜はこう返信した。

『少しなら大丈夫です。どこに行けばいいですか？』

『西宝の斜め向かいにあるプレシャスタワー、屋上に来てくれない？』

　――屋上？









　屋上に着いて、舞桜はようやく事態を把握した。

　そこはヘリポートで、暗闇の中でヘリコプターが光り輝いており、その前にアラクが立っていた。

　ものすごく高級そうなスーツに身を包んだ彼は、長袖ニットのときよりも、その西洋の血を色濃く感じさせ、まるでヨーロッパの王族のようだ。

　会議室にはイケメンといわれる俳優もいたというのに、次元が違う。改めて顔立ちのよさとオーラに圧倒される。

　その彼が手を取ってくるものだから、舞桜はどぎまぎしてしまう。

「あ、あの、どうして急に？」

「舞桜が悲しい顔をしてたから」

「か、悲しいって……あれはＳＮＳ用に顔を作っただけで……」

　思わぬところで優しさを見せられて舞桜は別の意味で泣きそうになったが、なんとかぐっと堪える。

　――大女優になるんでしょ、私。

　なるべくあっけらかんとした感じでこう尋ねた。

「ツブヤキ、見てくれてるんですか？」

「うん。それで毎日会えたような気になっていたんだ」

　――もしかしてこのひと、そんな理由でメッセ寄こさなかった？

　さっきまで凍りついていた舞桜の心が急速に解凍されていく。

「今日の夜、オフなんだ。どこに行きたい？」

　その意味を呑み込むのに時間がかかってしまった。彼にとってヘリは夜景を楽しむためのものではなく移動手段のようだ。

「移動するのにヘリとか無駄遣いしすぎでしょ！」

　産油国の辞書には『無駄遣い』という言葉がないのか、アラクが不思議そうに首を傾げながらこんなことを言ってくる。

「事業を成功させるのに今が正念場で、とにかく時間が足りないんだ」

「事業？」

「日本のアニメへの投資は第一歩だ。日本人の力を借りて、ブルーロイ向けのアニメを創ることでブルーロイ人に経験を積ませて、いずれは自国で世界的なＩＰを生み出したいと思っている」

「祖国で人気アニメを創るということ？」

「そうだ。いずれそのアニメのテーマパークを作って、世界中から観光客を呼び込みたい。我が国の国民は資源のおかげで税金もなく福祉も充実しているけど、資源は無限にあるわけじゃないし、やっぱり生きていく以上、やりがいって大事だからね」

　――夢でっか！

　だが、瞳をきらきらさせて未来を語る彼を見ていたら、舞桜の気持ちも前向きになっていく。

「そ、そうよね。やりがい。私、やりがいが欲しいんだ。昔っから女優になりたくて、今度の映画、成功させたい……」

「前も言っていたね。僕にできること、ある？」

　――前も……って、コタツでエロいことしながらそんなこと言ってたのか、私！

「……できることっていうか、私、今の気持ちで、もう一回台本を読み返したいです」

「じゃ、うちでやればいい。僕の部屋を案内したかったんだ」

　――うち？

　ヘリに乗せられて着いた先はインペリアルホテルの屋上だった。彼の仮住まいは高級ホテルの最上階のスイートルームである。

　――安定の石油セレブ……。

　スイートルームには部屋がたくさんあって、どの部屋にも、花がもりもりに盛られた巨大な花瓶が置いてあった。

　落ち着いた雰囲気の応接室みたいなところに案内される。

　舞桜がコートを脱いでソファーの肘掛けに置くと、「クローゼットに掛けておくよ」と、彼がそれを隣室に持っていった。

　戻ってきた彼は、ネクタイどころかワイシャツも脱いでいて、上半身は半袖シャツ一枚だ。ここまで薄着になると、彼の体の厚みが浮き彫りになる。

　――って、ガン見しないようにしないと。

「よかったら、紅茶どうぞ」

　そう言ってテーブルにソーサー付きカップを置いてくれた。マグカップではないところがさすがである。

「ありがとうございます」

　舞桜はカップを口にする。

　――温かい……。

　そのときふと、『あんな素人』と、吐き捨てるように言った新条のことが思い出され、一気に心が凍りつく。

　もともと、舞桜の前でもあんな態度だったら、ここまでダメージは大きくない。新条が舞桜の前では笑顔だったことがきつい。

　芸能界はいつもこうだ。

　表はきらきらしているのに、裏は誹謗中傷であふれている。

「ねえ、この新条ってやつ殺していい？」

「へ？」

　心を読まれたようで、舞桜がぎょっとして顔を上げると、アラクが立ったまま台本を読んでいた。

「武志役は新条って俳優みたいだけど、こいつと本当にキスする気？」

　今までになく眼光鋭く、こんなことを聞いてくる。そういえば軍で訓練を受けたとか言っていた。

　――新条さんが殺されちゃう！

「ま、まさか～。キスするふりに決まってるでしょ！」

　――何、私、あんないやなやつの命救ってるのよ！

「だよね。舌とか入れたら、こいつ消す」

「アラク、おかしいです。どうしてそんなに私のこと……？」

　――こんなセリフ、自分から言う日が来るなんて。

　どきどきしながら聞いたのに、彼の答えはこうだ。

「日本人の祖母の家みたいで、今までになく……心安らいだんだ」

　――お・ば・あ・ちゃ・ん？

「コタツがあったからって、おばあちゃんはないです」

「それだけじゃないよ。あの大根の漬物の味、忘れられない。タッパーごと持って帰りたかったぐらい」

　――それで漬物がやたらと減っていたのか。

　だが、相手が王子だとしても、『おばあちゃんみたいだから気に入った』と言われて喜ぶ女子がいるだろうか。

　――いや、いない！

　とはいえ大根に関しては褒められたので一応、感謝しておく。

「ありがとうございます。今度、たくさん漬けるから、タッパーごと持って帰ってください」

「うれしいな。話が逸れたけど、この僕が結婚したいと思った初めてのひとなんだから、おかしいなんて思わないでほしい。舞桜だって、初めてしたいと思ったのが僕だったんだろう？」

　アラクが、何か試すような眼差しになった。

「え、そ、それは……！」

　――一回やってみたかっただけで。

　なんて、体目当てのクズ男みたいなことは失礼すぎて言えない。

　舞桜が動揺していると、アラクがピンクのベルベットケースふたつを取り出してきた。

　ひとつは小さく、もうひとつは長細い。

「プレゼントがあるんだ」

　そう言って、彼は、ソファーに座る舞桜の前でかしずき、小さいほうのケースを開けた。そこには見たことのないほど大きな透明の石が輝く指輪があった。

「いずれ、僕と結婚してほしい」

　そう言って指に差し入れてくる。

　――重っ！

　石も重いが、外国の王子との結婚なんて激重である。

「少し緩いな。サイズはこれから直すから」

　舞桜は唖然としたあと、指輪をまじまじと見つめる。ダイヤにしては大きく、ビー玉くらいある。

「さすがにこれ、ガラス……ですよね？」

　アラクが立ち上がって、不服そうに片眉を上げた。

「僕が偽物をプレゼントするとでも？　10カラットのダイヤだよ」

　指にはまったどでかい物体を、舞桜はまじまじと見つめる。ＣＭやドラマで見たダイヤモンドとサイズ感が違いすぎだ。

　アラクがソファーの隣に座り、肩を抱いて顔を近づけてきた。

「ちょ、ちょっと待って」

「何？」

「こんな高価なもの、もらえません」

「どうして？　僕の気持ちにしたら、むしろ安いぐらいだ」

　そう言ってアラクが舞桜の手を取ってダイヤモンドにキスを落とした。こういう所作がいちいち決まるひとだ。

「き、気持ちはありがたいですけど、私はまだ結婚とか考えられないから」

　アラクが諭すようにこう問うてくる。

「どうして？　僕たち、すごく相性いいと思わない？」

「相性？　私のどこが気に入ったって言うんです？」

　――も、もしかして私、名器とかいうやつ……？

　ドキドキしながら舞桜が聞くと、彼は真顔でこう答えた。

「おもしろいところ」

　――は？　おもしれー女？

「そ、そういう理由って……少女マンガの中だけだと思ってたけど……いや、そもそも王子様にプロポーズしていただく時点で少女マンガなんだが……」

　舞桜はぶつぶつつぶやいてしまう。

「現実だよ？」

　そう言って彼が少し屈んで手の甲にキスを落としてくる。

　――んーんっんん！

　これ以上、萌えシャワーを浴びては危険と、舞桜は目をぎゅっと瞑り、下唇を噛んだ。

　手の甲から唇が離れ、舞桜はようやく目を開ける。

　そこには現実とは思えない光景が広がっていた。やたら広く豪勢なスイートルームを背景に、舞桜の前で、騎士ならぬアラクがかしずいてこちらをじっと見つめているのだ。

　舞桜はごくりと唾を飲み込む。

「殿下、現実を見てくださいよ。あなたは王子様で、私はぱっとしないアイドルで、笑われたり、ラブシーンを演じたり……お相手としてどう考えても釣り合わないでしょう？」

　と、敢えて彼を殿下という尊称で呼び、諭すように告げた。

「ん～、あの武志役とのキスシーンはなんとかしてやめさせたいが、それは王子としてではなく、ひとりの男としてであって……」

　アラクが葛藤し始めたので、舞桜は話を続ける。

「そもそも私、外国で暮らすとか考えたことないし、ましてや王族とか不自由そうだし……私、女優になりたいんです」

　そう言って、舞桜は指輪を外し、ローテーブルに置いた。

　アラクが再び片眉を上げる。機嫌がいいとはいえない表情だ。

　――でも、こういうちょっとＳっぽい感じ、めっちゃ決まるんだよね、このひと。

　彼が小さくため息をつき、「じゃ、これならいいだろう？」と、長細いほうのケースを手に取って開ける。こちらは細いゴールドチェーンのネックレスで、そのトップには小さいがダイヤモンドらしきものが輝いていた。

「これなら、僕だと思って肌身離さず身につけてくれるよね？」

　――せっかく選んでくれたんだから、両方拒否するのも悪いよね。

「では、こちらだけ……いただきます」

　アラクが舞桜の隣に腰を下ろして首もとに手を伸ばし、チェーンをかけ、うなじでモゾモゾと指を動かし始める。

　――こそばゆい。

　変な気持ちになりそうになったところで彼の手が離れ、密かにほっとした。

　胸もとを見たら、ダイヤモンドが輝いている。

　舞桜が顔を振り向かせて「ありがとうございます」と感謝を告げると、くちづけで返された。腰を引き寄せられ、口内を舌でむさぼられる。

　――あ……まずい……このまま流されそう。

　舞桜が彼の胸板を手で押し返すと、アラクが憮然とする。

「私、今、本当に正念場なんです」

　彼が降参とばかりに両手を少し掲げた。

「わかった。協力しよう。美優役以外のところを読めばいいよね？」

「お願いします！」

　そう言って横並びに座り、一冊の台本をふたりで使う。

　アラクは外国で育ったのに漢字も難なく流暢に読んだ。よほど日本語を勉強したのだろう。しかも、クラブのホステスの会話を、オネエみたいな裏声で読み始めるものだから、舞桜は笑ってしまう。

「やだ、声色まで変えなくていいのに」

　――あれ？　私、落ち込んでたはずなのに……。

　舞桜の演技に関して監督と新条の評価は最低だったが、最低ということはもう上がるしかないということだ。いちいち暗くなる必要などない。

　――そうよ。私、根性が売りじゃない！

　やがて、監督に注意されたところに差しかかった。

　舞桜演じる美優は、この社長を自分の客にできなければ、ホステスになるのを諦めて実家に帰るよう武志に言われており、追いつめられて天性の才能を開花させるという重要なシーンだ。

　――色気、かつ切羽詰まった感じで。

「私、まだ上京してきたばかりで、岡田様が初めてのお客様なんです」

　読んでみて、自分でもこれではだめだとわかった。

　アラクが次のセリフを読もうとしたところで、舞桜は彼の手をつかんだ。

「アラク、ここ、この社長さんを落とすために色気を出さないといけないんです。だけど、私、色気がなさすぎて……」

　アラクが唖然としている。色気のない女だと気づいてがっかりしているのだろうか。

　――西洋の女性ってセクシーが誉め言葉で、やたら露出度の高いドレスを着てるもんね。

　案の定、アラクの眉間に皺が寄った。

「僕以外に色気を見せる気？」

　斜め上の回答に、舞桜は戸惑ってしまう。

「え、見せるっていうか、見せようにも私に色気なんかないでしょう？」

　アラクが困ったひとを見るような目で半笑いになった。

「舞桜ほど色気がある女性ひとはなかなかいないと思うよ？」

　そう話し終わらないうちに、アラクは舞桜を自身の膝に乗せた。

　不意打ちに、舞桜は「あ……」と声を漏らす。

「ほら。こうしただけで、すぐに色っぽくなった」

　――な、なんと。

　舞桜が抵抗しないものだから、彼が髪をかき分けてうなじをべろりと舐め上げ、円を描くように胸のふくらみをゆっくりと撫でてくる。

「何、呆ほうけてるんだ？　読んでみろよ」

　――武志が憑依したみたいなしゃべり方……。

「わ、私……まだ上京してきた……ばかりで、岡田様が……初めてのお、きゃく……さま」

　彼が舞桜の顎を軽くつかんで自身のほうに向かせる。

「瞳が潤んで……頬も赤くて……すごく色っぽいよ、舞桜」

　濡れた耳に彼の息がかかった。それだけで全身の肌という肌が粟立っていく。

「ふぁ……だめ……続き……」

「舞桜は読み続けろ」

　――やっぱり、口調が武志。

　ちょっと強引な感じがして必要以上にドキドキしてしまう。

　しかも彼が舞桜のニットの前ボタンを外してくる。

「は……はい。注意された……とこ……読、む……あっ」

　アラクが左右に開けたニットの間から手を突っ込み、キャミソールとブラをいっしょくたに下げてきたものだから、双つの乳房が露わになった。

「アラク……ここ、明るいから、だめ……」

　ちゅっと、うなじにくちづけられる。

「積極的だな。本読みをやめて、俺とのことに集中したいって？」

　そう言いながら、アラクが乳房の頂を指で摘まんでこねくり回してくるものだから、たまらない。

「ちっ違っ……ほん……覚えてるから、だいじょ……」

　そのとき、台本が手から滑り、読んでいたページが開いた状態で落ちた。

「本読みをやめて俺に集中してもいいんだぞ？」

　アラクが片手をスカートの中に突っ込むと、もう片方の手で乳房を荒々しく揉みしだく。

「た、たけ……し……う、うち……」

　ストッキング越しに食い込む彼の骨ばった長い指が太ももを這い上がっていく。脚の震えが止まらない。しかも、胸のほうでは彼の指がときどき乳首にあたり、そこに快感が収れんしていく。

「『明日』だろ？」

「あ、明日……ぁあっ」

　そのとき、彼の手がショーツの中に入り込んできて、指が秘裂に食い込んだ。

「……舞桜、もうすごく濡れてるんだけど？」

　そう言いながら指を前後させて、これ見よがしにぐちゅぐちゅと水音を立ててくる。しかも、親指で蜜芽を撫でてくるものだから、舞桜は体を小さく跳ねさせる。

「んぁ……明日、薮内やぶうち先生のと、こっ……んっ」

「そんな途切れがちでいいわけ？」

　――誰のせいで……！

「明日、薮内先生のところに行くんや」

　舞桜は腹に力を込めて、なんとか途切れずに言うことができた。

「なんだって？　おまえ、あんなとこに行ったら、どうなるかわかってんのか!?」

　舞桜がさっきまで台本を広げていたので、その間かんに覚えていたようだ。しかも諳そらんじながらも、乳首と秘所を同時にいじくるのをやめないものだから、舞桜は背を反らせて、体をびくびくと揺らしていた。

　――お腹の奥……切ない……。

「わ、わかってるわよ。私、勝負、かけるの」

　舞桜はわかっていた。アラクだって今苦しいはずだ。さっきから臀部の谷間に硬いものが食い込んでいる。

「もう、ホステスなんかよせ」

　アラクに言われると、まるでタレント活動をやめろと言われているようだ。

「ぜ、絶対にやめない」

　そのとき舞桜はショーツをずり下げて脚を左右に広げられ、ずんっと、剛直で一気に突き上げられた。

「あぁん！」と小さく叫んで前方に倒れ、ローテーブルに手を突く。

「俺と、結婚しろ」

　――なんかもう役とアラクがごっちゃになってる……。









　目を覚ますと、部屋はもう明るくなっていて、見知らぬ天井があった。しかも、その天井は高く、ガラス玉がいっぱいついているおしゃれな照明が下がっている。

　――ああいうの、ペンダントライトっていうんだっけ？

　そんなことを思いながら、舞桜が横に目を向けると、目の前にあの美しい顔があった。

　――肌まできれいだなんて……反則。

　舞桜は吸い寄せられるように、その頬にくちづける。

　すると彼が急に体を回転させて舞桜を組み敷いてきた。アラクはボクサーパンツ一丁で、モデルのような鍛え上げられた体をしている。

「きゃっ。寝たふり？」

　真上にアラクの顔が来た。

　部屋が明るいせいか彼の瞳が、赤、黄、緑……様々な色が混ざり合った色に変わっていた。

　――こういうのってハシバミ色っていうんだっけ？

　その瞳が、とらえどころのない彼そのものに思えて舞桜はドキドキしたものの、自分が真っ裸になっていることに気づき、慌てて上掛けを引っ張って隠す。

　それを、アラクが下目遣いで不満そうに一瞥いちべつした。

「プリンセスのキスで起こされたんだよ？」

　――そういえば、私らなんでまた、王女でもなんでもないのにプリンセスって名乗ってるわけ？

　舞桜は急に恥ずかしくなってくる。

「本物の王子プリンスにそんなこと言われるなんて……」

　――どんな羞恥プレイだよ！

「舞桜は僕だけのプリンセスだよ？　おはよう」

　舞桜は顔から火を噴くかと思った。こんなセリフがキマる男がほかにいるだろうか。

「お、おはよう」

「顔を真っ赤にして可愛いね」

　アラクが上機嫌で舞桜の髪の毛を指先でもてあそんでいる。

「か、可愛い？」

「うん。もっと赤くしたくなる」

　そう言って、舞桜の首にかかったネックレスのヘッドを手に取り、そのダイヤにくちづけてきた。

　――かっこぃぃぃ！

　舞桜が固まっていると、アラクが上体を起こし、舞桜の左右に膝を突いた体勢で少し屈み、両胸の先を親指でぐりぐりとしてくる。

「……ふぁ……ぁあん」

　気持ちよすぎて、このまま自分が蕩けてしまいそうだ。

　――って今何時？

「あの……時間……」

　舞桜がベッド脇の置き時計を見ようと横向きになると、アラクに背後から抱きしめられる。

「何も見るな、僕だけを感じろ」

　と、彼が舞桜の両目を片手で塞ぎ、もう片方の手を腹のほうに回してそのまま秘所へと滑り込ませる。

「あっ……で、でも……ふぁ」

「こんなに濡らしておいて……鎮めなきゃ、出かけられないだろう？」

　そう言って、脚の付け根で手を前後させ、わざとぐちゅぐちゅと水音を立ててきた。

　そのとき、彼が指を浅瀬に侵入させてきて舞桜は「ひゃっ」と驚きの声を上げた。しかも、何かを探すように内壁を押しながら奥へ奥へと指を進めていく。

　彼がある一点を押したとき、舞桜はびくんと腰を跳ねさせた。

　すると、アラクがようやく舞桜の双眸そうぼうから手を外し、耳もとでこう囁いてくる。

「舞桜の弱いところ……見つけたよ？」

　その瞬間、舞桜の全身を甘美な電流が駆け抜けた。

　彼がその一点をぐっぐっと押しながら、もう片方の手では、すでにしこった乳首を指でねじってくるものだから、たまらない。

　しかも、臀部の谷間に硬く屹立したものが密着していた。

　――なんか……すごく……変な感じ……。

「あ……ふぁ……んぅ……ふ……ぁあ……」

　舞桜の口から嬌声が止まらなくなっていた。

「舞桜……そんな声聞かされたら……もう、我慢できないよ」

　アラクが指を鉤のように曲げたまま、ずるりと中から引き抜くと、蜜が掻き出されて太ももに滴る。すると、彼がすかさず背後から脚の間に大腿を差し入れ、脚の付け根に密着させ、ぬるぬると前後させてきた。

「何これぇ……気持ちぃ……」

「これで気持ちいいなら……これは？」

　そう言って彼は自身の大腿で舞桜の片脚を跳ね上げ、滾ったもので隘路あいろを穿うがつ。

「あ！　ふぁ……ぁあ……」

　――もう何も考えられない。

　乳首をいじられながら横から一突きで奥まで押しいってくる。そのたびに脚と脚がからみ合い、彼のたくましい胸が背中に当たる。ふたりとも裸なので少し汗ばんだ肌と肌が吸いつくようにこすれ合う。

　彼が抽挿の速度を上げていくものだから、舞桜はいよいよ昂ってしまう。彼が空いているほうの手で秘芽をいじり始めたとき、舞桜はどこか真っ白な世界に急激に引き上げられ、そのまま絶頂を迎えた。

「舞桜……愛してる」

　アラクが舞桜を抱き寄せてこうつぶやいたのだが、その声は、境地にいる舞桜に届くことはなかった。

















第四章　アフェイカ襲来












　アラクはこの日、日本とブルーロイの空手の親善試合を見学したあと、ホテルで開かれたパーティーに参加していた。

　壇上で今後の二ヶ国の友好関係の発展について語っているとき、アラクはあることに気づき、ぎょっとした。

　だが、そんなことはおくびにも出さず、笑顔でスピーチを終えると、アラクはライハンがいるほうに向かう。

　目的はライハンではなく、その隣に立つ、アラクの幼馴染のアフェイカだ。

　彼女は相変わらず美しく、繊細なレースがふんだんに使われたクリーム色の豪奢なドレスを身に纏い、この会場の誰よりも目立っていた。

【どうして君がここに？】

　アラクはアフェイカに一旦そう聞いたものの、答える時間を与えることなくすぐにライハンのほうに顔を向け、さらに質問する。

【ライハンが呼んだのか？】

　ライハンが気まずそうな表情になったが、アフェイカは妖艶な笑みを浮かべた。

【ライハンは関係ないわ。私の父がブルーロイ空手協会の名誉会長なのはご存じでしょう？】

　だからといって娘が来る必要はない。これは口実だ。

　だが、アラクは表面上だけ笑みを作った。

【そういえばそうだったね】

　アフェイカが、きょとんとした顔でこう問うてくる。

【アラク様こそ、どうしてこちらに？】

　――ライハンから僕が参加すると聞いてここに来たくせに……。

　アフェイカは大富豪の娘で、その美貌もあいまってブルーロイではファッションリーダーで、皆の憧れの的。ライハンとて例外ではない。

【日本での人脈を広げたくてね。あとブルーロイと日本の友好に貢献したいと思っているから、あちこちに顔を出しているんだ】

　アフェイカの目が据わった。

【だからといって、アイドルのコンサートにまで行かれる必要がおありでしょうか？】

　アラクがライハンを横目で見ると、彼が小さく首を振っている。

【……なんのことだ？】

【プリンセス組というアイドルグループのコンサートに石油王がやって来たというツブヤキがいくつかあったと聞きましたわ。あれ、アラク様でしょう？】

　――こういうところが好きになれないんだよ……。

　金にあかせてアラクを調査させている。だが、アラクも舞桜の身辺を調べたどころか、許可なく合鍵まで作ったのでいい勝負だ。

　――アフェイカを好きになれないのは同族嫌悪だな。

　そんなアラクの感情に気づかないのか気づきたくないのかアフェイカがこんなことを言ってくる。

【でも、私は心の広い婚約者だから、好きなアイドルがいても気になりませんわよ。今〝推し〟ブームなんでしょう？】

　――婚約者だって？

【いやいや。親同士の仲がよくて、君が生まれたときに僕と結婚させようって盛り上がっただけだろう？　四半世紀も経ったんだから時効だよ】

　アフェイカが思いっきり不服そうな表情になった。

　そのとき、こんな日本語が耳に飛び込んでくる。

「王子殿下、こちらに目線いただけませんでしょうか」

　顔を声のほうに向けた瞬間、フラッシュがたかれた。

　取材クルーがいたので、アラクは作り笑いをする。

　記者が「王子殿下の隣の女性はブルーロイの方でしょうか？」と聞いてきた。

「ええ。ブルーロイ空手協会の名誉会長のお嬢さんです」

　そう答えたとき、アフェイカがアラクの腕に抱きついてきて英語で、『アラクのフィアンセです』などと言うではないか。

　アラクは慌てて手を振り払ったが、絶対に撮られている。

　――アフェイカめー。









　その夜、舞桜は仕事を終え、だてメガネを掛けてマスクをして近所のスーパーに入るなり、エキゾチックな美女に声をかけられた。

　だが、聞いたことのない言葉で何を言っているのかわからない。

　すると彼女が英語をしゃべり出す。

『あなたは舞桜か？』と聞いているのはわかった。

　ものすごく不機嫌な顔をしていて、どう見ても、彼女は舞桜のファンではない。

　――英語がわからないふりでやり過ごそう。

　無視して買い物を続けていると、彼女がスマホみたいな機械に向かってまくし立てた。

『お待ちください、泥棒さん。アラクはお渡ししません』

　――これ、翻訳機か。

　彼女の怒り顔とは相容れない、敬語強めの抑揚のない機械音の中に、アラクという言葉が出てきて驚く。

「え？」

　振り返って何に驚いたかというと、周りの客たちが皆、こちらを見ていたことだ。

　とにかくこの外国女性は美しすぎるし、およそスーパーに似つかわしくないハイブランドで全身を固めているし、機械音の会話も悪目立ちしている。

　舞桜はすごい勢いでレジに向かったが、美女が追ってきた。

　買い終わってエコバッグに入れていると、横で翻訳機を使って『もっと高級なものを買ったらどう？』とか次々と貶してくる。

　舞桜が速足でスーパーを出てもつきまとってくるので、仕方なく通りがかりの喫茶店に逃げ込んだら、案の定、彼女も入ってきた。

　舞桜がふたり掛けのテーブルに腰を下ろすと、向かいに彼女が座る。

　年配のマスターがやって来たので、舞桜は「コーヒーふたつお願いします」と言い、ようやく彼女と顔を向き合わせた。

　再び彼女が外国語で話し始め、そのあと機械音がこう告げてくる。

『私はアフェイカと申します。ブルーロイの名だたる富豪の娘でアラクの婚約者です』

　舞桜の予想は当たっていた。やはり王子が結婚するのは自国の名家の娘だ。

　――〝おもしれー〟からって、私にちょっかい出して、あの王子……。

「で、私になんの用？」

『アラクに近寄らないでください』

「別に私から近寄っていませんが？」

　彼女の美しい顔が歪んだ。

『アラクは女性にモテます。自分から女性に近づいたりしません』

　今までそうだったことは容易に想像がつく。

　――いや、待て。

　舞桜だってアラクに近づいた女性のひとりだ。初めて会ったとき、舞桜は彼の体目当てで人生初ナンパしたのだった。

「でもほら、こう見えても私、芸能人なんで、こういう言いがかり困るんです」

『どういう言いがかりですか』

「アラクに気があるとか、付き合っているとか、そういう言いがかりです」

『それならよかったです。あなたはグループで一番人気がないから、アラクにはふさわしくありません』

　なぜかすごい打撃を受けた。

　アフェイカがすぐに調べがついたのだから、アラクだって舞桜が不人気アイドルだと気づいているはずだ。

　――み、惨め……。

「知っているのならよかった。あなたの素敵な婚約者はこんなアイドル、相手にしないからご安心ください」

　舞桜は立ち上がった。まだコーヒーがドリップ中だが、少し多めのお金を置いて喫茶店を出ると全速力で走った。

　――美人婚約者がいるっていうのにアラクってば何ふらふらして……。

　舞桜は、無意識にネックレスのヘッドについているダイヤをニットの上から指で摘まんでいじっているのに気づき、慌てて手を離した。

　走るのをやめてスマホをタップし、〝アラク・ラーマン〟で検索する。すると、さっきの美女とアラクのツーショットが載っているネット記事が目に入ってきた。

『石油王子は婚約者もゴージャス！』という見出しが躍っている。

　――終わった……。

　いや、あのアフェイカとかいう美女が本命で、舞桜とは始まってもいなかったのだ。

　こうなることは、わかっていた。舞桜がどこぞの国の王子妃になるなんて、そんなのはありえないことだ。

　――家で飲もう。

　マンションに戻り、舞桜は大根漬けのタッパーと缶ビールを取り出してコタツに入る。

　そのとき急に、初めて出逢った日の夜が思い出された。

　アラクは向かいに座っていて、舞桜が菜箸で豆皿に大根の漬物を入れると、背筋を伸ばして手と手を合わせ、いただきますのポーズを取った。

　――思い出すところ、そこ？

　やっと思い出せたあの夜の断片が、初エッチではなく、どうしてこんなささやかな場面なのだろう。

　舞桜は、缶ビールのプルタブを開けて、ぐいっとビールを飲みこんだ。

　缶ビールを置くと同時に、涙が一粒テーブルに落ちる。

　ひとを好きになるのは、案外そういうちょっとしたところに滲み出た、そのひとらしさなのかもしれない。

　さらに、ぽつり、ぽつりとテーブルに雫が落ちていく。

　――なんで涙なんか出るんだ……。

　求婚されて自分から断ったのに、泣くなんておかしい。

　舞桜はまた缶ビールを傾ける。勢い余って口の端からビールが零れ落ちた。

　――どうせ独りだ。今晩は思いっ切り飲んで泣こう。









　翌日、西宝の会議室では二回目の読み合わせが行われていた。次からはスタジオでの撮影になるので、今回の読み合わせを受けて制作側は台本の最終調整に入る。

　前回の読み合わせのときに来た舞桜のマネージャーは二十代の吉井だったが、今日はチーフマネージャーである堀田が久々に現場に来た。というのも、プロデューサーに、リハーサルまでにあの大根舞桜をどうにかしろと言われたからだ。

　堀田が来たことで、舞桜は不安そうな表情を見せていたが、本読みが始まると、気持ちをきっぱりと切り替えた様子だった。

『私、まだ上京してきたばかりで、岡田様が初めてのお客様なんです』

　舞桜が切羽詰まったように言い、潤んだ瞳で中年社長役の俳優を見つめる。

　――これが舞桜……？

　今までにない色香を感じて堀田が驚いていると、役者も気圧けおされたのか、返しが一拍遅れた。

　周りの俳優たちも驚いたように舞桜を注視している。

　――どういうことだ？

　堀田は訝いぶかしく思う。

　今、会議室で、堀田を含めマネージャーたちは窓際に置かれた椅子に保護者よろしく並んで座っているのだが、彼らもまた舞桜の演技から目が離せなくなっていた。

　――大根と言われた前回の読み合わせから、まだ五日しか経ってないんだが。

　今のシーンはたまたま、はまっただけだろうと一旦は思ったものの、演技派俳優の新条とのやり取りになって、これは舞桜の実力だと堀田は確信した。

　新条演じる武志に舞桜が『明日、薮内先生のところに行くんや』という台詞を口にしたときのことだ。ここは、美優が大物政治家である薮内を味方にするために、その身を捧げるのも辞さないことを、よりによって恋する男に宣言するシーンである。

　好きな男への恋心と、銀座でのし上がるという野望がないまぜになった感情が舞桜から伝わってきて、堀田はぞくぞくした。

　しかも、相手役の新条が一瞬たじろいでいた。

　――まあ、新条は実力派だから、このたじろぎは演技にすぎないのかもしれないが。

　それにしても、何をやっても及第点、いつも一生懸命なのに今いち人気が跳ねなかった舞桜が、実は演技がうまいとなると、舞桜に、いやプリンセス組に風が吹いてきたといえる。

　バズるなんて言葉がしょっちゅう使われる昨今だが、ＳＮＳが普及する前から、芸能界で誰かが人気が出るときといえば、いつも〝バズる〟ように始まる。

　つまり、突然なのだ。

　――これはおもしろくなってきたぞ。









　本読みが終わると、堀田に声をかけられ、舞桜はいやな汗をかいた。堀田がプリンセス組メンバーの個々の現場に来ることは滅多にないので、監督に何か言われたのではないかと肝を冷やしていたのだ。

　堀田が、にかっと口を三角にして笑った。

「舞桜、演技上手いじゃん」

　その瞬間、舞桜はへたり込みそうになる。

「よかった～」

　そう言いつつ舞桜は、堀田が見学に来たのが前回でなく今回でよかったと心の底から思っていた。

　前回だったら、確実に説教を食らっていたところだ。

　しかも、堀田が見直すような表情をしてくる。

「プロデューサーからちゃんと演技指導してくれって頼まれたから、やばいと思って来たんだけどすごくいいじゃん」

　――やっぱり大根だったことは伝わってましたか……。

「少しはマシになったのならいいんですけど」

「マシになったどころか、皆、舞桜の色気に圧倒されていたぞ」

「えっ」

　――私に色気？

「最近なんかあった？」

　――あ……あった！

　アラクの顔が浮かんで胸がきゅっと締めつけられたが、舞桜は顔を上げて笑みを作り、堀田の肩を叩いた。

「あるわけないじゃないですかー、根性出したんですよ！　根性」

「いや、根性っていうか……なんか急に大人っぽくなったような」

「やだ～！　私、こう見えてかなり前に成人してますよ」

　そう冗談めかして言いつつ、舞桜は内心冷や冷やしていた。

　――堀田さんは鋭すぎて困る……。

「実はな、最近、舞桜の票が伸びているんだ。ＳＮＳ頑張ってるし、映画にかかわることで、舞桜、成長しているのかもな」

　堀田にこんなふうに褒められたことがなかったので舞桜は心底驚いた。

　最近、舞桜にあった変化といったら、初めて男と寝たことぐらいである。それでそんなにも印象が変わるものだろうか。

　そのとき、アラクがくちづけしたあと、酩酊したような眼差しでこう聞いてきたときのことが脳裏に浮かんだ。

『抱いて、いい？』

　思い出しただけで、背筋にぞくぞくと快感が這い上がっていく。

　舞桜が変わったのだとしたら、男と寝たからではない。アラクという好きになった男に、いっときとはいえ愛してもらえたからだ。

　今までサイボーグと言われて腹を立てていたけれど、実際、舞桜はサイボーグだったのかもしれない。

　だが、次に浮かんだのは、ネットニュースで見た、あの美女がアラクの腕に手をからませたツーショット画像だ。

　――あの画像を見たら、お似合いすぎて張り合う気も起きないわ。

〝恋も仕事も〟なんて欲張りなキャッチが世の中にあふれているが、現実はそううまくはいかない――。









　堀田に褒められたというのに、その後も舞桜の心はずっしりと沈んでいた。

　――結婚断らなきゃよかったのかなー。

　帰宅するなりスウェットの上下に着替えた舞桜はコタツに足を入れる。首もとから手を突っ込んでネックレスを取り出し、ダイヤを眺めた。

　あのビー玉みたいな指輪を見たあとなので小さく見えるが、これもかなりの価値がありそうだ。

　――ん？　あのとき、婚約者がいるのに求婚したってこと？

　ネットによると、ブルーロイで一夫多妻なのは国王と王太子に限ってのことなので、第三王子にはふたりとも嫁にするという選択肢はないはずだ。

　――私は愛人？　いやいや、せいぜい現地セフレ……。

　ビールを飲む気にもなれず、コタツに足を突っ込んだまま座布団を枕にして横になっていると、テーブルの上でスマホがバイブする。

　――アラク!?

　すごい勢いで身を起こしたが、堀田からだった。いつもはメッセージを送ってくるだけなのに、今回は音声通話できている。

　そういえば、そろそろ人気投票の最終発表なのだった。

　――六位でいいから、五位との差があんまりありませんように。

　そう祈りながらスマホをタップしたら、興奮した堀田の声が聞こえてきた。

『舞桜、すごいぞ。一位だ！』

　――は？

　何かの聞き間違いだろうか。

「え、なんの順位ですか？」

「何ボケてんだ！　握手会ＣＤの人気順に決まってるだろ！」

　――嘘ー！

　今になってようやく現実を吞み込めた。

「い、一体……いつ私にそんなファンがついたっていうんですか？」

『最近色っぽくなったって思ってたのは、俺だけじゃなかったってことだよ』

　スマホの向こうから堀田の興奮が伝わってくる。

「もしそうだとしても、こんなに急激に上がるものでしょうか？」

　そのとき、ショックを受けているなるみの顔や、やる気をなくしている麗美の顔が頭に浮かんで、素直に喜べないような気になってしまう。

『まあ、なんにせよ、万年最下位が一位になるなんてストーリー、メディア受けよすぎだろ！　プリンセス組にとってもかなりプラスになるよ』

　これは意外な考え方だった。

「グループにとってもプラスになるんですか？」

『当たり前だ。大衆は常に変化を求めてるんだから。正直、四年間ずっとトップがなるみって状態はまずいと思ってたんだ』

　それを聞いて舞桜は少し心が軽くなった。

　――これでやっと事務所に恩返しできる！









　一週間後、舞桜はプリンセス組のほかの五人とともに、東京スーパーホールのステージに立っていた。ＣＤの人気投票の結果発表の場でもあるので、収容人数が二万人という、いつもより大きなホールで行われる。

　メンバーは全員、結果を告知されているのだが、まだ知らないという体ていで公演は進んでいく。

　六位から名前を呼ばれ、そのたびに、ファンの間に阿鼻叫喚が起こり、呼ばれたメンバーが中央に立ち、スピーチをしていく。

　予想できたことだが、「二位、矢部なるみ」と司会が結果を告げたとき、会場はなるみファンの嘆きでいっぱいになった。

　それに応えるかのように、今知ってショックを受けたかのようななるみが出てきて、こう告げる。

「みんなの力が及ばなかったのではなく、私の力が及ばなかったのだと思います！」

　そう言い切ったあと、泣き崩れた。

　結果を知っていたとはいえ、これは演技ではない。負けず嫌いななるみは、おばさんに負けて相当口惜しかったことだろう。

　それが彼女の強さで、彼女の魅力なのだ。

　ファンからの「だめだったのは俺らだー！」「なっちゃんは今も一番だよ！」といった反省と励ましの声がいつまでもやまず、司会者は一位の発表に進めなくなっている。

　――このあと私が登場するとか、針の筵むしろなんですけど……。

　堀田からは絶対に感涙するよう指示が出ている。

　ようやくファンの声が収まってきて、ついに「一位、中谷舞桜」と発表され、舞桜はステージのセンターに出る。

　いつもは最下位なので、結果発表でステージに出ても背後に誰もいなかったが、今は背後に五人が立っていて、何か重いものを背負わされたような気分だ。

　怒号が飛んでくるのではないかと舞桜は身構えたが、なるみファンは茫然自失に陥っていっていてそんな元気もない様子だった。

「いつかこうなるって信じてた！」などという舞桜ファンの喜びの声があちこちから上がって、舞桜は胸がいっぱいになる。

　演技するまでもなく熱いものがこみ上げてきたが、マイクに向かってなんとか声を絞り出す。

「……正直、四年間ずっと最下位で、最下位のまま卒業になるのかなと思っていたので、自分が一番びっくりしていて……多分、今回だけのまぐれだと思いますが、エントリーしてくれた方々、本当にいい夢見させてくださって、ありがとうございます！」

　舞桜が深く頭を下げると、会場全体がわーっと盛り上がった。すぐに、新曲の音楽が流れ、舞桜はセンターで歌うことになる。

　歌いながら、舞桜はアラクのことを思い出していた。

　アフェイカが訪ねてきてから連絡が途絶えている。婚約者とよりを戻したのだろう。

　そういえば、こんなに大きな会場ではなかったが、アラクが関係者席に座っていたことがあった。あのとき舞桜は一番端で歌っていたけれど、こうしてセンターで歌っているところも観てほしかった。

　そうしたら、舞桜のことを見直して、また会いたいって思ってもらえたりするのだろうか。

　こんなことを考えながら歌っていたら、今度は悲しくなって涙が零れてしまう。

　――せっかくセンターなんだから、ちゃんと歌わないと。

　涙を堪えながら必死で何曲も歌ったので、終わったとき、舞桜は放心状態になっていた。









　よろよろと楽屋に戻り、ソファーでぐったりしていると、「舞桜さん、お疲れのところすみませんが、ツブヤキ、お願いします」と、女性マネージャーの吉井がスマホを持ってきたので、舞桜は身を起こす。

　そういえば、公演が終わったあと、ステージの袖で自撮りしたのだった。

　その画像をアップし、『今も夢の中にいるみたいです。ありがとうございました！　握手会、楽しみにしています』と入力したあと、絵文字を飛ばしまくる。

　すると、次々と返信が届いた。どれも祝福するような内容で、ほっとしたところで恐る恐る自分の名前で検索すると、こんなツブヤキがヒットする。

『センターになったからってわけじゃないけど、今日の舞桜はよかった』

『鬼の目にも涙っていうか、舞桜さんもああいう表情するんだなって』

　――鬼ってか……。

　そこまで印象が悪かったら、もう上がるしかないだろう。

　フォロワーの数を見たら三倍くらいになっている。

　――なんだか、くだらない。

　こんなことで誰かを推したり、貶したりするのかと思うと急にむなしくなった。

　舞桜はぶるぶると頭を振って思い直す。

　俳優になるためには大いなる一歩だ。初主演映画は少しでも注目されてほしい。興行成績がよければ、次の仕事に繋がるだろう。

　と、そのとき母親からメッセージが届いた。

『一位おめでとう！　お母さんもすっごくうれしいよ。今度また大根送るね』

　――いや、もう漬けてる時間なくなるかも。









　翌日は小さなホールでの握手会だ。メンバーとメンバーの間に仕切りを置き、ＣＤを購入して投票してくれたひとの中から抽選で選ばれたファンがお目当てのメンバーの前に列を作っている。

　舞桜も、ひとりで三百人ものファンと握手しないといけない。ほとんどが男性で、好きでもないひとと握手したいかと言われたらＮＯだが、若くて可愛いメンバーではなく、わざわざ自分に投票してくれたのだからありがたい存在だ。

　一番目は、初期から応援してくれている三十前後のひょろひょろした男性だった。

　舞桜のファンはこういう人畜無害なタイプが多い。

「今までずっと応援してきて……やっと舞桜さんのよさがみんなに伝わったみたいで自分のことみたいにうれしいです」

　涙ぐんだ目でそう言われたら握手にも力がこもる。プリンセス組のアイドルで、男性ファンに〝さん〟付けで呼ばれるのは舞桜ぐらいだ。

「時田ときたさんがずっと応援してくださったおかげです！」

　常連ファンが少ないあまり名前まで覚えていた。

　次のファンも常連だ。

「やっぱ媚びた子はだめですよね。前みたいにちょっと僕の足、踏んでもらえませんか」

　――相変わらずドＭなんだから。

　舞桜が思いっきり靴を踏んだら、彼は「ありがとうございました」と、満足げに帰っていった。

　そんなことを延々とやっていたら、やっと三百人に達したのか列が終わった。

　隣のなるみはまだ三十人くらい並んでいる。プロ根性がすごいので、きっとひとりひとり丁寧に応対しているのだろう。

　舞桜が楽屋に戻ろうとしたところ、あとひとりいるのでまだここにいるようスタッフから言われた。

　ファンとの握手の様子を撮影されることがままあり、事前にそのファンから承諾を得るのでそれに時間がかかっているのだろうか。

　案の定、この握手会の取材に来ていたカメラクルーが一斉に舞桜のほうに集まってくる。

　堀田まで舞桜のブースに飛んできて、こう耳打ちしてくる。

「舞桜、ただの太いファンじゃなくて話題性もあって助かるよ。舞桜はプリンセス組の救世主だ！」

「えっ」

　――まさか。

　舞桜の心臓が早鐘を打ち始める。

　そこに現れたのは民族衣装姿のアラクだった。

　もう会えないと思い込んでいたし、まさかここに来るとは想像してもいなかった。

　本物はやはり三次元とは思えない美しさで、舞桜のほうがサイリウムを振りたくなるぐらいだ。

　だが、そんな気分の高揚は一瞬で終わり、すぐに現実に戻った。

　――アフェイカさんという婚約者がいるのに何やってるのよ。

　セックスしたことへの礼なのか、それとも今後もセフレでいこうということなのか。

「舞桜さんが一位になってうれしいです」

　アラクが満面の笑みを浮かべてそう言ったことで、舞桜はあることに気づいた。

　――そういえば、さっき堀田さんが太いファンって……。

　舞桜が一位になるなんておかしいと思っていた。太いファン、つまりアラクが相当ＣＤを買ったということだ。ひとを雇って何千枚、いや何万枚も握手会にエントリーしたに違いない。

　アラクは、そうしたら舞桜が喜ぶとでも思っているのだろうか。

　金で人気を買ってもらって、それで舞桜が喜ぶとでも――。

　舞桜はあまりの惨めさに泣きそうになってしまう。

「舞桜さん、改めて一位になった感想をお願いします」

　記者にそう言われ、舞桜は脊髄反射で、テレビ目線で笑顔を作る。

　アイドルとしては、カメラの前で感謝すべきなのだろうが、ここで感謝の言葉を述べたら、体で人気を買ったようで、絶対に言いたくなかった。

　口惜しいような、情けないような、でも彼と久々に会えてうれしいような、そんな相容れない感情が頭の中で渦巻いて、やがてそれは、舞桜の瞳から涙となって零れ落ちた。

「舞桜さん？」

　アラクが心配そうに言ってくる。だが、カメラが回っているので、舞桜に触れようとはしない。

　――そうだ。ファンとして来てくれたんだから、握手しなきゃ。

　舞桜が泣きながら手を差し出すと、アラクは一瞬、躊躇ちゅうちょしたが、舞桜の手を握り返した。いつもの力強く、温かく、大きな、彼の手――。

　アラクが小声で耳打ちしてくる。

「びっくりさせようと思って」

　――だから、最近、連絡なかったんだ……。

「もう応援してくれなくていいです」

　舞桜はテレビクルーに聞こえないような声でそう返したあと、涙が止まらなくなっていた。

　そのとき、ここぞとばかりにシャッター音がけたたましくなり、舞桜とアラクはフラッシュの渦の中に放り込まれた。

　堀田が満面の笑みを浮かべ、アラクに話しかける。

「王子殿下がまさか、こんなにも舞桜さんを応援してくださるなんて、本当にありがたいです。舞桜さんも驚きと喜びで涙が止まらなくなっているようで」

　アラクは舞桜を一瞥したあと堀田のほうを向き、取り繕うような笑みを浮かべた。

「日本では推しを押し上げるのがファンの仕事と聞きましてね」

「推しごと、ですね！　おかげさまで舞桜さんどころかプリンセス組自体が押し上げられました。今後とも応援のほど、どうぞよろしくお願いいたします！」

「もちろんです」

　アラクが舞桜に視線を向け、小さく頷いた。

　ほかのひとにはただの会釈に見えただろうが、舞桜には、また連絡する――そんな仕草に見えた。

　――で、連絡が来たら、私は営業モードで、一番人気にしてくれてありがとう、次のＣＤもよろしく、とでも言えばいいの？

　それはいやだ。

　だが、なぜいやなのか、舞桜は自分で自分に説明がつかなかった。









　取材が続き、舞桜が楽屋に戻るのは一番あとになった。

　鏡の前に座って、ヘアメイクの女性に髪を梳いてもらっているなるみが舞桜のほうに顔を向けてくる。

「どうりで舞桜さんが一位なはずですよ～。私のファンの給料じゃ、石油王に太刀打ちできませんもん」

　舞桜にはもう、彼は石油王じゃないと反論する気力は残っていなかった。

　結愛がスマホを見せてくる。

「舞桜先輩と石油王のこと、あちこちでバズってますよ」

　そう言って見せられた画面はスポーツ新聞のアカウントで、結愛がクリックすると舞桜が泣きながらアラクと握手している画面が出てきた。

　それを横からちらっと見て、芽衣がぼそりとつぶやく。

「舞桜さんは心がないイメージがあったから、一位になって涙を流したとなると、ファンの皆さん、ギャップ萌えするでしょうね」

「そ、そういうものなんだ……？」

　――ん？　今、心がないって言われた？

　芽衣が得意げにニヤッと笑ったところで、吉井がドアから顔を出してきた。

「舞桜さん、堀田さんがお呼びです」









　舞桜が控室に入ると、堀田が立ち上がって両腕を広げた。

　――何この掌を返したような対応……。

「舞桜～、おまえは時代の寵児だ！　石油王子に推されたアイドルとして、バラエティ番組だけでなくニュース番組からもオファーが来てるし、大忙しだぞ」

　舞桜は半眼になる。

「バラエティに向いてないって言っていたのは堀田さんですよ？」

「笑いを取りにいこうとすると滑るって話だ。私は人気者よ、みたいな顔しているのは向いてるよ。あと、プリンセス組自体にも音楽番組から続々とオファーが来てるんだ」

　堀田は舞桜がこれに弱いとわかって言っている。

「グループに貢献できるならやります」

　上機嫌でソファーに座った堀田に、向かいのソファーを勧められたので、舞桜も腰を下ろした。

「舞桜ならそう言ってくれると思ってたんだよね。昭和の価値観だから」

　舞桜はじとっとした目で堀田を見る。

「令和だって芸能界は義理人情の世界ですよね？」

「そうだ。だからプリンセス組には、舞桜というリーダーが必要だったんだ」

　いつになく真摯な眼差しを向けられ、舞桜はドキッとしてしまう。

「そ、そうですか……」

　堀田には残念がられてばかりだったので、舞桜は褒められるのに慣れていない。

　――この事務所に入れてくれたのは堀田さんだし、一応買ってくれてはいたのかな。

　だが、人気が出たのはアラクのオイルマネーのおかげであって実力ではない――そう思うと惨めな気持ちになってしまう。

「なんだ。うれしくなさそうだな」

「だって……てっきりファンが増えたのかと……」

「はあ？　何言ってるんだ。おまえだって石油王がＣＤを買ってくれればとかよく言ってたくせに」

「それはそうなんですけど……」

　堀田の言う通りだ。望み通りになった。

「でも、私、歌を聴いてほしいし、ファンを増やしたかっただけで、買い占めてほしかったわけじゃ……」

　堀田が眉間に皺を寄せ、メガネのメタルフレームを摘まんで少し上げた。

「それを言うなら、今まで一位だったなるみだって、ひとりで何百枚、何千枚って買うファンがいてこその一位だったんだよ？　確実に推しと握手したいという欲望を利用した商売だ。一般人より石油王子のほうが、懐が痛まないだろう？　そもそも芽衣がなんでいつも五位だったかっていうと、女性ファンがメインで複数買いが少ないせいで、芽衣のほうが人気がないってわけじゃなくて、ファンの種類が違うだけ」

「そう……ですけど」

　――改めてこの商売……えぐい。

「舞桜、芸能界は実力じゃないよ。なるみはたいして歌がうまいわけじゃないけれど人気はあるだろう？　きっかけ、イメージ、タイミング、そんなので人気はがらりと変わる。一過性のものにするのか、長く続かせられるかは舞桜次第だ」

「……怖いですね」

「そうだ。人気が出れば出るほど些細なことで一気に憎悪の対象へと突き落とされる。今後気をつけろよ」

「は……い」









　帰路、用意されたタクシーに乗り、舞桜はスマホに自分の名前を入力して検索する。

　堀田が言った通り、一位になったことがきっかけで、ネットでの舞桜の評価は一変していた。

『あの気の強そうな舞桜さんの涙でぐっと来た』

『今度から舞桜様って呼びます！』

『サイボーグとか言ってたやつ誰だー。高貴な顔立ちと言え～！』

　舞桜には違和感しかない。

　だが、まずいことに、検索で出てくるのは舞桜のにわかファンだけではなかった。

　アラクのファンからは『王子様、女の趣味が悪すぎなんですけど』、『本物のプリンスが、偽プリンセスの舞桜とかギャグ？』などと貶されている。

　これは舞桜だって薄々思っていることだ。

　そのとき、舞桜のスマホがバイブした。アラクからのメッセージだった。

『応援してくれなくていいってどういうこと？　今度の映画、成功させたいなら、注目されて人気を出しておいたほうがいいだろう？　もっと僕を利用してもいいぐらいだ』

　そもそもアラクと会ったのは偶然だが、寝たのは芸の肥やしにするためで、そういう意味では初っ端しょっぱなから舞桜は彼を利用していた。

　――今回のことだってプリンセス組に貢献するために利用したとなんで思えないんだろう。

　舞桜はどう返事したらいいかわからず、ずっとそのメッセージを眺めていた。

　既読になったのに返事がないせいか、再びメッセージが入った。

『明日会える？』

　これについては答えが出ているので、すぐ返信できる。

『明日から睡眠削って仕事することになりそうで、しばらく会えそうにないんです』

　最後に涙の絵文字をつける自分はずるい人間だろうか。









　それからというもの舞桜はテレビに出ずっぱりになったが、アラクもまた忙しく仕事をしていた。

　ＢＪアニメプロダクションは親会社こそアラク直轄の機関だが、アラクはこの会社のＣＥＯでもなんでもない。ただ、ブルーロイの王族として日本政府や官僚との結びつきを強めたり、この会社を広報したりする役目を自ら買って出ているだけだ。

　とはいえ、高層ビルの三十二階を貸し切りにしているＢＪアニメプロダクションには、アラクのために設けられた執務室がある。

　舞桜の部屋ぐらいの広さはあるのだが、宮殿住まいだったアラクには狭く感じられていた。

　接客用のソファーセットが置いてあるが無用の長物ちょうぶつで、アラクは窓際にある執務机でパソコンのモニターに向かい、ひたすらチャットやメールをチェックしていた。

　というのも、日本とブルーロイ、両国のスタッフ間で行き違いや誤解が生じていて、急遽、アラクも共有チャットに入ったところなのだ。

　実務を知っておいたほうがいいと思い、調整に乗り出すことにした。ブルーロイ人のＣＥＯよりも、王族にして日本人の血を引くアラクの指示のほうが日本人もブルーロイ人も従いやすいという実情もある。

　チャットのやり取りを最初から読み返したところ、文化の違いから初っ端で誤解が生まれ、それがずっと尾を引いていたことがわかった。

　――最初が肝心だな。

　そういう結論に達したところで、ドアをノックする音が聞こえた。王室警備隊の壁を乗り越えて、この部屋をノックできるのはこの男しかいない。

【ライハンです。失礼いたします】

　扉が開き、ライハンが現れる。

【アフェイカ様がいらっしゃっていますが、いかがいたしますか？】

　――よりによってこの忙しいときに……。

【なぜ、アフェイカがここに？】

　ライハンが、アラクの執務机の前まで来た。

【アラク様に会いたいと何度もメールを差し上げたと聞いております】

【メールをもらうたびに忙しいから無理だと答えていたはずだ】

　そう言ってから、アラクは左右に腕を広げた。

【そもそも、今の私に時間があるとでも？】

　すると、ライハンが不服そうに半眼になった。

【握手会に行かれるお時間はあったようですけど……】

【舞桜は宝石とか金目の物に興味がないから、あれが最上のプレゼントなんだよ】

【その最上のプレゼントに、舞桜様はさぞお喜びになられたことでしょうね？】

　痛いところを突かれた。

　舞桜は涙を流したが、アラクにはわかる。あれは喜びの涙ではない。ショックを受けたような表情をしていた。

　だが、舞桜は以前、そんなお金があったらＣＤを買ってほしいとか、事務所に恩返ししたいとか言っていたので、どうして感激の涙ではなかったのか未だに不明だ。

　――結局、日本語がうまくても、価値観の違いを克服しないとだめってことか……。

　まさに今、ＢＪアニメプロダクションで起こっている日本人とブルーロイ人の軋轢あつれきがそれだ。

　――ならば、舞桜のほうも最初からやり直すのみだ。

【とにかく、アフェイカには早くブルーロイに帰国するよう伝えてくれ】

　ライハンが不満げに【承りました】と去っていった。もとから舞桜との関係に納得していない様子だったので、ライハンがアフェイカを呼び寄せたのではないかとアラクは睨んでいる。

　――ライハンは幼いころからアフェイカの信奉者だからな。

　再びノック音がしたので【入れ】と言うと、案の定ライハンだ。何か言い忘れたのかと思いきや、斜め後ろにアフェイカがいた。

　彼女は、今日はドレスではなく民族衣装を身に纏い、頭にスカーフを巻いていた。相変わらず美しい。

　だが、舞桜と会うときのような胸の高鳴りはない。

【アフェイカ、帰国の挨拶なら聞くよ？】

　ライハンが横やりを入れてくる。

【アフェイカ様が、舞桜様について進言なさりたいことがあるそうです】

　アフェイカが当たり前のようにアラクの部屋に足を踏み入れてきた。

【なんでアフェイカが舞桜のことを知っているんだ？】

【私、アラク様の現状を憂いておりますの。だって、あの舞桜とかいうアイドル、よりによってアラク様に貢がせて一位になるなんて】

【別に頼まれたわけでも僕が一位にしたわけでもない。僕は握手をしたかっただけだ】

　――そして驚かせて喜ばせたかったのに……。

【アラク様が利用されているなんて看過できません】

　――何様だ！

【僕だって利用してるさ。石油王がアイドルグループを推してるとかで、話題になってるだろう？　まずはＢＪアニメスタジオのことを日本人に知ってもらうことが肝心だからな】

【知ってもらえばいいってものではありませんわ。舞桜さんがネットでなんて言われているか知ってらっしゃいます？　サイボーグとか年増とかですよ。この会社にプラスになるとは思えません。それに舞桜さんご自身が、アラク様に気がないし付き合っていないって言って……】

　アラクは思わず立ち上がった。

【舞桜自身？　まさか会いに行ったのか？】

【す、少し立ち話しただけですわ】

【やっぱり会いに行ったんだな？　勝手なことを！】

【アラク様が私にそんなきつい物言いをなさるなんて……】

　アフェイカはショックを受けた様子だが、このまま彼女を放置するわけにはいかない。

【アフェイカ、僕たちは小さいころからの付き合いで、君のことは妹みたいに可愛がってきたつもりだ。だが、舞桜を侮辱するなら許さない】

【わ、私はただ、アラク様が付き合うならもっと人気のある……】

　アラクがキレそうになっているのを察したのか、アフェイカはそこまで言いかけて口を噤んだ。

　アラクは再び椅子に腰をおろす。少し頭を冷やしたほうがいいかもしれないと、双眸を片手で覆った。

　できるだけ感情を抑えて、アラクはアフェイカに告げる。

【アフェイカ……君もきっと本当に誰かを好きになったらわかる。自分にとって一番のひとが誰かにとって魅力なく見えても、だからって僕にとって、そのひとが二番になることはないし、それはむしろ好都合って思うぐらいなんだ】

【好都合……？】

　アフェイカが不思議そうに聞いてきた。

【そうだよ。大事なひとは独り占めしたいから、そのひとの魅力は自分以外に伝わらないほうがいい】

【わ、私だって、たとえアラク様が世界中で嫌われても好きなままでいられる自信がありますわ】

　アラクは顔から手を離し、アフェイカのほうを向いて笑みを作った。

【ありがとう。君の気持ちに応えられなくて残念だよ。よかったらこれ……】

　ちょうど、２・５次元の舞台のチケットをもらったところだったので、アラクは机上にある封筒を差し出した。

【ライハンと行ってくれば？】

　アラクはアフェイカに封筒を差し出した。

【え？　私がごいっしょしてよろしいのですか？】

　斜め後ろに立っていたライハンが驚きの声を上げた。

　その声に喜色が含まれているのをアラクは聞き逃さなかった。

　ライハンは多分、アフェイカに気がある。というか、アフェイカのような美女といっしょにどこかに出かけられるとなって喜ばない男はなかなかいないだろう。

　だが、アフェイカは憤慨していた。

【舞台ぐらい私と観に行ってくださってもいいではありませんか。幼馴染なんですから】

　こういう女性を可愛いと思う男は世の中にたくさんいるのだろうが、アラクはアフェイカに心底うんざりしていた。

　そのとき、ライハンがアラクに非難するような眼差しを送っていることに気づく。

【そうだ。ライハンだって幼馴染だろう？　ふたりで行ってきたらいい】

　アラクがふたりにそう提案すると、アフェイカまで、じとっと不服そうに見てくる。

　――あ～、面倒くさい。舞桜に会いたい。









　その夜、舞桜は、銀座にあるおしゃれな和食店で猪瀬組決起集会なるものに参加していた。

　次回からは郊外のスタジオでの撮影になるので、出演者とスタッフの交流を深めるために二十数人で満員になるような小さな店を貸し切りにして会食が開かれたのだ。

　舞桜が着いたときには、もう半分近くの席が埋まっていた。舞桜は慣れていないので、こういうときどこに座ればいいのか迷う。

　そのとき八人掛けの木製テーブルに座る新条が、舞桜のほうを向いて手を挙げた。

「隣に座りなよ」

　――あれ？　私たち、仲良かったっけ？

　そう怪訝に思ったものの、座る場所を決めてもらえたのはありがたく、舞桜は新条の隣に座った。すでに五人の俳優たちがそのテーブルを囲んでいて、皆ベテランばかりだ。

「新条ちゃん、舞桜さんのこと狙ってるんじゃないの？」

　アラフォーのベテラン俳優がからかうと、新条が「やめてくださいよ」と、照れていた。

　――そっか。この面子だと新条さんもひよっこ扱いなんだな。

　舞桜のことを素人だと唾棄だきしていたときと、かなりイメージが変わった。

　新条が舞桜に小声で囁いてくる。

「舞桜さんまで巻き込んでごめんね」

「いえいえ。ネタだってわかってるので大丈夫です」

　――新条さんが好きなのは演技派の清水麗奈だもんね。

　同じテーブルの俳優たちと雑談をしていたら、隣のテーブルの猪瀬監督が立ち上がって、『銀座の天辺で愛を叫ぶ』について熱く語り始める。

　その後、脚本家が猪瀬に負けないぐらい思い入れたっぷりに話し、プロデューサーが乾杯の音頭を取ると、会食が始まった。

　舞桜のテーブルは演技派揃いということもあり、演劇談義で盛り上がる。

　いつも理解してもらえなかった昭和の映画や俳優の話を理解してもらえるだけでなく、裏話まで教えてもらえて、舞桜はようやく居場所を見つけたような気になれた。

　夜十時になって会が終わり、メガネとマスクをして外に出ると、まだ飲み足りないひとたちがたむろっていたが、舞桜は「お先に失礼します」と礼をして去る。

　アラクと飲んだときのように記憶をなくしてはまずいと思ってのことだ。

　大通りに向かって歩いていると「舞桜さん」と、声をかけられる。

　振り向くと黒縁メガネの新条がいた。

「ふたりで少し飲まない？」

「いえ。明日早いのでもう帰ります」

　舞桜は即答した。気をつけろと堀田に言われたばかりだ。あれはきっと恋愛スキャンダルのことも含まれている。

「酒がいやなら、いいカフェがあるから行こうよ」

　新条に、いつになくフェロモン全開の眼差しを向けてこられる。

　――きもっ。

　そう感じたあと、舞桜は不思議に思う。

　新条だってイケメンだ。それなのにどうしてアラクのときみたいに経験を積むチャンスだと思えないのか――。

　それだけではない。演技の大先輩であるうえに、映画の中で愛し合う相手役なのだから、付き合えばアラクよりよほど芸の肥やしになるだろう。

　――いくらイケメンでもやっぱり私、アラクしかダメなんだ……。

　今ごろになってそんなことに気づく。

「もっと大地悦子のこととか話そうよ」

　そう言って腕をつかまれた。

「私、帰ります」

　舞桜がきっぱり断って、その手を振り払ったとき、背後から声をかけられた。

「舞桜、乗れ」

　ごついバイクに乗った男がいた。ヘルメットをかぶっているので顔はよく見えないがこの声は――アラクだ。

　新条が「え？　男いるの？」と唖然としているのを後目しりめに、舞桜は吸い寄せられるようにバイクに近づいていく。すると、バレーボールみたいなものを投げられたので、慌ててキャッチしたら、それは白いヘルメットだった。

　舞桜は急ぎそれをかぶり、後部座席に跨る。

「しっかりつまかってろよ」

　舞桜が彼の腰にしがみつくと、バイクが走り出す。今になって気づいたが、アラクはおよそヘルメットに似つかわしくない仕立てのいいスーツを着ていた。

「アラク、どうしてここに？」

「舞桜が誤解してるんじゃないかと思ったら居ても立ってもいられず……」

「誤解って？」

「アフェイカという僕の幼馴染からあることないこと聞かされたんじゃない？」

「アラクの婚約者だって言ってた」

「やっぱりそんなことを……。アフェイカが生まれたとき、お互いの親がいつか結婚したら親戚になれるとか言ってはしゃいでいただけ」

「……でも、アフェイカさんは真に受けているみたい」

「アフェイカの気持ちには応えられないって、今日きっぱり断ったからもう大丈夫だ」

　――断ったんだ……。

「いいの？　名家のお嬢様を断って」

「妹にしか見えないし、さすがに今どきは王族だって結婚の自由ぐらいあるさ！」

　舞桜の心に温かいものがじわじわと広がっていく。

「そう、なんだ……。でも、どうしてここに私がいるってわかったの？」

「ネックレスだよ」

「は？」

「ＧＰＳ機能がついてる」

「え、えええー！」

　舞桜が驚きのあまり仰（の）け反ったら、アラクが平然とこんなことを言ってくる。

「舞桜、もっと僕にくっついておかないと危ないよ」

「何言って……これ、犯罪じゃない？」

「未来の妃を守るためだよ？　でも今は、舞桜に警備隊をつけるわけにはいかないから」

「そっか……アラクには護衛のひとがついてるもんね」

　――って私、何納得してるんだ～！

「そういうこと」

「いやいやいや、変でしょ」

　アラクが「バレたか」と、可笑おかしそうに笑い始めた。

　――ダメだ。本物の王子様にはかなわない。

　舞桜は彼の背に頬をつけて体を預けた。

















第五章　舞桜よ、これが僕たちの初夜だ












　リビングに入るなり、アラクがこんなことを言ってくる。

「舞桜、最初からやり直そう、うまくいっていないときはそれが一番だって最近気づいたんだ」

「え？　あのバー？」

「違う。ここ、舞桜の部屋。だって舞桜、あのときのことを覚えていないだろう？」

　――やばい……バレてた？

「よ、酔ってたから、ちょっと記憶があいまいなところが？」

　舞桜が冷や汗をかきながら首を傾げると、アラクが半眼になってソファーに腰を下ろす。三月に入り、コタツはもうしまい込んでおり、今、リビングにはローテーブルと三人掛けのソファーを置いていた。

　アラクがソファーの中央に座って腕を組めば、その高級そうなスーツも相まって玉座のように見えるから不思議だ。彼がネクタイの結び目に、その長い指を掛けて引っ張って緩めてから、ワイシャツの衿ボタンをふたつ外した。

　そのかったるそうな所作がめちゃくちゃキマっていて、舞桜が胸を高鳴らせていると、彼が眉間に皺を寄せ、諭すようにこんなことを言ってくる。

「舞桜……嘘はいけないよ」

　――Ｓスイッチが入ったー！

「う、嘘？」

　彼が不遜に笑んだ。ひれ伏したくなるような威厳があるが、舞桜はソファーの前でただ棒立ちになっていた。

「全然覚えていないのはもうわかっている。本当はコタツでセックスなんかしてないし、舞桜から求婚されてもいない。それなのに、話、合わせただろう？」

　舞桜はその場にへたり込む。

「な、何それ……嘘ついてたの、アラクのほうじゃない！」

　彼がすっくと立ちあがり、見下ろしてきた。

「覚えているのかどうか確かめたくて鎌をかけただけだ。見事に全部引っかかってくれたよ」

「か……鎌？」

　それにしても嘘をついたのは彼も同じなのに、なぜ形勢逆転しているのか。

　彼が片膝を突き、舞桜の顎をくいっと上げてくる。

「……何が目的だ？」

「へ？」

　記憶がないのに、なぜ覚えているふりをしたのかを問うているのだろうか。

　――な、なんでだっけ？

　そうだ。せっかく初日に盛り上がったようなのに、何も覚えていないと言うことで水を差したくなかったのだ。

　――あのときは、一回目の記憶がないから、どうにかして二回目をしてもらわないとって焦ってたし。

　アラクが片眉を上げる。唇は弧を描いているものの、機嫌がいいとは思えない笑みだ。

「どうして？」

　再質問された。

「だ、だって、覚えてないって言ったら、アラクのことどうでもいいって思ってるって誤解されそうで……」

「つまり、僕のことがどうでもよくない……好意があったからというわけ？」

　彼が困惑したように眉を下げながらも少し赤くなったように見えた。

「そう……覚えていたかった……です」

　自分で答えておいて、舞桜までもじもじしてしまうありさまだ。

　――なんでこんな中学生の告白みたいなことに！

　そんなもどかしい雰囲気を振り切るようにアラクは立ち上がると、バッとスーツジャケットを脱いでソファーの肘掛けに放るように置き、見下ろしてくる。

「……最初が肝心と思っていたけど、最初を忘れられているんだもんな。僕しか覚えてないなんて……」

「だから、記憶がないこと知らせたくなかったのよ」

「って、正当化するな！」

「きゃ！」

　舞桜が持ち上げられたと思ったら、ソファーで、彼の膝上に座っていた。

「舞桜……じゃあ、あの夜にあったこと……だけじゃなくて、あの夜に至るまでのことも話させてくれ」

「は、はいっ」

　――実は私、すんごい淫乱だったとかないよね……？

「まず、リムジンのテレビでザッピングしていたらヒョウ柄の舞桜が目に留まって、そのまま見入ってしまったんだ。シャムシュルっていう僕のペットと同じ柄だったもので」

「やっぱ、そこからなんだ……」

「全然ヒョウ柄が似合ってないし、笑いをとろうとしてもうまくいってないし、笑ってしまった」

　――屈辱！

　外国人にもイタがられるレベルだったようだ。

「で、このひと、どうしてこんなに自分に合ってないことを頑張っているのかと気になって、舞桜のことを調べさせたら公演があるのがわかったから観に行ったわけ」

「それ、ヒョウネタでからかわれていたときよね？」

　――惚れられる要素がない！

「そういえばＭＣでそんな話をしてたね。でも、それより、ほかの子が媚びるように踊っているのに、舞桜だけ学んだダンスを忠実に披露しようとしていて、いいなって思ったんだ」

「そ、そう……でも、それでサイボーグとか言われてるんだ……」

　舞桜は照れ臭くなってしまった。

「という会話を、あの夜したんだよね。同じ人間に同じ話題をすると同じ反応になるということが今わかったよ」

　――私、人気ないこと自分で明かしてたんだー！

「何、実験してるのよ！」

　舞桜が振り返って拳で肩を叩くと、アラクが手首を取ってくちづけてきた。

　そんなことをしておいて、冷静にこんな分析をしてくる。

「関係性が変わると、こういう違う反応も出る」

「でも、会場の外でからまれている私を救ったのは偶然なのよね？」

「うん。だから店で舞桜がマスクを取ったとき驚いたよ。シャムシュルが導いてくれた運命かなって」

　――マスクを取ってようやく気づいたのに運命とか言って……。

「今、マスク取ってやっと気づいたくせにって思った？」

「え、そうよ？」

「やっぱり同じ人間だ」

　酔っぱらっていた舞桜も同じことを思い、それを口にしたようだ。

「閉店時間になったら、舞桜が二次会はうちに来たらいいって言って……ものすごく酔っていたから送ったほうがいいと思ったんだ」









　アラクはあの夜のことを思い起こし、自分の気持ちは伏せてふたりの会話だけを舞桜に伝えることにした。









　舞桜は酔っぱらいながらも、アラクをマンションに案内した。リビングに入るなり、『ほら、ジャパニーズコタツ、知ってる？　あったかいから入ってみて』と、コタツ布団を持ち上げて中へと誘いざなう。

『コタツは小さいころ母の実家で入ったことがある……懐かしいな』

　もう二十年近く前のことだ。ブルーロイには冬がないので日本の寒さがきつく感じられたが、コタツに足を入れると芯から温まった。ただ、出られなくなってしまうのが困りものだ。

　すると、舞桜がキッチンから缶ビールとタッパーを持ってきて、コタツのテーブルに置いた。タッパーの中に茶色い汁に浸されたチョークのようなものがあり、彼女が菜箸で豆皿に取り出す。

『これ大根漬け。私が漬けたんだよ。食べてみて』

　得意げに言われたのでアラクは、ひとつ口にしてみる。

『なんだこれ、すごくおいしいな』

　自分の知っている大根とは全く違った。醤油だけでなく酸味や生姜、いろんな旨味が染み込んでている。

『おばあちゃん直伝なんだ』

　舞桜がアラクの向かいに座ってコタツに足を突っ込む。脚と脚が触れ合ったので慌てて離した。

　だが、舞桜は触れたことにも気づいていない様子で、缶ビールのプルタブを引っ張って、アラクのほうに差し出してくる。

『これがあるとビールが進むんだな』

　――まだ飲むつもりか……。

　実はアラクは、ウイスキーになったあたりからこれ以上はまずいと、ウイスキーグラスに密かにウーロン茶を入れてごまかしていた。おかげで、アルコールで自分を見失わずに済んでいるが、舞桜ぐらい飲んでいたら、さすがに潰れていたように思う。

　ＧＰＳ機能を切っているので、何かあったら自分で対処しないとまずいと思ってのことだが、このマンションはセキュリティがちゃんとしているので問題なさそうだ。

　舞桜がアラクの缶に缶をぶつけてきて『かんぱーい』と言ってまた飲み始める。

　それにしても、こんなに酒に強い女性は初めて見た。

『プリンセス組の公演どうだった？』

　舞桜がそう言ってテレビを点け、ライブ映像を見せてくる。

　プリンセス組六人が踊りながら歌っている。

「も～、自分だけ、おばさんだから恥ずかしいんだけどさ、いいグループなんだよ」

「おばさんって……僕より年下だろう？」

「二十五歳だよ」

「じゃ、二十七の僕は、もっとおじさんだよ」

「アイドルだけ、二十過ぎたらおばさんなの」

　これについては、仕事のためにと最近、日本のアニメをたくさん見ていたおかげで理解できた。日本の男性は成熟していない女性を好む傾向にある。

　――だからって二十五でおばさんか……。

『ほかの子はみんな十代で……見て、ほらセンターのなるみ、ちょっとたぬき顔で天真爛漫な感じで可愛いでしょ？　すごいプロ根性があるんだ』

　まるで自分の妹でも自慢するかのような口ぶりだった。

『すごいね』

　うんうんと舞桜が頷き、次に、日に焼けた金髪の娘を指さした。

『この子はね～、ヤンキーってわかる？』

　確か、こういう日に焼けた女子を、オタクの男子が好きになるアニメがあった。

『わかるよ。一見怖そうだけど根はいい、みたいな？』

『すごっ。アラク、日本に詳しすぎ～』

　そのとき、舞桜がふにゃっとやわらかな笑みを浮かべた。公演やテレビはもちろん、バーで飲み始めたときもあまり感情を見せなかった舞桜が笑った――。

　ただ単に酔っぱらって心を許しただけだ。それなのに、なぜアラクの心臓は鼓動を速めたのだろうか。

　――もう一回、今の笑顔が見たい……。

『舞桜さんは自分のグループが好きなんだね』

『好き……好きなのかもしれないけど、あんまり人気に貢献できてなくて……苦しいんだ』

　急に落ち込んで、コタツのテーブルにごんっと額をつけた。こんな文字通りうなだれるポーズを取るひとがこの世にいるだろうか。

　だが、これはこれで、なんだか愛しいような、守ってやりたいような気持ちがむずむずと湧き上がってくる。









「ちょっと待って」

　アラクの膝上で横向きに座る舞桜が彼の顔を見上げた。

「私から自発的に、ライブ映像を見せたってこと？」

「ほかのメンバーのことを褒めてたよ。プリンセス組のこと、好きだよね？」

「いや、それ……私にとって驚きの新事実なんだけど……」

「なんだよ、それ。好きなだけに、プリンセス組を押し上げられないって思い込んでいて苦しかったんだろう？」

「思い込みじゃなくて、それ真実だから」

「でも、今は違うだろう？　ちゃんと押し上げている。それなのに、応援してくれなくていいってどういうことだ？」

「そ、それは……」

　なぜ舞桜は、あんなにも傷ついてしまったのだろう。

「だってファンが増えたって喜んでいたのに……アラクだったから……」

「僕の愛はそこらの雑魚ざこファンの何百倍もあるし、財力は雑魚の何万倍くらいあることを考えたら、少ないぐらいなんだけど。金額的には、あのおいしい大根はそのくらいの価値があるし」

「いや、大根にそれほどの価値があるわけないでしょ。そもそも前提がおかしい。ＣＤは知らないひとに買ってもらわないと意味がないの！」

　ここにきてあの胸のもやもやの正体がやっとわかった。自分が寝た相手に買ってもらうなんて最低だ。

「そうか……悪かった。指輪はいらないって言われるし、お金があったらＣＤでも買ってと言われたから、本当に欲しいものはこれかと思ったんだ」

　――しまったー！

　おねだりしたのは舞桜だった。

　日本語があまりに上手すぎて忘れていたが、彼は外国人なのだ。言葉をそのまま受け取ってしまう。

「そういえば……そんなことを言いました……それなのに、ごめんなさい」

　アラクが困ったように眉を下げた。

「あと多分、舞桜が気づいていないことがあるんだけど……」

「え？　何？」

「僕は一万枚分しかエントリーしてないから、僕以外のファンが確実に増えているよ？」

「へ？」

「ＣＤを買うのは簡単なんだけど、握手会のエントリーが大変で。どうしても参加したくて頑張ったんだけど、この枚数が限界だった」

　アラクが苦々しい顔で、キーボードを打つジェスチャーをしながらそう語った。

「え？　自分でエントリーしたの？」

　ひとを雇ってエントリーしたものだと思い込んでいたので、ものすごく意外だった。

　――もしかして一時期連絡が途絶えたのって一枚でも多くエントリーしようとして？

　信じられない思いで刮目かつもくしていると、彼が真面目にこんなことを言ってくる。

「ほかの者にやらせたらだめだろう？　僕の一万枚を差し引いたとしても舞桜は三位のはずだ」

「三位？　だって、私いつも六位で……」

　そういえば、ＳＮＳも半月ぐらい前からフォロワーが増えていっていた。

　――一番年上だから、最下位でいいって思っていたけど……。

　そのとき、ぐっとこみ上げるものがあって、突然、瞳から何かが零れた。それが雫となって頬を伝っていく。

　ファンが増えていたことが、こんなにうれしいとは思ってもいなかった。

「舞桜……」

　アラクが舞桜を抱きしめてくる。

「ごめん……余計なことして」

　彼の腕の中で舞桜は首を振った。

「ううん、三位だって知れて……よかった。それに……一位にならないと見えない景色を見ることが……できた……でも、握手ならいつでもするから、もう二度としないで……」

　嗚咽混じりで舞桜がそう答えると、アラクが手を握ってくる。

「うん。なら、もうしない」

　そう答えたあと、彼が口を噤んだので、部屋には舞桜の嗚咽だけが響いていた。

　嗚咽が治まると、彼が体を少し離して舞桜の顔を覗き込んでくる。

「……それより舞桜、あの夜は平気で僕を利用したのに、どういう心境の変化？」

「えっ」

「だって、僕と寝たのって演技のためだろう？」

　あっさりそう言われ、舞桜は衝撃のあまり固まってしまう。

　――ばれていたのか……自分がばらしたのか……。

　彼が畳みかけるようにこう言ってくる。

「あのときは僕を利用してよくて、今は僕を利用したくないって一貫してないよ」

　――確かに……。

　あのときと今回、どこが違うのか。

　舞桜はぎゅっと目を瞑って今までのことを思い出す。

　――あ！　わかっちゃった！

「……アラクのことを好きになったからだ……」

「は？」

　アラクが唖然としている。

　舞桜だって自分の口を衝いて出た言葉に驚いていた。

　だが、あのとき利用したかったイケメンは、今、舞桜にとってはただのイケメンではなくなっている。

　どこぞの石油王が舞桜のＣＤを買ってくれたのだとしたら万々歳だが、アラクにそれをやってほしくなかったということは――そういうことだ。

「舞桜……君ってひとは……」

　彼が、膝上に座る舞桜の顎を取って彼のほうを向かせた。キスする気だ。

　――って、絶対すぐエッチにもつれこんじゃう！

　舞桜は、彼の手を振り払って顔をローテーブルのほうに向けた。

「そ、その利用ってやつですが、そこが一番気になってたんです。あの夜、どういう流れで、そういうことになったのか、教えていただけませんでしょうか」

　なぜか敬語になっていた。

　アラクが舞桜の体を彼のほうに向かせ、責めるような眼差しを向けてきた。

「この僕とのひと夜を忘れるなんてね？」

　――ひとが弱みを見せた瞬間、すかさずＳっけ出してくるよね。

　アラクが再び、あの夜のことを語り出す。









　アラクは舞桜と、プリンセス組のライブ映像を観ながら飲んでいた。そのとき、ふと壁に掛けてあるモノクロの映画ポスターが目に入る。

『この女優さん、日本で有名な方？』

　舞桜が神妙な表情になり、小さく首を振った。

『ううん。普通の日本人は知らないと思う。でも、五十年くらい前、カリスマ的な人気があった女優さんで、うちの祖母がファンだったんだ』

『おばあ様の影響でファンになったんだ？』

　舞桜がテレビのライブ映像を止め、古いモノクロ映画を流し始める。

『うん。うち両親が共働きで、祖母が母親代わりで……ほら、見て。この大地悦子さんのすごいところはね、特に美人ってわけじゃないのに、美女の役をやるとその所作というか表情で、なんだかすごい美女に見えるとこ。ほら、今『なんのこと？』ってただそのひと言だけで、もうこの女性ひとに従うしかないって思わせられるような……きっと相手役の俳優さんもたじたじだったんじゃないかな』

　と早口でその俳優の魅力について解説してくれた。

『確かに……すごい演技力だね。彼女に憧れて女優を目指したんだ？』

『そう。こういう女優さんになりたいって思って、祖母も応援してくれて……でも、脳卒中で……。亡くなるひと月前にプリンセス組に入ることは伝えられたから、女優として活躍する道が開けたって喜んでくれて……』

　舞桜がおもむろにティッシュケースからティッシュを引っ張り出して鼻をかんだ。頬には涙が伝っていた。

『それなのに、まだ女優といえるような仕事をできてなくて……この大根漬けは、祖母直伝』

　そう言って、泣きながら大根の漬物を食べ始める。

　アラクも大根の漬物を箸で摘まんで口に入れた。

『そうか。おいしいよ』

　それを見て、テーブルに頬杖を突いた舞桜が微笑む。泣き笑いのような表情だ。

　――……可愛いと思ってしまったじゃないか。

『大根漬けって、寒い外に干してそれから漬けるんだよ。見る？』

　ものすごく見せたそうに提案されて、断るわけにはいかない。

『へえ。ここのベランダで？　見たいな』

　舞桜に連れていかれたのが寝室だったので一瞬たじろいでしまった。

　――でも、大根を見るためだから。

　彼女がベランダの窓を解錠してアルミサッシに手をかけたので、アラクが横に引いてやると、暗闇にびっちりと並んだ白いものが浮かび上がった。

　よく見たら、物干し竿に、大根が二本ずつ前後に白い紐で括りつけられている。

『手先、器用なんだね』

　すると、舞桜がにかっと笑ってピースをしてくる。

『芸術的でしょ』

『え、うん。おばあ様によほど鍛えられたようだね？』

　もっと見ていたいような気もしたが、風が冷たいのでアラクは窓を閉める。

　道路の車音が遮断され、急に静かになった。

『私、夢は女優なんだ。でも……経験が足りなくて……』

　そう言って、舞桜がアラクの胸に手を置き、見上げてくる。

　その目は少し赤く、潤んでいた。

　――なんだ、この色気……演技なのか。

『それは……どんな経験なわけ？』

　舞桜の艶やかな唇がゆっくりと動く。

『エッチ』

　その意外な単語を理解するのに時間を要しているうちに、アラクはベッドに押し倒されていた。

『え？』

　そのとき確信した。エッチというのはアルファベットのＨを指しているのではなく、セックスのことだと――。

　――いい女優になるために、いろんな男とセックスしているのか？

　その瞬間、舞桜に対してものすごく落胆している自分に気づいた。

　――何をがっかりしているんだ？

　ストレートの黒髪に切れ長の瞳――こういうクールな顔立ちは好きなほうだ。そうでなければ、わざわざ公演になど足を運ばない。

　だから、ワンナイトを愉たのしめばいいだけのことだ。

　ところが、舞桜は何もしかけてこず、アラクの体にしなだれかかったまま固まっていた。

　アラクはさっき、コタツが暑くてタートルネックセーターを脱いでいて長袖Ｔシャツしか着ていないものだから、胸を押しつけられると、その弾力まで伝わってきてしまう。

　――スレンダーなのに結構、胸あるんだな……。









　ソファーの上で、そこまで思い出して、アラクは舞桜が祖母のことを語って泣き、ベランダの大根を見せたあと、ベッドで押し倒してきた事実だけを伝えた。

　案の定、舞桜がものすごいショックを受けている。

「わ、私、もう少しロマンチックに誘ったんだと……こ、これじゃ、なんの参考にもならない……！」

　――参考……ね。

　アラクは半眼になる。

「だから、忘れてよかったんだよ」

　舞桜がアラクの膝上で上体をこちらに向けてしがみついてきた。彼女の胸のふくらみが押しつけられたうえ、股間に片膝を入れられている。

　――くっ。

　彼自身が反応しそうになったが、なんとか押さえ込んだ。

　舞桜は、この体勢が男にどういう効果をもたらすか無自覚なようで、真剣な眼差しでこんなことを聞いてくる。

「それで、どうして私と結婚したいなんて気になったわけ？」

　アラクは少し考えてから、説明が面倒くさくなってこう答える。

「秘密」

「ほんとアラクってときどきＳっぽくなるよね！　この王子様め」

　舞桜がヒョウのように、鼻に皺を寄せて口を開け、威嚇してきた。

「そういう舞桜こそ、自分の魅力に無防備すぎるんだよ」

　アラクは噛みつくようにくちづけて舌を押し込むと、彼女のワイドパンツのファスナーを下げていく。

　唇が離れたとき、もう舞桜は酩酊したような眼差しになっていた。

「舌、出して」

　アラクがそう告げると、舞桜がおずおずと舌を差し出してくる。彼はその赤く可愛い舌を食はみ、自身の口内に引き入れる。

　くちづけを交わしている間にワイドパンツをずり下げて床に落としたが、舞桜は夢中で舌をからめ合わせていた。

　――可愛いすぎだろう!?

　アラクはちゅっとわざと音を立てて唇を外すと、彼女の両太ももをつかんで広げ、自身の腰に跨らせる。

「え、ちょっと、これは……」

　――戸惑う舞桜とか最高かな……。

「どうして？　僕のこと欲しくないわけ？」

　舞桜の顔が赤くなり、困ったように眉を下げた。

「も……もう……、このＳ王子ぃ」

　普段クールな彼女が、アラクの前でだけ戸惑ったり、赤くなったりするのだ。

　アラクはあまりの快感にぶるりと震えた。

　彼の漲みなぎりはスーツパンツの中ではち切れんばかりになっているのだが、いきなり挿入というわけにもいくまい。

　アラクは彼女のパフスリーブの黒トップスを引き上げて頭から抜き、ソファーの肘掛けに置いた。だぼっとしたデザインなので脱がしやすくて素晴らしい。

　舞桜がシュミーズとブラだけになって、恥ずかしそうに顔を背けた。こういう反応も正直、大好物である。

「可愛いよ、舞桜」

　この単語を使うと、舞桜は必ず居心地が悪そうな、だが、少しうれしそうな表情になる。それが見たくてつい可愛い可愛いと言ってしまうアラクだ。

　――確かにＳって言われても仕方ないかもな。

　自分にこんな一面があるなんて意外な発見だった。

　そんなことを思いつつ、シュミーズの中に手を突っ込んでブラを外して片腕から抜く。すると、白のシュミーズ越しに、乳首がつんと立っているのがわかる。なかなかエロティックな光景だ。

　アラクはごくりと唾を飲み込み、シュミーズの上からピンクの突起を親指ですりすりと優しく撫でる。

「ふぁっ」

　舞桜がぎゅっと目を瞑って口を開けた。

「直接じゃないのもいいみたいだな？」

　そう言ってアラクは片手で舞桜の腰を支え、布越しに乳頭を口に含み、口内で乳首をしごいてやる。

「んっんんっ」

　舞桜が顔を小さく振って、アラクのスーツパンツの膝をぎゅっとつかんだ。

　――感じているみたいだな。

　今度は、もう片方の胸の先にくちづけて強く吸った。すると、舞桜がもぞもぞと脚をアラクにすりつけ始める。

　この調子だ。

　アラクは胸の愛撫を続けながらも、自身のファスナーを下げて昂ったものを開放し、コンドームを装着する。

　すると、舞桜が目を見張ったあとすぐに横を向いた。

　――照れて……可愛いな。

「舞桜、そろそろ……」

　アラクは舞桜を持ち上げ、ショーツをずらすと、太ももに蜜を滴らせるその蜜源に切っ先を食い込ませる。

「あ……」

　舞桜が感極まったように目を瞑った。

　奥まで進むことなく、焦らすように浅瀬の蜜壁にこすりつけていると、舞桜の瞳が少しだけ開き、もの欲しそうにアラクを見てくる。漆黒のまつ毛が瞳にかかって艶めいて見えた。

　今すぐ彼女の中に入り込みたい衝動を抑えこんで、アラクは片方の口の端を上げる。

「どうしてほしい？」

「意地悪……やめて……アラクが欲しいに決まってる」

「気が合うね。僕も舞桜が……」

　アラクは彼女の腰を引き寄せて最奥まで突き上げた。

「……欲しくてたまらなかった」

　張りつめた幹は温かな繭に包まれ、きゅうきゅうと締めつけられる。

　――あ、至福……。

「アラク……」

　舞桜が涙目でアラクを見つめてきたので、彼は腰を押し上げることで彼女を浮かせる。美しい黒髪が舞い上がる。再びぐちゅりと落とせば、彼女の重さでいつもより密着感が増す。

　舞桜もそう思ったのか、アラクを全身で感じ取ろうとするかのようにぎゅっと目を瞑り、「あぁ……」と感極まった声を漏らした。
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　何度、繰り返しただろうか。

　そのたびに彼女の乳房が揺れる。シュミーズはちょうど乳暈の部分だけ湿っていて、ピンク色が透けて見えていた。

　――これはクるな……。

　アラクは、ぎりぎり繋がっているような状態まで舞桜を持ち上げる。竿が引きずり出されて蜜壁とこすれ、それすらも快感に変わる。

　舞桜が小さく太ももを震わせた。

「舞桜、見て」

　アラクが告げると、舞桜が陶然とした眼差しでアラクを見つめてくる。

「もっと下を」

　舞桜が下を向いてから目を逸らせた。

「どうして？　せっかく僕たち繋がっているのに」

「で……でも……」

「そのうち僕のこれにも慣れてくれよ？」

　そう言ってアラクは再び舞桜をずんっと一気に腰まで落とす。

「ぁあん」

　と、彼女が頭を左右に振ったところで、アラクは動きを止めた。

　すると、舞桜が腰を押しつけるようにくねらせてきた。アラクが動いているときより、雄芯にぎゅうぎゅうとまとわりつくやわらかな壁の動きを直截的に感じられて、雄根がいよいよ滾ってくる。

　――まずい……先に果てそうだ。

「舞桜……まずは君を達いかせてからだ」

　アラクは、双つの乳房を手で覆い、親指で乳首を押さえると、持ち上げるように揉みしだく。親指がこすれるのが悦いいらしく舞桜の喘ぎ声が止まらなくなった。

　中をかき回すように腰を動かすと、舞桜が「あぁ」と背を弓なりにして震えた。もうすぐだ。

「いっしょに達いこう」

　アラクが彼女の中で爆はぜると同時に、舞桜が悦びの声を上げ、ぐったりとアラクに寄りかかってきた。

　舞桜がそのまま動かなくなったので、アラクはしばらくこのままでいることにする。繋がったまま、彼女をぎゅっと抱きしめて目を瞑った。

　――そういえばあの夜も、舞桜がしなだれかかってきて、そのまま動かなくなったんだった……。









『えっと、舞桜さん……寝てる？』

　と、アラクが尋ねると、舞桜が顔を上げてアラクを覗き込むように見つめてくる。

『ここからどうやってエッチになだれ込めばいいのか……』

　と、途方にくれた顔を向けられたそのとき、アラクの中で何か電流のようなものが奔はしった。下腹に熱が集中していく。

『自分から来ておいて……なんだよ、それ！』

　気づけばアラクはベッドで舞桜を仰向けにし、彼女のワンピースと下着をいっしょくたにずり上げていた。

『え、やだ……こんなこと』

　急に恥ずかしくなったのか、ワンピースを押さえて抵抗し出すではないか。

　――今さら止めるとかなしだからな。

『舞桜さんが望んだことだよ？』

　そう言ってアラクは片手で彼女の両手首をつかんで頭上に留め置く。片手で済ましたのは、もう片方の手で再びワンピースをずり上げるというミッションを遂行するためだ。

『手首……離して』と請う唇をアラクは口で塞ぎ、舞桜のワンピースを再び引っ張り上げる。乳房が露わになると、指先で乳首を弾く。

　舞桜が腰をびくんと浮かせた。

　――この様子なら……。

　アラクが唇を離すと、予想通り舞桜はもう抵抗力を失っていた。彼はすかさず胸の先を口に含んで強く吸った。

　舞桜が蕩けるような瞳で唇を半開きにして、はぁはぁと熱い吐息を漏らしている。

　――この表情、やばい。

　アラクは早くも彼自身に熱いものが集まっていくような感覚に陥っていて、彼女を横向きにして背中のファスナーを下ろしていく。

　そうしながらも、そのすべすべとした背中にアラクがくちづけを落としたら、舞桜が『うぅん』と悩ましい声を上げて、腰をくねらせた。

　――顔が見えないようにしてもクるな……これは。

　ファスナーを下げ終わると、舞桜は恥ずかしいのか顔を突っ伏してうつ伏せになった。

　これはこれで脱がしやすくて好都合だ。

　アラクはワンピースを左右に剥むいて足先までずらしてはぎ取り、シュミーズは頭から抜いて、ブラのホックを外す。

　すると、そこには細い腰から美しい曲線を描いて盛り上がる双丘が現れた。

『舞桜さん……きれいだ』

『やだ、そういうこと……言わないで』

『いや、言う。何度でも』

　アラクは、うつ伏せの舞桜の顎を取り、顔を横に向かせて背後からくちづける。はずみで彼女が少し上体を起こしたものだから胸がシーツから離れた。

　アラクは舌で口内を埋め尽くしながら、片方の胸のふくらみを持ち上げるように手で覆い、揉みしだく。

　すると、彼女の喉奥からくぐもった声が漏れ出した。アラクが唇を外すと高く可愛い声があふれ出す。

『あ……ふぁ……ぁん……あ……』

　アラクは乳首を指でよじりながら、彼女の背に舌を這わせる。そうしながらも、自身のデニムパンツを緩めてずらし、足から抜いた。

　これでやっと肌と肌が触れ合える。

　アラクは彼女の脚と脚の間に自身の大腿を差し込む。あまりの気持ちよさに血が逆流するかと思った。

　――やわらかい……しかも、なんだこの吸いつくようなすべすべ感は……。

　アラクは胸をいじっていないほうの手で彼女を強く抱き寄せ、その手を腹から下へとずらし、やがてショーツの中に侵入させ、そこにある小さな芽を指先で撫でる。

『あっ……ぁあ』

　彼女が腰をびくつかせた。すでに勃たち上がっている剛直に彼女の脚がすりつけられ、いよいよ昂ってしまう。

　アラクは歯を食いしばって耐え、手を使って乳首と秘芽を愛撫する。彼女の口から漏れ出る甘い声に耳をくすぐられながら――。

　――今すぐ挿れたい。

　手を蜜芽からさらに下げていくと、そこはもう濡れに濡れていた。

　舞桜がこんなにも自分を欲しがってくれているのかと思うと、どくんと雄芯が嵩を増す。

『舞桜さん、そろそろよさそうだね』

　そう言いつつ、彼女の中へと指を沈めていく。

『ああ！』

　舞桜が顔を上げて驚いたような声を上げたあと、嬌声が止まらなくなった。

　――この声、いつまでも聞いていたい。

　指一本だけだというのに蜜壁がぎゅうぎゅうと締めつけてきて、ここに自身を挿れたらどんなに気持ちいいかと思う。

　ライハンは毎日、アラクのポケットに『もしものためです』とコンドームを入れてきて、何を予想しているのかと呆れていたが、ついに役に立つときが来たようだ。

　アラクは彼女の中を指で探検するのをやめずに、胸から手を離し、さっき脱いだデニムパンツを手繰りよせ、ポケットからコンドームを抜いてなんとか装着した。

　――あと手が三本ぐらい欲しい……。

『舞桜、いいね？』

　聞いてはみたものの、舞桜はずっと小動物のように啼ないていて答えるどころではなさそうだ。

　アラクが舞桜の中から指を抜くと、それも刺激になったようで、彼女がびくんと背を反らせた。太ももを左右に広げて尻の谷間から漲りを差し入れると、切っ先を蜜口に食い込ませ、そのままぐっと押し込む。

『いっ痛っ』

　さっきまで気持ちよさそうに喘いでいた舞桜がそんな声を上げたので、アラクは半ばまでしか挿入していない状態で動きを止めた。

　――十分濡れていたのに？

『舞桜さん、やめたほうがいい？』

　すると、舞桜が顔だけこちらに向けてきた。その瞳は潤んでいて、信じられないくらい色っぽかった。

『ううん……やめない……でぇ……』

　そのときアラクの足先から頭頂まで、今までにない快感が奔り抜けた。

『なら容赦しないよ』

　アラクは彼女の左右に手を突いて背を反らし、ひと息に奥までずんっと穿った。

『あっ……ぁあ……』

　さっきまでの啼き声とは違い、少し苦しみを伴っていたが、今のアラクにはそんなことを気にかける余裕など残っていない。再び腰を引けば蜜が掻き出され、やわらかな尻の円まろみに向かって腰をぶつければぐちゅりと淫猥な水音が立つ。

　――きっつ。

　舞桜がまるでアラクを引き留めるかのように締めつけてくる。

　アラクは夢中になって抽挿を繰り返す。そのたびに彼女が頭のほうへとずれていく。舞桜はむせび泣くように喘いでいて、やがて彼女の中がうねり出す。

　――そろそろみたいだな。

　アラクは中を埋め尽くした状態で、双つの胸を背後から両手で覆い、指間に乳首を挟んで揉みしだいた。

　そうしながらも、もうこれ以上奥がないというのに、ぐっぐっと腰を押しつける。

　すると、舞桜がひときわ高い声で「あぁ！」と小さく叫ぶと同時に、アラクから全てを搾り取るかのようにぎゅっと締めつけてきた。

『くっ……まお……』

　アラクはそれまで堪えていた熱いものをぶちまける。

　――やばい……このひと……溺れる……。

　アラクはそのまま不覚にも寝落ちしてしまい、気づいたら朝だった。

　自分の腕の中に、やわらかくて温かな舞桜がいて幸せな気持ちになる。起きたときに生き物の温かみがあるなんてシャムシュルを失って以来のことだ。

　――いや、待てよ。

　アラクはベッドを下りてリビングに行き、スマホを手に取る。メッセージが百通以上。ほとんどがライハンからで、朝方からは半狂乱になっている。

　――悪いことをした。

　女性と飲んで寝て連絡を怠るなんて、上に立つ者としてすべきことではない。

　アラクはライハンに電話をかける。

『ライハン？　ごめん、僕、生きてるよ」

『あぁぁ！　アラク様、よかったです！　今どちらに？』

『港区のフリーダム・タワーってマンション』

『今すぐお迎えに行きます！』

　そのとき、コタツのテーブルに置きっぱなしのカードキーが目に入った。

　――今晩もここに来て驚かせてやろう。

　アラクはそのカードキーを手に取る。

『あと、ちょっと頼みたいことがあるんだけど？』

　ライハンに面倒ごとを頼むと、アラクは寝室に戻って舞桜を見下ろした。

　カーテンの隙間から陽光が漏れ、明るくなった室内で見る彼女の裸体は輝かんばかりだ。

　気持ちよさそうに眠る彼女の頬にキスを落とし、掛布団をかけ直そうと持ち上げたところ、シーツに血痕があった。

　――そういえば、昨晩……痛いって……。

　舞桜は祖母のことを語ったり、エッチしたいと本音を言ったり、かなり酔っぱらっていたので、痛くもないのに痛いと言うとは考えられなかった。

　もっとじっくり前戯するべきだったかもしれない。

　いや、それよりも初めてなのに、うつ伏せで背後からの挿入はどうなのか。

　アラクはそんな後悔に蓋をするように、舞桜の体に布団をかけた。

　――それにしても何がやりたいんだ、このひと？

　演技のために処女を捨てる必要があったのだろうか。いや、演技のためというのは口実でアラクと寝たかったということだろうか。

　彼女の気持ちはあとで聞くとして……自分はどうだ？

　――もう一度、したい。この血痕がなかったら二回戦にもつれこんでいたところだ。

　コンプレックスを抱えながら年下のメンバーを褒める舞桜。

　祖母のために大地悦子のような女優になりたい舞桜。

　都会的なマンションのベランダに、よりによって大根を吊るす舞桜――。

　――まずい……全てが愛おしいんだが！









　あのときの気持ちを思い出して、アラクは舞桜との関係をここまで深められた幸せに酔いしれる。自身にしなだれかかる舞桜を抱き上げて寝室に向かい、ベッドに仰向けで下ろした。彼はベッドの端に軽く腰掛け、舞桜のさらさらの髪を指で梳く。

　――舞桜、あの朝の、僕の葛藤は君に伝える気はないよ。

　腕時計を見ると、もう夜中の二時だ。

　あの夜以来、ＧＰＳは切らないようにしているとはいえ、昨晩は車ではなくバイクを使ったので、ライハンが心配していることだろう。

　舞桜が気持ちよさそうに眠っている。

　正直ずっとここにいたいが、和解できたのをよしとして戻ろう。

　アラクはスマホを取り出し、『迎えに来なくていいから』とライハンにメッセージを送る。後ろ髪引かれる思いで舞桜のマンションから出て、バイクで会社へと戻った。

















第六章　現実は甘くないけど、甘くしたい












　舞桜が朝起きるとベッドの中だった。

　――ソファーでしたあと、私、そのまま寝落ちした……？

　スマホを見たら、『しばらく舞桜は忙しそうだけど、会えるときがあったら教えて』というアラクからのメッセージがあった。

『アラクだって忙しいでしょ？』と打ち返し、急いで支度を始める。新曲を出したばかりなので音楽番組があるうえに、センターになったことで雑誌やネットメディアの取材がいくつも入っていた。









　その後、アラクとの関係も仕事も順調で、充実した日々が続く。

　アラクが、番組をチェックしてはいつも『あの司会者は舞桜に気があるんじゃないか』とか邪悪なメッセージを送ってくるので笑ってしまう。

　そんなある夜、舞桜が帰宅してタクシーから降りると、見知らぬ男女ふたりが近づいてきた。

　――マンション前で待ち伏せしていた……？

　怪訝に思っていたら、女性のほうが話しかけてくる。

「中谷舞桜さんでいらっしゃいますよね？　少しお話、お聞かせ願えますか？」

　――またアラクの知り合いかなんかかな。

　そう思って、「そうですけど、なんでしょう？」と聞くと、女性のほうが「『週刊文秋』の谷口たにぐちと申します」と、名刺を差し出してきた。もうひとり、男性のほうがカメラで写真を撮り始める。

「どうしてこんなところで写真を？　困ります」

　谷口がこんなことを聞いてくる。

「少し取材させていただきたいことがありましてね。一ヶ月ほど前、ブルーロイ第三王子のアラク・ラーマンさんが中谷さんとバイクでここに乗りつけて、仲良くマンションに入られていきましたけど、いつからお付き合いされているんですか？」

「え……？」

　舞桜は世界がぐらぐらと揺れているような感覚に陥り、それしか発語できなかった。

「うちの取材班がひと月前、こんな写真を撮りましてね」

　そう言って谷口が複数枚の写真を差し出してくる。

　マンション前でアラクが舞桜を先にバイクから降ろすところや、バイクからマンションの入り口までしゃべりながら歩くところが数枚撮られている。

　アラクがバイクに跨ってヘルメットをかぶっている写真は、夜中にひとりで帰ったときのものだろうか。

　そのとき舞桜の頭の中で、堀田の忠告がエコーした。

『人気者こそささいなことで一気に憎悪の対象へと突き落とされる。今後気をつけろよ』

　――ほかのみんなはうまくやっているのに……リーダーの私がこんなことになるなんて。

　しかも、アラクのおかげで人気が出たのに、これでは彼や彼の会社に悪い印象がついてしまう。

　――ちょっと待って。

　この夜、アラクは仕事を途中で抜けてきたようで、朝ではなく夜中に会社に戻っている。それにこの日以来、舞桜が忙しくて全然会えていなかったので何も撮られていないはずだ。

　だから記者が痺れを切らして一ヶ月以上経ってから舞桜のところに突撃してきたというわけだ。

　――今こそ私の演技力が試されるとき！

「まさか！　私が王子様と？　それはないです。映画の共演者さんやスタッフさんとの会食のあと偶然会って送ってくださったので、お礼にお茶を出したんです。目立つ方だから、そのへんのお店ってわけにはいかないでしょう？」

　ふたりが一斉にチベットスナギツネみたいな眼差しになった。

　――やっぱ無理ありましたかぁ……。

　でも、こういうのはしらばっくれた者勝ちだ。

「というわけで、私を調べても何も出ませんので失礼いたします！」

　舞桜はそう言ってダッシュでマンションに駆け込んだ。

　――どうしよう……。

　とにかくまずは堀田……いや、アラクに電話だ。ＬＩＭＥの通話ボタンをタップするとき、舞桜の指は震えていた。

　――落ちつけ、私。

　意外にもすぐ繋がり、今起きたことについて説明すると、彼はこう答えた。

『もしかして僕、下手ばっかり打ってる？　キー局はなんとかなるけど、こういう週刊誌は圧力も金も効かないから……困ったな。代理店に相談してみる』

「え？　あ、圧力？　何邪悪なこと言ってるの。もうこれ以上、アラクに金銭の負担をかけるの私、絶対いやなんだから」

『キー局への圧力なら金なんかかけなくてもできることだ。うちの石油と天然ガスなしには日本は立ち行かなくなるからね。それに日本は報道の自由度ランキング70位だって知ってる？　週刊誌は……どうしようかな』

　――主語がでかすぎて相談にならない。

「あ、あの、アラクのほうにも記者が行ったら……ごめんなさい」

『バイクで舞桜を攫さらったのは僕だから、謝るのは僕のほうだ。それに僕には護衛がついているから不審な記者は近づけない』

「と、とにかくお金を使うのはやめてね！」

　アラクと話していると、舞桜は自分が何を心配していたのかわからなくなってくる。

　舞桜は通話を切ると、すぐに堀田に電話した。

　事情を話すと、堀田が不機嫌な声で聞いてくる。

『それ、どういうこと？　記者にはそう言ったって……舞桜、もしかして本当は石油王子と付き合ってるのか？』

「じ……実はそうなんです。リーダーなのに……申し訳ありません！」

『マジかー、これはまずいな。センターに押し上げてくれた金持ちが実は彼氏でした……なんてさ。ファンが好むストーリーじゃない。もし彼がぶさいくなおっさんだったら、枕営業って言われても否定できない状況だよ？』

　そうだ。アラクにはうまく伝えられなかったが、舞桜のもやもやはここにあった。

「ですよね……。私、これからどうしたらいいですか？」

『アイドルは疑似恋愛の対象だから、舞桜をしばらく活動休止にしないとプリンセス組としてけじめがつかないし、ファンは納得しないだろう』

　――活動休止！

　そういえば、『銀座の天辺で愛を叫ぶ』でもともと主演だった清水麗奈は、スキャンダルで降板になったのだった。

「あの……映画のほうはどうなりますか」

『今回の場合、クスリでも不倫でもないから……相手が相手なだけに、むしろ注目されて……プロデューサーは喜ぶかもな』

「よ、よかった」

『よくない。舞桜、もうプリンセス組やめろ』

「え？　やっぱり……もう、だめ……ですか」

『うん、まあ疑似恋愛だからね。彼氏があまりにハイスペックすぎてファンは引くよ。読み合わせのときの演技、監督も評価してくれていたし、もともと女優になりたかったんだろう？　潮時だ。プリンセス組は片手間に女優できるほど暇じゃないし、女優だって片手間で成功するほど甘くないから』

「わ、わかりました……」

『これから急遽、会議を開いて舞桜の卒業への道筋決めるから……』

「……はい」

『じゃ』

　舞桜はそのまま頽くずおれた。

　――私が、本当に人気があったなら、こんなにあっさり首にならなかったのかな。

『舞桜さんは自分のグループが好きなんだね』と、言ったときのアラクの顔が浮かんだ。

　――あの忘れた夜の断片……今になって思い出すなんて。

　そうだ。人気最下位だとか、年齢が一番上だとかそんなことばかり気にしていたが、舞桜はプリンセス組のことが好きだった。

　舞桜はコタツに足を突っ込んだ状態で後ろに倒れ、大の字になって目を瞑った。

　――なら、やるべきことは何？

　卒業までの間、いや、卒業後だって、みんなの魅力を伝えて、プリンセス組の人気を高めることだ。

　舞桜は、がばっと起き上がる。

　――私、今こそ真のリーダーになれるんじゃない？

　そのとき、テーブル上のスマホがバイブした。

　アラクからで、『代理店が五千万円で「文秋」の記事を潰せるって言ってるんだけど、お金かけるのはやっぱりいやかな？』とある。

　前は何も相談せずにＣＤに一千万円を突っ込んでいたので、これは大いなる進歩だ。舞桜は即、返信する。

『いやです！』

　すぐに『わかった。ＬＩＭＥでビデオ通話できる？』と、来たので、舞桜のほうから、ビデオ通話をタップした。

　すぐにスマホの画面にアラクが映ったので、舞桜はスマホをテーブルに立てかける。彼はネクタイをしており、背後に窓と本棚が見えるので、夜九時だというのにまだオフィスにいるようだ。

　――アラクも忙しいのに申し訳ない。

『舞桜、思ったより元気そうでよかった』

「うん。今開き直ったところなんだ」

『開き直った？』

「そう。プリンセス組をやめることになった」

　アラクが一瞬、驚き、少し間を置いてからため息をついた。

『僕のせいだ。やっぱり、記事を差し止めさせるよ』

「ううん。私、もともと女優になりたかったから、いいきっかけだと思う」

　アラクがしばらく思案したような顔になる。

『舞桜がそう決めたならいいけど……舞桜、プリンセス組のこと好きなんだろう？』

「うん。好きだから、卒業するまでの間、もっと人気が出るように頑張る」

　アラクがわずかに目を見開いたあと片方の口角を上げた。

『それでこそ僕が見込んだ女だ』

「うん。だから、卒業するまでアラクには会わない」

　一転して、アラクの眉間に皺が寄った。こういう表情もかっこいいのはさすがだ。

『その卒業っていうのはいつ？』

「わからないけど多分、来年の春から夏あたりかな？」

『卒業と僕と会うことは何か関係があるわけ？』

「プリンセス組はファンに疑似恋愛させるところだから、卒業までは……」

『それまで、僕もただのファンでいろってこと？』

「会っているところを絶対に撮られたくないだけ。アラクがいやじゃなければ、こうやって、話したり、メッセしたりしてほしい……」

　アラクが唖然とした表情になった。

『舞桜……泣いているように見えるんだけど……大丈夫か』

　舞桜は涙に気づき、ティッシュケースからティッシュを抜き取って下瞼を押さえた。

　――自分で宣言しといて何泣いてるんだ……恥ずかしい。

「……来年まで会えなくても好きでいてくれる？」

『舞桜、思いつめすぎだ。こっそり会えばいいじゃないか』

「ううん。そこはけじめをつけないと」

『そうか……わかった。でも、同じ東京にいるのに……』

「ＳＮＳチェックしてたら、会えた気になれたって言っていたのはアラクよ？」

　アラクが困ったように笑う。

『舞桜がそう決めたのなら……わかった』

　と、アラクが自身を納得させるようにぎゅっと目を瞑ったあと、ゆっくりと開いた。舞桜をじっと見つめてくる。

『舞桜、愛しているよ』

　そのときのアラクの瞳があまりにも優しくて、舞桜の瞳から涙があふれ出す。

「アラク、私も……愛しています」

　愛しているなんて言葉を舞桜が現実で口にしたのは、これが初めてだった。









　二日後、舞桜は神奈川アリーナの裏口から楽屋に向かって廊下を歩いていた。

　楽屋の前で、堀田が壁に寄りかかって雑誌を読んでいる。舞桜に気づくと、雑誌を丸めて掲げ、声をかけてきた。

「よっ、リアルプリンセス！　世界の富豪の仲間入りしたら、俺に一億、投資してね？」

「やめてくださいよ～」

　――でもこういうノリ、心が軽くなって助かる。

「卒業は来年の六月。映画の公開直前に卒業公演を当てる」

「卒業するメンバーは初めてだから、できるだけ盛り上がるよう頑張ります」

「スキャンダルで再燃させるのはやめてよ？　明日、『週刊文秋』の記事が世に出たら一ヶ月間、プリンセス組としての活動は休止って決まったから、その間、せいぜい女優業を頑張るんだな」

「ありがとうございます！」

　舞桜は深々と礼をした。

　はずみで涙が零れ落ちそうになり、ぐっと堪えて顔を上げる。

　すると、雑誌を差し出された。

「はい、明日発売の『週刊文秋』」

「どうやって入手したんですか？」

「考えてみろよ。どうして東京だけでなく大阪や仙台でも同じ曜日に発売するのかさ？」

「そっか。印刷は終わっているわけですね」

　舞桜がページをめくると、こんな見出しが目に飛び込んでくる。

『石油プリンスがおしのびバイクでプリンセス組リーダーのマンションへ！　ＣＤ爆買いのお礼は、私の部屋で♡』というタイトルだった。

　――枕営業とか、ＣＤで身を売った女とか書かれなくてよかった。

　もっと最悪な見出しを想像していたので、ひとまず舞桜は胸を撫でおろした。

　記事には、舞桜とアラクのプロフィールや、アラクがプリンセス組の公演に民族衣装で現れたときのこと、ＣＤを大量購入して舞桜を一位に押し上げたこと、そして今回、業界関係の会食にアラクがバイクで迎えに来て、舞桜のマンションから夜中の二時まで出てこなかったことなどが書いてあった。

　こんな記事を揉みつぶすために五千万円も使わせずに済んでよかった。

　楽屋に入ると、メンバーたちが周りに寄ってくる。

　こういう情報に敏感な芽衣が「見せてください」と、『週刊文秋』を手に取った。

「舞桜さん、本当に王子と付き合っているんですか？」

　たとえ仲間でもここは明かすわけにはいかない。

「え～、それはないでしょ！　だって、あのひと王族だよ？」

　私服もおしゃれな有紗が不思議とばかりに、びしばし長いまつ毛を上げて空くうを見る。

「一ヶ月活動休止って聞きましたけど、付き合ってないなら堂々としていればよくないですか？」

「……でも、ファンと直じかに交流したらまずいよね？」

　舞桜がそう答えると合点がいったようで、芽衣が「それで一ヶ月で済んだんですね」と言ってきた。

「あ、でも私、来年卒業するんだ」

「ええ～!?」

　皆が一斉に驚きの声を上げた。

　結愛が真っ青になって、なるみに耳打ちしている。

「うちらも彼氏……やばくない？」

「でも、舞桜さんみたいに目立つ相手じゃないし」

　――丸聞こえなんですけど。

「私が言えることじゃないけど、ふたりとも人気者だから男のひとと外でいっしょのところを撮られないように気をつけるんだよ」

　なるみが舞桜をじっと見てくる。

「な、何？」

「私らのこと、言いつけたりしないでくれて……ありがとうございます」

　なるみに感謝されたことなど初めてなので、舞桜はどぎまぎしてしまう。

「あ、当たり前だよ。私ひとりが抜けるぐらいは大丈夫だけど、ふたりが抜けたらほんとやばいし」

　結愛もまた舞桜を見つめてきた。

「うちら舞桜さんに甘えてたんですよ。舞桜さん、絶対チクらないし、怒ったりしないから……あと一年って寂しいです」

「そのリーダーが撮られてるんだから……ほんと、立つ瀬ないわ」

　なるみが、きりっとした眼差しで舞桜を見つめてくる。

「舞桜さんにセンターを取られて口惜しくないって言うと嘘になりますけど、舞桜さんにお世話になったから卒業までの一年間、舞桜さんを支えます！」

　結愛がいたずらっぽい眼差しをなるみに向ける。

「舞桜さんが抜けたら、今度は私が一位になるかもよ？」

　すると、なるみが顔を赤くして反論する。

「そもそも私、一位以外は想像しないことにしてるの。一位になるぞって自分を思い込ませないと頑張れないでしょ！」

　舞桜は笑ってしまう。

「なっちゃんのプロ根性はさすがだね」

　なるみが急に赤くなって、焦った様子で言い返してきた。

「こ、ここ褒めるところじゃないですから！　子ども扱いしてっ」

　――最初に会ったとき、なっちゃんはまだ中学に入ったばかりだったっけ。

　本当に子どもだったときのなるみのあどけない顔が懐かしく思い出された。

　舞桜は小さく笑って、手を差し出す。

「明日から私、抜けるから、今日は、思いっきり頑張るね」

　すると、ひとり、ひとりと舞桜の手に手を乗せていく。

　普段、かけ声はライブ前に気合を入れるためにあるのだが、皆の気持ちがひとつになって、自然と円陣を組んでいた。

「プリンセスはみんなが一番！　みんなで一番！　仲間とともに輝くぞ！」









　とりあえず、まだ『週刊文秋』は発売前ということで、この日は舞桜がセンターで歌った。翌日から音楽番組の予定がたくさん入っているが、舞桜はそこでは歌えない。そう思うと切なくなったが、その分、今日、思いっきり歌えた気がする。

　だがこれから、もっとプレッシャーのかかる仕事が待っている。

　帰宅時、舞桜がタクシーを降りると、マンションの前には多くの記者たちが待ち構えていて、一斉にフラッシュをたかれた。

　――このマンションの住人、みんな迷惑がっているだろうな。

　そうは思うものの、人気商売。ここは笑顔だ。

　こんなこともあろうかと、近くのコーヒーチェーンで、ホットコーヒーを二十杯テイクアウトしてきた。

「皆さん、お待ちいただいて恐縮です～」

　舞桜は、愛想を振りまきながら皆にコーヒーを配った。

　とにかく、今の舞桜がやることは、少しでもプリンセス組の印象をよくすること、これに尽きる。

「中谷さん、アラク王子とはいつからお付き合いされているんですか？」

「アラク王子がＣＤをたくさん買ってくれたから、お礼に部屋に上げたのですか」

　次々と質問が飛んできたのでまとめて答えることにする。

「ブルーロイ王子殿下やプリンセス組にご迷惑をかけて申し訳なく思っています。部屋に上げたのは、王子殿下が有名人で目立つので、外で立ち話というわけにはいかなかったからです。私は王子殿下には釣り合わないと思っております。また、私以外のメンバーはこんな軽はずみな真似はしませんので、プリンセス組のことはこれからも応援してください。お願いいたします！」

　舞桜は深々と頭を下げたが、こんなことで納得する記者たちではない。

「バイクで迎えに来てと頼んだのは舞桜さんですか？」

「あれは偶然です。映画関係の打ち合わせで使った店が、王子殿下が宿泊されているホテルの近くだったようで偶然遭遇しまして……」

　その瞬間、記者たちが白けたような表情になった。全然信じていない様子だ。

　――ネックレスにＧＰＳ機能をつけられていたなんていよいよ信じないだろうな。

「ちなみにＣＤは舞桜さんから買ってほしいと頼まれたのですか？」

　――助かった。ほかの質問に移った。

「私は普段からＳＮＳなどで、ＣＤを買って自分の握手会に来てほしいとお願いしております。ただ、普通のファンとは違って、複数買いの規模があまりに大きくなってしまったようで、ほかのメンバーに対して心苦しく思っております」

　舞桜は敢えて、アラクが買った枚数は皆が思っているほど多くないことは言わなかった。実力では、舞桜よりほかの子たちが上だと思ってもらえたままのほうがいい。

　次に、若い女性記者がこんなことを聞いてくる。

「アラク王子に推してもらうなんて、女子の夢だと思うのですが、舞桜さんご自身はアラク王子のことをどのように思ってらっしゃるのですか？」

　――そうだよ、女子の夢だよ……。

「それはもう、どうしてこんなことになっているのかが信じられないくらい雲の上の御方というか……別世界の方です。それなのに、プリンセス組だけでなく日本のポップカルチャーにもご理解があって、とてもありがたく思っております」

　こんなふうに、質問に対してのらりくらりとかわし続けていると、三十分経ったので、「あの、近隣の方のご迷惑になるので」と言い残して、舞桜はマンションのエントランスにすっ飛んでいった。









　部屋に戻ると、その取材の様子を見たらしいアラクから、ビデオ通話の依頼が来た。

　会えないとなると、メッセージだけでは我慢できず、やたらとビデオ通話をするようになるから不思議なものだ。

　――もともとたまにしか会えなかったっていうのに。

　スマホをタップすると、アラクが苦々しい顔をしてこんなことを言い出す。

『舞桜だけを矢面やおもてに立たせるのは彼氏として耐えられないから、僕も取材を受けるよ』

「え、護衛のひとがいるんじゃないの？」

『王室警備隊に記者を排除しないよう伝えておけばいいだけのことだ』

　――いやな予感しかしない。

「あ、あの、嘘をつかせるようで申し訳ないんですけど、私とはプラトニックな関係ということでお願いしますね？」

　舞桜は敬語で下手したてに出た。

『もちろんだ。それはうちの父もいやがる』

「え？」

　――父って王様では？

『ブルーロイ王族は、結婚にあたり女性の純潔性を重視するから』

「へ？」

　――純潔？　処女？　っていうか、まじで結婚する気？

　相変わらず、アラクの返答は斜め上だ。

「あの……映画にキスシーンがあるけど、そういうのは大丈夫でしょうか」

『キスのふりなんだろう？　ふりだけでもいやだけど』

「肌はさらさないけど、ベッドにもつれこむところもあるんですが、お父様はお許しになるんでしょうか」

『それを言うなら、モナコ公国のレーニエⅢ世はグレース・ケリーと結婚しただろう？』

「グレース・ケリーって格が違いすぎて、もはや同じ職業と言えないし！」

　――そもそも、私、まだ映画デビューすらしてないし！

『それを言うなら僕だって、長兄がめちゃくちゃ健康なうえに息子がいるから国王になることなんかないし』

「いや、でも私が王族の仲間入りとかないでしょ？」

『ずっと結婚しようって言ってるのにこの期ごに及んで……そういうつもりなら、記者に言うぞ！』

「何を？」

『さあな』

　――また出た、Ｓ王子。

「あの、私たちがそういう関係っていうのは秘密にしてくれるんですよね？」

『だから、純潔じゃないとだめだから、それは言わない！』









　翌朝、突如として『週刊文秋オンライン』でアラクの囲み取材のライブ配信が始まったので、舞桜はすごい勢いでスマホをタップした。

　アラクがインペリアルホテルのエントランスから出てくると、彼が目配せして護衛を下がらせる。

　熟練の女性記者がまず質問するが、アラクのオーラに一瞬怯んだのを舞桜は見逃さなかった。

『ア、アラク殿下……プリンセス組の中谷さんとは、どのようなお付き合いなのでしょうか？』

　アラクが困ったような表情で記者を見やると、記者の顔が赤くなる。

『僕は中谷さんのファンで推し活をしていたのですが、あの夜、ファンの範疇を逸脱してしまって……プリンセス組やファンの皆様には申し訳なく思っています』

　――一国の王子様なのに、こんなふうに謝らせてごめん……。

『逸脱したということは一線を越えたということですか？』

『それはないですね。外だと人目につくから室内でお茶でもと、プリンセス組の今までのライブ動画などを観せてくださいました』

『あの夜はお茶だったとしても、今後はどうなるかわかりませんよね？』

　アラクが少し思案するように目を半ば伏せてから、とつとつと話し始める。

『それはそうですよ。推しに異性の影がちらついたり、結婚したり……がファンにとってショックなのは、いつか推しと結婚したいと夢見ているからでしょう？　かくいう僕だって夢見ています』

　そこで、アラクが急にカメラ目線になった。

　カメラのほうもすかさず彼の顔にズームインしてアップになったところで画面を固定する。

　陽光に照らされるとハシバミ色に変わるその美しい瞳で見つめられ、カメラ越しだというのに舞桜の鼓動はどっどっと駆け足になる。

　――本物だって間近で見たことあるっていうのに……。

　彼の薄くも厚くもない整った唇が開いた。

『舞桜さん、いつか僕と結婚してください』

　――嘘ー！

　うれしすぎて信じられない言葉に舞桜は心臓を射抜かれ、倒れそうになった。世界に向かって、舞桜が好きだと宣言されたようなものだ。

　――やだ、涙が出てきた……。

　周りの記者たちもびっくりしていて、しばらく間が空いた。

『え？　これって公開プロポーズ？』みたいな記者の小声までマイクが拾っている。

　記者が驚くのも当然だ。

　こんな二次元みたいな王子が中途半端なアイドルと結婚したいと言ったのだから。

　信じられないことにアラクは本当に舞桜と結婚する気で、あとあと嘘をついたことにならないよう、将来どうなるかわからないという伏線を張りつつ、今はただのファンとしてふるまってくれているのだ。

　――ありがとう、アラク……でも、正直やりすぎ……。

　もちろん記者たちがこれで引き下がるわけがない。

『まっ舞桜さんの魅力はどこなんですか？』

　記者が心の底から不思議みたいな表情で尋ねた。

『それはプリンセス組のことをすごく好きなところですよ。あの夜、延々とライブ映像を見せていただくことになりましたから』

　――これ、私の記憶にない初日の夜のことだ……。

　アラクがさわやかな笑みで決めたあと、護衛に目配せして取材陣との間に入り込ませ、そこで取材は終了となった。

　それからというもの、アラクの『いつか僕と結婚してください』の動画がインターネット・ミームとしてＳＮＳ上で爆発的に拡散されたのは言うまでもない。

　王子に求婚された女として舞桜は時のひととなったが、同時に一ヶ月の謹慎が発表され、本人不在のまま、テレビやネットを騒がせることになる。









　そんなある日の夜、舞桜が帰宅すると、黒塗りの高級ドイツ車がマンションの前に停まっていた。

　――ま、まさかアラクじゃないよね。

　アラクとは卒業するまで会わない約束だし、そもそも彼の車は車体の長いリムジンである。

　ドイツ車からドライバーが降り、後部座席のドアを開けた。

　そこから現れたのは――アフェイカだった。

　――出たー！

　最近、あまりにもいろんなことがありすぎて、アフェイカのことを忘れていた。彼女は上下白のパンツスーツにサングラスがキマっていてモデルのようだ。

　アフェイカがまた例の小型機械をポケットからスッと取り出して何か話したあと、こんな機械音が聞こえてくる。

『舞桜さん、偶然ですね。お元気ですか？』

　――どう考えても待ち伏せだろ～！

「あの……どのようなご用件でしょうか」

　アフェイカが少し躊躇ためらいを見せたあと、意を決したように手もとの機械に話しかけた。

『舞桜さん、私は謝らないといけません』

　――このひと、反省とかするタイプだったんだ？

「な、なんでしょう？」

　アラクを渡さないと言ったことか、はたまたスーパーで買ったものを貶してきたことか。

『グループで一番人気がないと言ったことです』

　舞桜は呆気にとられる。

　アフェイカは、舞桜が実力で一位になったとでも思っているのだろうか。

「いいのよ。本当のことだから」

『そういう問題ではありません。私は先日、初めて２・５次元ミュージカルを観に行きました』

　話題の変化が急すぎてついていけないが、とりあえず合わせることにした。

「……作品タイトルはなんですか？」

　アフェイカが急にカッと目を見開き、興奮した様子でまくしたてたが、話し終わってようやく淡々とした機械による翻訳となる。

『「歌劇の王子様」です。日本語なのであまり聞き取れなかったのですが、かっくんの魅力だけは脳内に直接伝わってきました。かっくんが演じる観月みづき達也たつやは、普段はボーっとしているのに、いざステージで歌い始めると誰よりも切れ味のいいダンスを繰り広げて、とにかく全てが尊いのです』

　――これが……あのアフェイカさん？

　前会ったときとイメージが違いすぎて、舞桜は唖然としてしまう。

「あの……かっくんとは？」

　アフェイカが上機嫌で何かをしゃべり、機械が『かっくんは西村克樹（にしむらかつき）くんです。見てください』と翻訳している間に、彼女が肩に下げているバッグを舞桜に見せてくる。

　それは表がビニール貼りになっている通称〝痛いたバッグ〟で、西村克樹と思おぼしき男性アイドルの缶バッジで埋め尽くされていた。

　舞桜が目を離せないでいると『正直、かっこよすぎてサングラスしていないと直視できないレベルです』という機械音が響く。

　舞桜が顔を上げると、サングラスをかけたアフェイカが聖母マリアのような表情でバッグを見下ろしていた。

　――それで夜なのにサングラスしてたんだ……。

「日本で推しができたんですね」

　舞桜がそう言うと、なぜかアフェイカが神妙な顔つきになった。

『そうです。ですが、なぜかかっくんは「歌劇の王子様」では一番人気がないのです』

　舞桜は笑ってしまう。

「それで私に謝りたくなったんですか？」

　アフェイカが舞桜の手を取った。

『ええ。アラク様が以前、世間の人気と自分が好きかどうかは関係ないとおっしゃっていたけれど、今になってわかりました。だって、かっくんは私にとってナンバー１ですから』

　――アラクってば、そんなふうに言ってくれてたんだ……。

　舞桜は、彼の愛情に不意打ちされて泣きそうになったが、ぐっとこらえてアフェイカの手を両手で包み込む。

「アフェイカさん、ファンは数じゃなくて熱量ですよ。かっくんは、あなたみたいなファンがいて幸せだと思います。私も今、ファンのために頑張ろうっていう元気をもらえました。ありがとうございます」









　その夜、アラクにアフェイカのことを伝えたら、彼も意外そうにしていた。

　アラクによると、アフェイカとライハンをくっつけようと、２・５次元ミュージカルのチケットを渡したが、こんな結果になるとは思ってもいなかったとのこと。

　――可笑しい。

　明日、撮影所で新条と顔を合わせることになるので舞桜は気まずく思っていたのだが、いつの間にか気分が上向いていた。アラクはいつも舞桜が落ち込んでいるときに元気をくれる。

　――まさかアフェイカさんにまで勇気づけられるなんてね……。

　翌日、舞桜は現場マネージャーの吉井とともに郊外にある西宝スタジオに赴いた。俳優館に入り、控室に向かっていると、新条が現れる。

「マネージャーさん、外で少し、舞桜さんとお話ししてもいいですか？」

　吉井が警戒するようにこう返す。

「ふたりきりでなく、オープンスペースなら問題ありませんが……」

「もちろんです。俳優館の前の人通りがある道で五分だけで大丈夫ですから」

　新条が手と手を合わせてお願いポーズをしてきた。

「なら……」

　と、吉井が舞桜に目配せしてくる。相手役だし、俳優の世界では大先輩になるので彼女も断れなかったのだろうが、ものすごく気が重い。

　――何話す気よ～？

　俳優館を出ると、巨大スタジオが並ぶ殺風景な道路に出る。新条がそこで歩を止めた。

　困ったように眉を下げ、頭を掻いてこう告げてくる。

「あのとき、ちょっかいかけてすみませんでした。舞桜さん、急に演技がうまくなったから興味持っちゃって……。俺、演技のうまい女性に弱いから……あ、でも、舞桜さんにその気がないのはわかったので、もうああいうお誘いはしません」

　舞桜は呆気にとられた。

　――そういうこと！

　清水麗奈が降板になって舞桜が主役に抜擢されたのが気に食わなかったのは、演技派の麗奈が新条の好みだったからなのだ。

　舞桜は笑ってしまいそうになる。

　さすがカメレオン俳優と言われるだけはある。好みの女性は演技のうまいひとなのだ。業が深い。

「演技がうまくなったって言われてすごくうれしいです。もっと頑張りますので、共演、よろしくお願いします」

　彼が照れたように視線をずらした。

「あのバイクのひと……王子だよね？」

　――やばっ。

「た、たまたま通りがかったみたいですね？」

「へー」と、新条が、信じていない目つきを向けてきた。

「じゃ、俺がせまったことを内緒にしてくれたら、王子とたまたま会ったってことにしてあげるね？」

　交換条件で来た。

「そうですね。猪瀬組の集まりのあと、店から出たら偶然、王子が通りがかったということでお願いします。端折はしょっているところがあるだけで嘘ではないと思いますし」

「だな」

　新条が手を差し出してきたので、舞桜が握り返す。

　――よかった、悪いひとじゃないみたい。

　共演者とはうまくやっていきたい。そうでないといい映画にならない。

　――せめて女優として成功しないと、アラクの横に並べないもん！









　舞桜は活動休止のおかげで一ヶ月間、映画の撮影に没頭することができた。

　音楽番組で自分のいないプリンセス組を観るのは少し寂しかったが、舞桜のネタを振られたメンバーたちが『私たちも石油王子に応援してほしいです～』などと冗談でかわしてくれていて心が温かくなった。

　そして一ヶ月経つと、話題のひとである舞桜をテレビに引っ張り出せ、ということで、プリンセス組は音楽番組だけでなく、ニュース番組からも出演オファーが来ることになる。

　もちろん、その間も映画の撮影が続いており、舞桜は睡眠時間を削って取り組むことになった。

　――物理的にアラクに会えないほうが寂しくなくて助かるわ。

　とはいえ、毎日のようにビデオ通話でその日に起こったことについて話していたので、むしろ、たまに会っていた以前よりお互いのことをよく知ることができた。

　――関係が体で始まった分、こういう時間が大事かもしれない。

　ある日、アラクが『会えない時間がなかったら、こんなにお互いのことがわからなかったかもな』と言ってきたので、同じことを考えていたようだ。

















最終章　予想の斜め上は……きっと幸せ！












　翌年の七月、舞桜の卒業ライブが開催された。最後、舞桜が卒業の挨拶をすると、メンバーたちが泣き始める。

　一番派手に泣いていたのは、なるみだった。

　演技かと思いきや、控え室に戻っても泣き続けていたので、どうも本音のようだ。

　――実は私のこと、こんなに慕ってくれてたんだ。

　そう思った舞桜が、なるみの背をぽんぽんと優しく叩いたら、彼女が涙に濡れた顔を上げた。

「……引き立て役がいなくなって悲しいだけです」

　――さすが！

「その、自分が一番って気持ちを大事にして、これからも頑張って」

「当然です」

　そう言って嗚咽しながらティッシュで涙を拭いていた。

　芽衣がすかさず「こういうの、ツンデレっていうみたいですよ」と解説してくる。

　ヤンキーの結愛は舞桜を励まそうとしているのか「舞桜先輩、私はマジで寂しいですよ！　卒業しても遊んでください！」と抱きついてきた。

　おしゃれ番長の有紗が近づいてきて「これからは私が最年長になっちゃいますよ」と、愚痴るように言ってくる。

「まだやっと二十歳になったばかりでしょう？　私なんてデビューが二十一歳だったんだよ!?」

　グラビア担当の麗美までこちらにやって来た。

「それ、逆にすごいんですけど？　若さではなく採用されたってことでしょう？」

　うれしいことを言ってくれる。

「まあ。私の場合、麗美みたいに色気はなかったけどね」

　いつの間にか、メンバー全員が舞桜の周りに集まっていた。

「このグループで四年間いっしょに過ごせてよかった。これからは一ファンとして応援してるよ！」

　そう言って舞桜が手を差し出すと、そのうえに五人の手が重なる。

「プリンセスはみんなが一番！　みんなで一番！　仲間とともに輝くぞ！」

　こうして舞桜はプリンセス組を卒業した。

　――卒業したらアラクに会える。

　そう思っていたが、さすがに卒業して速攻『王子と密会！』みたいな記事が出ても顰蹙ひんしゅくものだろう。

　それをアラクに話したら、同意してくれただけでなく、こんな言葉で励ましてくれた。

『舞桜はやっと女優への一歩を踏み出したところで、大事な時期だからね』

　――くぅう。彼氏としてできすぎ！

　実際、舞桜は正念場だった。

　所属事務所のスパークルプロダクションの戦略で、グループの卒業は映画公開直前にあてられていて、これから映画の舞台挨拶やら取材やらでいよいよ多忙になる。

　しかも映画の演技が評価されて連ドラの仕事も決まり、女優として道が開けてきた。

　プリンセス組が新メンバーの募集を始めたところだったので、卒業したあとも活躍できる先例になれそうでよかったと、舞桜は胸を撫でおろした。

　さらに信じられないことに、日本で最もメジャーな映画賞である、日本キネマ大賞の主演女優賞にノミネートされる。

　ノミネートが告げられた日は、奇くしくもアラクと会わないと決めた日からちょうど一年が経った日だった。同じ東京にいるというのに、会わないだけでなく、公演にも来ないようにしてもらい、リアルで目にすることなくここまで来た。

　舞桜はノミネートに、何かきっかけをもらったような気がしていた。

　――授賞式が終わったら、アラクに会いに行く！

　そう決めて、授賞式が終わる時刻の一時間後、夜十一時半にアラクの部屋に行くと告げた。授賞式の行われるグランドホテルから、アラクのインペリアルホテルまでタクシーで、なんと五分。

　これは運命だ。

　授賞式が近づくにつれて舞桜の緊張が高まっていく。ノミネートされただけで栄誉なことで、さすがに受賞はないので、この緊張は一年ぶりにアラクに会うことから来るものだ。

　だが、授賞式当日、想像もしていなかった番狂わせが起こる。

　プレゼンターの女優が壇上でこう告げたのだ。

「最優秀主演女優賞は中谷舞桜さんです」

　受賞者のために拍手する気満々だった舞桜は勢い余って一回拍手してから、呆（ほう）けたように周りを見やる。皆が舞桜に向けて拍手するという信じられない光景が、そこにあった。

　隣に座っていた監督に促されてようやく舞桜はのっそりと立ち上がる。壇上にいるプレゼンターにふらふらと近づくと、彼女と握手をしてトロフィーを渡される。

　舞桜の演じた場面や解説が背後のスクリーンに流れているが、全く頭に入らず、舞桜は信じられない思いで、トロフィーを眺めていた。

「中谷さん、一言お願いいたします」

　そう促されてやっと舞桜は、受賞者がスピーチをするきまりを思い出し、慌ててしまう。

「えっと、あの……私、まさか受賞するとは思っていなくて……。演技の経験がほとんどなかったのに主演に抜擢していただけただけでもすごいことだと……」

　最初の読み合わせは、今思えばひどいものだった。

　――あのあと、アラクのおかげで浮上したっけ。

　舞桜の瞳から涙が零れ出す。

「で、でも……いろんな方たちに支えられて……ヒック……ここまで……来れました。ありがとうございました」

　これしか言えなかったが、これが全てだ。

　舞桜が深々と礼をすると、客席の俳優や監督が満場の拍手を送ってくれた。

　そのあとも呆然と座っていた舞桜だったが、授賞式が終わってようやく現実だと感じられた。

　――あれ？　受賞となるとこのあと取材が入るのでは？

　受賞しない前提で、アラクのところに夜十一時半に行くと約束してしまった。

　――でもこの授賞式を観ているだろうから、遅れても事情、わかってくれるよね？

　堀田が「舞桜が受賞すると思っていたよ～」と、飛んできた。

　――もう、調子いいんだから。

　昨日、堀田は『授賞式の雰囲気を肌で感じるだけでも勉強になるから』と、はなから受賞なんかするわけないというスタンスだったのだ。

　早速、囲み取材が入った。

「おめでとうございます。プリンセス組を卒業して早々に受賞なさって、今後は女優として活躍される予定ですか？」

　そんな質問で始まり、撮影中のほかの俳優とのエピソード、演技で難しかったところ、この映画を観た感想などなど、様々な角度から質問され、時計を見るともう十二時近くになっていた。

「では、そろそろお開きになりますので」

　会場スタッフに退室を促され、堀田が「では、これにて取材は終了となります」と皆に告げたのだが、記者ふたりが舞桜についてきて、歩きながら質問を投げかけてくる。

　舞桜はできるだけ真摯に答えたが、心中穏やかではなかった。

　予定では今ごろ、アラクのたくましい腕の中で、甘い言葉のひとつも囁いてもらえていたはずだったのだ。

　――この取材さえ終われば……。

　そんな気持ちでエントランスのほうに目を向けると、行き交う映画業界やプレスのひとたちが皆、舞桜のほうを見ていた。

　――今日、アラクに会わないほうがいいかも……。

　舞桜の受賞は番狂わせだったので、良くも悪くも注目されてしまっている。

　授賞式直後にアラクのホテルに入ったところを誰かに撮られなどしたら、またしても彼に迷惑をかけてしまう。

　――……永遠に、アラクに会えないような気がしてきた。

　そんな絶望的な気持ちで、堀田や記者たちとともにホテルのエントランスから外に出ると、やたら車体の長い黒塗りリムジンが目に入る。

　――ま、まさか。

　とっさに舞桜が堀田のほうを見ると、堀田は何か悟ったような表情で「もうアイドルじゃないから俺は反対しないよ」と囁いてくる。

「えっ、今、私、そういう局面フェーズ？」

　驚いてそう聞くと、堀田が真顔で小さく頷いた。

　案の定、リムジンからアラクが出てきた。三つ揃いのスーツがめちゃくちゃ決まっている。しかもばかでかい赤い薔薇の花束まで手にしていた。

　――何、この破壊力！

　どんな俳優が演じたってここまでかっこよくならない。もはや二次元である。

　姿勢のいい彼が優雅に近づいてくる。

「舞桜さん、主演女優賞受賞、おめでとうございます。私までうれしくなって出待ちしてしまいました」

　――二次元王子が出待ちって何言ってんだ!?

　すると、周囲のひとたちがすごい勢いで写真を撮り始めた。その横で女性記者が「本物の王子、画面越しより全然かっこいいんですけど」と興奮している。

　――わかる。

　毎晩のようにビデオ通話をしている舞桜だって久々にリアルで見て目が破壊されるかと思ったぐらいだ。

　その彼が舞桜の前で歩を止めたものだから、舞桜は目を見開いたまま固まってしまう。

　アラクが少し屈んで、ほかのひとに聞こえないような小声で耳打ちしてくる。

「この僕との約束をすっぽかすなんてね」

　――Ｓ王子来たー！

　もう舞桜は『抱いて』みたいな気持ちになった。

　だが、次の瞬間、アラクはメディア用の高貴な微笑を作った。

「舞桜さん、前は画面越しでしたが……いつかリアルでお伝えしたいと思っていました。……私と結婚してください」

　そう言ってアラクが花束を差し出してくる。

　舞桜は、吸い寄せられるように花束をつかんでいた。

「私でよろしければ……」
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　すると、アラクは舞桜を抱き上げ、カメラのほうに体を向ける。

「舞桜さんが、ようやく求婚を受けてくださいました。でも、私は今でも彼女のファンですので、舞桜さんの女優としての活躍を邪魔する気はありません。ファンの皆さん、ご安心ください」

　気づけば、ほかの俳優を追っていた取材クルーだけでなくホテル客にまで周りを取り囲まれていた。一眼レフやスマホでガンガン撮られ、夜中だというのに、ふたりの周りだけはまるで昼のようだ。

　アラクが耳もとで囁いてくる。

「これで舞桜は後戻りできなくなったよ？」

　――策士め……。

　心の中ではそんな憎まれ口を叩いたというのに、気づけば舞桜は彼の首を掻き抱いていた。

「戻るつもりなんかない。一生、いっしょに歩んでくれるんでしょう？」

　アラクが舞桜を抱きしめる腕に力を込める。

「ああ。もう離さない。これからはずっといっしょだ」









　それから一年後、三年ぶりにアラクのインステが更新される。

　そこにアップロードされた画像は、ブルーロイの王宮で一週間にわたり行われた、日本の俳優、中谷舞桜との婚礼の儀式だった。
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